
研

究

ノ

ー

ト

京
本
店
元
〆
市
川
忠
三
郎
奉
公
履
歴
（
続
）

別
宅
時
代

天
保
七
年
〜
慶
応
元
年
）

西

坂

靖

は
じ
め
に

一

後
見
期
（
四
〇
歳
〜
四
三
歳
）

二

名
代
期
（
四
四
歳
〜
四
六
歳
）

三

勘
定
名
代
期
（
四
七
歳
〜
五
〇
歳
）

四

元
方
掛
名
代
期
（
五
一
歳
〜
五
五
歳
）

五

加
判
名
代
期
（
五
六
歳
〜
五
九
歳
）

六

元
〆
期
（
六
〇
歳
〜
六
九
歳
）

む
す
び
に
か
え
て
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は

じ

め

に

本
稿
は
、
前
稿１

）
に
引
き
続
い
て
、
幕
末
の
三
井
越
後
屋
京
本
店
に
お
い
て
、
手
代
の
最
高
位
で
あ
る
元
〆
役
を
勤
め
た
市
川
忠
三
郎
を
対

象
に
、
そ
の
奉
公
人
と
し
て
の
人
生
を
跡
付
け
る
こ
と
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

市
川
忠
三
郎
の
五
六
年
に
わ
た
る
奉
公
人
人
生
は
、
店
に
住
み
込
ん
で
働
い
て
い
た
前
半
の
時
期
（
住
み
込
み
時
代
）
と
、
別
宅
（
宿

持
）
の
重
役
手
代
と
し
て
店
に
通
勤
し
て
い
た
後
半
の
時
期
（
別
宅
時
代
）
と
に
、
大
き
く
二
分
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
、
後
半
の
別
宅
時

代
を
扱
う
（
第
１
表
参
照
）。

越
後
屋
の
奉
公
人
に
関
す
る
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
は
、
住
み
込
み
の
手
代
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
き
て
お
り
、
別
宅
手
代
に
つ
い
て
は
、

十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い２

）
。
そ
の
解
明
に
資
す
る
材
料
を
提
供
す
る
こ
と
も
本
稿
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

検
討
の
主
た
る
素
材
は
、
前
稿
と
同
様
、
京
本
店
が
継
続
的
に
作
成
し
た
帳
簿
類
で
あ
り
、
特
に
店
日
誌
で
あ
る
「
名
代
言
送
帳３

）
」
を
中

心
と
す
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
証
文
・
願
書
類
も
交
え
て
検
討
す
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
に
、
市
川
忠
三
郎
の
個
人
名
が
あ
ら
わ
れ
る
事
例
を
、

網
羅
的
に
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
う
か
が
え
る
市
川
忠
三
郎
の
奉
公
の
実
態
を
、
一
年
ご
と
に
検
討
し
て
そ
れ
を
積
み

上
げ
る
形
で
、
い
わ
ば
年
代
記
風
に
あ
き
ら
か
に
し
て
い
く
。
以
下
で
は
、
別
宅
手
代
の
職
階
の
上
昇
に
あ
わ
せ
、
後
見
の
時
期
（
四
〇
歳

〜
四
三
歳
）、
名
代
の
時
期
（
四
四
歳
〜
四
六
歳
）、
勘
定
名
代
の
時
期
（
四
七
歳
〜
五
〇
歳
）、
元
方
掛
名
代
の
時
期
（
五
一
歳
〜
五
五

歳
）、
加
判
名
代
の
時
期
（
五
六
歳
〜
五
九
歳
）、
元
〆
の
時
期
（
六
〇
歳
〜
六
九
歳
）
に
区
分
し
て
、
検
討
し
て
い
く
。

な
お
史
料
は
、
末
尾
に
一
括
し
て
掲
載
す
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
「
名
代
言
送
帳
」
に
記
載
さ
れ
た
記
事
の
う
ち
、
①
月
番
・
外
用
な

ど
の
月
ご
と
の
当
番
、
②
半
年
ご
と
の
店
卸
し
、
③
元
方
寄
会
へ
の
出
席
、
④
法
事
・
葬
儀
等
の
仏
参
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
関
係
か
ら
、
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史
料
の
翻
刻
は
行
わ
ず
、
別
途
、
表
に
ま
と
め
て
済
ま
せ
る
こ
と
と
し
た
。

１
）

西
坂
靖
「
京
本
店
元
〆
市
川
忠
三
郎
奉
公
履
歴

住
み
込
み
時
代

」（『
三
井
文
庫
論
叢
』
三
九
号
、
二
〇
〇
五
年
）。

２
）
『
三
井
事
業
史
』
で
は
、
享
保
期
の
京
本
店
・
京
両
替
店
等
の
元
〆
・
名
代
層
に
つ
い
て
、
住
ん
で
い
た
町
と
営
ん
で
い
た
商
売
に
関
す
る

説
明
が
あ
る
（『
三
井
事
業
史

本
篇
一
』
二
六
一
・
二
六
二
ペ
ー
ジ
、
一
九

〇
年
）。
賀
川
隆
行
『
近
世
三
井
経
営
史
の
研
究
』（
吉
川
弘

文
館
、
一
九

五
年
）
で
は
、
文
政
初
年
の
宿
持
手
代
（
別
宅
手
代
）
の
役
料
の
銀
額
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
三
三
〇
ペ
ー
ジ
）。
ま
た
三
井

文
庫
の
『
第
四
回
史
料
展
示
会
目
録
』（
一
九

六
年
）
の
解
説
に
お
い
て
、
十

世
紀
後
半
に
江
戸
向
店
の
元
〆
役
を
勤
め
た
松
島
多
助

（
林
右
衛
門
）
に
つ
い
て
昇
進
の
過
程
等
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
樋
口
知
子
「
別
家
手
代
の
遺
言
状
と
跡
式
関
係
史
料
」（『
三
井

文
庫
論
叢
』
一

号
、
一
九

四
年
）
で
は
、
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
か
ら
天
保
五
年
（
一

三
四
）
に
か
け
て
の
時
期
で
、
合
計
二
一
通

の
別
宅
手
代
の
遺
言
状
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
同
「
越
後
屋
別
家
上
嶋
家
文
書
」（『
三
井
文
庫
論
叢
』
二
九
号
、
一
九
九
五
年
）
で
は
、
十
九

世
紀
前
半
に
京
本
店
の
元
〆
役
を
勤
め
た
上
嶋
七
郎
兵
衛
の
史
料
も
含
め
て
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。

３
）
「
名
代
言
送
帳
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

別
一
七
七
三
〜
一
七

〇
）。
筆
跡
等
か
ら
勘
案
す
る
と
、
内
月
番
を
担
当
し
た
支
配
役
の
手
代

が
記
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

一

後
見
期
（
四
〇
歳
〜
四
三
歳
）

天
保
七
申
年
（
一

三
六
）
四
〇
歳
・
二
七
年
目

﹇
席
次
﹈
「
店
々
人
数
帳１

）
」
に
記
載
さ
れ
た
一
月
の
時
点
の
、
京
本
店
に
お
け
る
席
次
は
六
番
目
で
あ
る
。
忠
三
郎
の
上
位
に
は
、
白
瀬
新
右

衛
門
（
元
方
掛
名
代
）、
松
山
喜
十
郎
（
勘
定
名
代
元
方
見
習
）、
中
塚
徳
次
郎
（
名
代
）、
山
下
甚
蔵
（
後
見
）、
中
井
茂
兵
衛
（
後
見
）
が
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い
る
。

﹇
名
代
言
送
帳
か
ら
う
か
が
え
る
動
向
﹈
「
名
代
言
送
帳
」
に
よ
れ

ば
、
一
月
一
九
日
、
京
本
店
で
の
節
内
祝
の
際
、
三
井
家
同
族
お
よ

び
元
方
掛
名
代
を
は
じ
め
と
す
る
別
宅
手
代
た
ち
が
居
並
ぶ
中
で
、

京
本
店
の
手
代
た
ち
に
対
し
、
名
目
役
替
え
が
申
し
渡
さ
れ
た
。
忠

三
郎
の
後
見
格
へ
の
昇
進
も
そ
の
場
で
申
し
渡
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
り
忠
三
郎
は
、
住
み
込
み
の
地
位
を
脱
し
て
、
別
宅
手
代
の
仲

間
入
り
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
奉
公
人
と
し
て
の
経
歴
に
一
区
切
り

を
つ
け
る
こ
と
と
な
り
、
望
性
銀
と
し
て
銀
二
三
貫
目
が
申
し
渡
さ

れ
て
い
る２

）
。
た
だ
し
、
す
ぐ
に
京
本
店
を
出
て
自
分
の
居
宅
を
持
つ

わ
け
で
は
な
く
、
し
ば
ら
く
は
京
本
店
に
住
み
込
み
を
続
け
て
い
る
。

後
見
格
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
新
規
の
仕
事
と
し
て
登
場
す
る
の

は
、
紀
州
藩
の
年
賦
調
達
講
関
係
の
用
務
、
お
よ
び
江
戸
勤
番
で
あ

る
。こ

の
う
ち
紀
州
藩
の
年
賦
調
達
講
は
、
三
井
家
が
世
話
方
を
勤
め

る
も
の
で
あ
り
、
本
店
一
巻
も
関
係
し
て
い
る３

）
。
三
月
一

日
に
初

回
が
開
か
れ
、
忠
三
郎
は
、
松
山
喜
十
郎
（
勘
定
名
代
元
方
見
習
）

な
ど
と
も
に
出
席
し
、「
勘
定
場
取
〆
」
を
勤
め
て
い
る
。
忠
三
郎

年 月 年齢・勤務年数 職 階 (店内席次)

嘉永５年(1852) 56歳・43年目 加判名代 (３位)

手

代

名

目

役

別

宅

本
稿
検
討
範
囲
）

嘉永６年(1853) 57歳・44年目 (３位)

安政元年(1854) 58歳・45年目 (３位)

安政２年(1855) 59歳・46年目 (３位)

安政３年(1856) 60歳・47年目 元 〆 (２位)

安政４年(1857) 61歳・48年目 (１位)

安政５年(1858) 62歳・49年目 (１位)

安政６年(1859) 63歳・50年目 (１位)

万延元年(1860) 64歳・51年目 (１位)

文久元年(1861) 65歳・52年目 (１位)

文久２年(1862) 66歳・53年目 (１位)

文久３年(1863) 67歳・54年目 (１位)

元治元年(1864) 68歳・55年目 (１位)

慶応元年(1865) 69歳・56年目 (１位)

出所)「店々人数留」(三井文庫所蔵史料 本1092～1098)。

注) 1. 店内席次は一月の時点のものを示す。「－」は史料の欠如を示す。

2. 年次途中に昇進した場合は，新しい職階をその年次の職階として示し

た。
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年 月 年齢・勤務年数 職 階 (店内席次)

文化８年(1811) 15歳・２年目 丸 額 (116位)
子

供

住

み

込

み

前
稿
検
討
範
囲
）

文化９年(1812) 16歳・３年目 (103位)

文化10年(1813) 17歳・４年目 角前髪 (91位)

文化11年(1814) 18歳・５年目 (81位)

文化12年(1815) 19歳・６年目 初 元 (72位)

手

代

初

元
文化13年(1816) 20歳・７年目 (65位)

文化14年(1817) 21歳・８年目 (59位)

文政元年(1818) 22歳・９年目 平 (52位)

平

文政２年(1819) 23歳・10年目 (45位)

文政３年(1820) 24歳・11年目 (41位)

文政４年(1821) 25歳・12年目 (38位)

文政５年(1822) 26歳・13年目 相談役 (32位)

文政６年(1823) 27歳・14年目 平筆頭 (28位)

文政７年(1824) 28歳・15年目 上 座 (27位)

名

目

役

文政８年(1825) 29歳・16年目 (24位)

文政９年(1826) 30歳・17年目 (22位)

文政10年(1827) 31歳・18年目 役 頭 (20位)

文政11年(1828) 32歳・19年目 (18位)

文政12年(1829) 33歳・20年目 (16位)

天保元年(1830) 34歳・21年目 組 頭 (15位)

天保２年(1831) 35歳・22年目 (12位)

天保３年(1832) 36歳・23年目 (― )

天保４年(1833) 37歳・24年目 支 配 (８位)

天保５年(1834) 38歳・25年目 (８位)

天保６年(1835) 39歳・26年目 (６位)

天保７年(1836) 40歳・27年目 後見格 (６位)

別

宅

本
稿
検
討
範
囲
）

天保８年(1837) 41歳・28年目 後 見 (５位)

天保９年(1838) 42歳・29年目 (４位)

天保10年(1839) 43歳・30年目 (４位)

天保11年(1840) 44歳・31年目 名 代 (― )

天保12年(1841) 45歳・32年目 (― )

天保13年(1842) 46歳・33年目 (― )

天保14年(1843) 47歳・34年目 勘定名代 (― )

弘化元年(1844) 48歳・35年目 (― )

弘化２年(1845) 49歳・36年目 (― )

弘化３年(1846) 50歳・37年目 (― )

弘化４年(1847) 51歳・38年目 元方掛名代 (４位)

嘉永元年(1848) 52歳・39年目 (４位)

嘉永２年(1849) 53歳・40年目 (３位)

嘉永３年(1850) 54歳・41年目 (３位)

嘉永４年(1851) 55歳・42年目 (３位)

第１表 市川忠三郎の職階と店内席次の変遷

(文化８年～慶応元年)

京本店元〆市川忠三郎奉公履歴 (続)(西坂)
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は
、
こ
の
の
ち
紀
州
藩
と
京
本
店
と
の
パ
イ
プ
役
を
勤
め
る
こ
と
に
な
る
。

江
戸
勤
番
は
、
本
店
一
巻
の
本
店
格
で
あ
る
京
本
店
の
別
宅
手
代
が
、
江
戸
店
の
監
督
に
出
向
く
、
長
期
出
張
で
あ
る
。
忠
三
郎
は
、
出

発
に
先
立
っ
て
、
五
月
一
〇
日
の
昼
に
「
立
振
舞
」
と
し
て
本
膳
を
出
さ
れ
、
盃
を
交
わ
し
て
い
る
。「
賄
方
永
代
帳
」
に
よ
る
と
餞
別
と

し
て
店
か
ら
金
三
〇
〇
疋
、
別
宅
手
代
五
人
か
ら
銀
五
両
が
お
く
ら
れ
て
い
る４

）
。

五
月
一
六
日
、
雨
降
る
中
を
、
中
井
茂
兵
衛
（
後
見
）
ら
に
見
送
ら
れ
出
発
し
た
。
木

路
を
通
っ
て
、
江
戸
に
到
着
し
た
の
は
六
月
一

日
で
あ
っ
た
。
江
戸
で
の
活
動
に
関
し
て
は
、
九
月
二
三
日
か
ら
一
〇
月
九
日
ま
で

王
子
に
下
っ
て
「
山
方
見
繕
」
を
行
っ
て
い
る
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
名
代
言
送
帳
」
に
み
ら
れ
る
、
住
み
込
み
の
支
配
時
代
か
ら
引
き
続
く
仕
事
と
し
て
は
、
①
月
番
・
外
用
な
ど
の
月
ご
と
の
当
番
、
②

半
年
ご
と
の
店
卸
し
の
部
署
分
担
、
③
元
方
寄
会
へ
の
出
席
、
④
上
之
店
な
ど
店
々
の
勘
定
目
録
の
押
切
り
、
⑤
上
京
し
て
き
た
江
戸
・
大

坂
店
の
手
代
の
応
接
、
⑥
寺
社
参
詣
、
⑦
法
事
・
葬
儀
等
の
法
事
・
葬
儀
等
の
仏
参
な
ど
が
あ
る
。

①
月
々
の
当
番
は
、
京
本
店
の
組
頭
以
上
の
手
代
が
勤
め
る
も
の
で
、
月
ご
と
に
月
番
・
内
月
番
・
外
用
を
分
担
し
て
い
る
。
第
２
表
は
、

後
見
の
時
期
に
お
け
る
忠
三
郎
の
担
当
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
年
に
つ
い
て
は
、
一
月
に
「
内
月
番
」、
三
月
に
「
月
番
」、
五
月
に

「
外
用
」
を
勤
め
て
い
る
。
内
月
番
は
支
配
役
ま
で
の
者
が
勤
め
る
も
の
と
み
ら
れ
、
後
見
格
に
昇
進
し
た
二
月
以
降
は
勤
め
な
く
な
っ
て

い
る
。
月
番
・
外
用
の
い
ず
れ
に
も
当
た
ら
な
い
月
が
あ
る
が
、
そ
の
月
に
仕
事
を
し
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

②
店
卸
し
は
、
一
年
に
二
度
、
京
本
店
の
組
頭
以
上
の
手
代
が
部
署
を
分
担
し
て
勤
め
て
い
る
。
分
担
部
署
は
職
階
の
上
昇
に
応
じ
て
か
わ

り
、
賄
方
を
振
り
出
し
に
、
最
高
位
の
手
代
に
な
る
と
唐
物
方
を
担
当
す
る
。
第
３
表
は
、
別
宅
手
代
の
時
期
に
お
け
る
忠
三
郎
の
部
署
の

分
担
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
年
は
、
一
月
四
日
に
誂
方
を
担
当
し
て
い
る
。

③
元
方
寄
会
は
、
ひ
と
月
に
二
回
開
催
さ
れ
る
大
元
方
の
寄
会
で
あ
り
、
京
本
店
か
ら
は
組
頭
以
上
の
手
代
が
、
分
担
し
て
出
席
し
て
い
る
。
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第
４
表
は
後
見
の
時
期
に
お
け
る
忠
三
郎
の
出
席
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
年
に
つ
い
て
は
、
三
月
一
六
日
の
月
並
寄
会
に
出
席

し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

④
店
々
の
勘
定
目
録
の
押
切
り
に
つ
い
て
は
、
三
月
一
二
日
に
紅
店
、
三
月
二
〇
日
に
は
上
之
店
、
四
月
一
九
日
に
は
勘
定
場
の
目
録
押
切

り
を
、
支
配
の
手
代
と
と
も
に
勤
め
て
い
る
。

⑤
江
戸
・
大
坂
店
の
手
代
が
上
京
し
て
き
た
際
の
応
接
の
仕
事
と
し
て
は
、
三
月
二
九
日
は
大
坂
本
店
の
坂
部
半
右
衛
門
（
元
方
掛
名
代
）、

四
月
二
一
日
に
は
江
戸
向
店
の
瀧
鼻
弥
次
郎
（
通
勤
支
配
）
を
三
井
家
同
族
宅
な
ど
に
案
内
し
て
い
る
。

⑥
忠
三
郎
に
よ
る
寺
社
の
参
詣
は
、
こ
の
年
の
「
名
代
言
送
帳
」
に
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。

⑦
法
事
・
葬
儀
等
の
仏
参
も
、
こ
の

年
の
「
名
代
言
送
帳
」
に
は
見
ら
れ

な
い
。
後
見
の
時
期
の
仏
参
を
ま
と

め
た
の
が
第
５
表
で
あ
る
。

﹇
報
酬
そ
の
他
﹈
前
述
し
た
よ
う
に
、

後
見
格
通
勤
に
昇
進
し
た
こ
と
に
伴

い
、
望
性
銀
と
し
て
銀
二
三
貫
目
が

申
し
渡
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
支
配
退

役
の
望
性
銀
と
し
て
は
最
高
レ
ベ
ル

と
い
え
る
額
で
あ
る
。
忠
三
郎
に
対

す
る
高
い
評
価
の
あ
ら
わ
れ
と
言
え

年 月 担 当 職階

天

保

７

年

１月 内月番

後

見

格

２月 ―

３月 月 番

４月 ―

５月 外 用

６月 勤 番

７月 勤 番

８月 勤 番

９月 勤 番

10月 勤 番

11月 勤 番

12月 勤 番

天

保

８

年

１月 勤 番

後

見

２月 勤 番

３月 勤 番

４月 月 番

５月 外 用

６月 ―

７月 月 番

８月 ―

９月 ―

10月 ―

11月 外 用

12月 ―

１月 月 番

年 月 担 当 職階

天

保

９

年

２月 ―

後

見

３月 外 用

４月 月 番

閏４月 ―

５月 外 用

６月 月 番

７月 ―

８月 外 用

９月 月 番

10月 外 用

11月 ―

12月 月 番

天

保

10

年

１月 外 用

２月 ―

３月 月 番

４月 外 用

５月 ―

６月 月 番

７月 外 用

８月 月 番

９月 外 用

10月 月 番

11月 ―

12月 ―

１月 月 番

出所)「名代言送帳」(三井文庫所蔵史料 別1773，1774)。

注) 担当欄の「－」は当番勤務にあたっていないことを示

す。

第２表 市川忠三郎の当番勤務 (後見期)
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年 月 日 担当部署 職階

嘉永３年 １月４日 西陣方

元
方
掛
名
代

７月17日 ―

嘉永４年 １月４日 西陣方

７月17日 西陣方

嘉永５年 １月４日 西陣方

７月17日 絹加賀方

加

判

名

代

嘉永６年 １月４日 西陣方

７月17日 西陣方

安政元年 １月４日 ―

７月17日 唐物方

安政２年 １月４日 絹方

７月17日 絹方

安政３年 １月４日 唐物方，絹方

７月17日 絹方

元

〆

安政４年 １月４日 絹方

７月17日 唐物方

安政５年 １月４日 唐物方

７月17日 唐物方

安政６年 １月４日 ―

７月17日 唐物方

万延元年 １月４日 唐物方

７月17日 唐物方

文久元年 １月４日 唐物方

７月17日 唐物方

文久２年 １月４日 唐物方

７月17日 唐物方

文久３年 １月４日 ―

７月17日 ―

年 月 日 担当部署 職階

天保７年 １月４日 誂方

後

見

７月17日 ―

天保８年 １月４日 ―

７月17日 染物方

天保９年 １月４日 西陣方

７月17日 染物方

天保10年 １月４日 染物方

７月17日 西陣方

天保11年 １月４日 染方

７月17日 染物方

名

代

天保12年 １月４日 染物方

７月17日 西陣方

天保13年 １月４日 染物方

７月17日 染物方

天保14年 １月４日 染物方

７月17日 西陣方

勘

定

名

代

弘化元年 １月４日 西陣方

７月17日 染方

弘化２年 １月４日 ―

７月17日 西陣方

弘化３年 １月４日 染方

７月17日 西陣方

弘化４年 １月４日 染方

７月17日 西陣方

嘉永元年 １月４日 ― 元
方
掛
名
代

７月17日 染物方

嘉永２年 １月４日 絹方

７月17日 絹加賀方

出所)「名代言送帳」(三井文庫所蔵史料 別1773～1780)。

注) 担当部署欄の「－」は店卸しにおいて部署の担当がないことを示す。

第３表 店卸における市川忠三郎の担当部署 (天保７年～文久３年)
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よ
う
。
な
お
こ
の
銀
二
三
貫
目
は
、
現
銀
で
与
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
後
述
す
る
よ
う
に
店
へ
の
預
け
銀
と
し
て
「
通
勤
元
手
銀
預
控
」

に
載
せ
ら
れ
る
。

「
内
永
書
」
に
は
、
忠
三
郎
が
後
見
格
通
勤
に
昇
進
し
た
際
に
申
し
渡
さ
れ
た
「
申
渡
之
覚
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（
史
料
３
①
）。
こ
れ

に
よ
る
と
、
忠
三
郎
に
は
、
一
カ
年
の
役
料
と
し
て
、
銀
三
貫
五
〇
〇
目
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
申
渡
覚
」
に
は
こ
の
ほ
か
に
、
望
性
銀
等
を
店
へ
預
け
た
場
合
、
そ
れ
に
対
し
て
利
息
が
つ
く
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
預
り
銀
高
三

〇
貫
目
を
上
限
と
し
て
、
利
息
は
月
に

朱
（
〇
・

パ
ー
セ
ン
ト
）
で
あ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
措
置
の
理
由
を
説
明
し
た
「
無

商
売
ニ
而
勤
仕
申
渡
候
故
」
と
い
う
文
言
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
預
銀
に
対
す
る
利
息
は
、
自
分
商
売
を
し
な
い
で
店
の
仕
事
に
専
念
す
る
こ

と
の
代
償
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
期
の
別
宅
手
代
は
、
自
分
商
売
を
せ
ず
に
店
に
勤
務

す
る
こ
と
が
建
前
と
な
っ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

実
際
に
ど
れ
だ
け
支
給
さ
れ
て
い
た
か
に
関
し
て
は
、
住
み
込
み
手
代
の
時
期
は
「
役
料
小
遣
控５

）
」
に
よ
っ
て
判
明
す
る
が
、
別
宅
手
代

の
場
合
は
「
忠
銀
内
建
帳６

）
」
に
実
際
の
役
料
支
給
額
が
記
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
一
番
か
ら
六
番
ま
で
作
成
さ
れ

た
「
忠
銀
内
建
帳
」
の
う
ち
、
天
保
七
年
か
ら
文
久
元
年
ま

で
を
記
録
範
囲
と
す
る
「
五
番
」
は
現
存
し
て
い
な
い
。
こ

の
た
め
、
こ
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
支
給
さ
れ
た
銀

額
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ち
な
み
に
、
第
６
表
に
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
の
時

点
で
の
、
後
見
格
か
ら
元
〆
ま
で
の
別
宅
手
代
に
支
給
さ
れ

第４表 市川忠三郎の元方寄会

等出席 (後見期)

年 月 日 内 容

天
保
７

３月16日 元方月並御寄会
後
見
格

天
保
８

８月16日 元方月並御寄会

後

見

天

保

９

２月８日 元方内寄会

３月16日 元方月並寄会

閏４月16日 元方寄会

６月26日 元方御寄会

８月16日 元方月並御寄会

９月16日 元方月並御寄会

12月16日 元方月並御寄会

天

保

10

１月26日 月並元方御寄会

５月16日 元方月並御寄会

７月26日 元方月並御寄会

８月８日 元方月並御寄会

２月８日 元方内寄会

出所)「名代言送帳」(三井文庫所蔵史料

別1773，1774)。
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る
役
料
（
銀
額
と
出
所
）
に
関
す
る
規
定

を
示
し
た
。
忠
三
郎
が
「
申
渡
之
覚
」

（
史
料
３
①
）
で
示
さ
れ
た
役
料
の
額
は
、

寛
政
二
年
の
後
見
格
の
役
料
と
同
額
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
第
７
表

は
、
天
保
年
間
に
お
い
て
「
忠
銀
内
建

帳
」
か
ら
役
料
支
給
額
が
わ
か
る
最
後
の

年
次
で
あ
る
天
保
六
年
（
一

三
五
）
の

時
点
で
の
、
京
本
店
別
宅
手
代
に
対
す
る

役
料
の
支
給
額
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
６
表
と
比

す
る
と
、
後
見
・
名
代
・

勘
定
名
代
に
つ
い
て
は
一
致
す
る
が
、
元

方
掛
名
代
に
つ
い
て
は
、
天
保
六
年
の
役

料
の
額
は
寛
政
二
年
よ
り
五
パ
ー
セ
ン
ト

減
額
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
手
代
が
店
へ
預
け
て
い
る
預
銀

の
額
に
つ
い
て
は
、
住
み
込
み
手
代
の
時

期
は
「
役
料
小
遣
差
引
貸
預
留７

）
」
に
記
載

年 月 日 内 容

天

保

10

年

６月13日 宗湛・尽七日

９月６日 寿禅(新⑥室)・三回忌

10月17日 泉常右衛門(元〆退

役)・葬式

２月４日 中野勝助(両替店元〆

格)総領勝三郎・葬式

３月18日 勢州宗幹(松⑤)

４月13日 寿庭(室⑦室)・三十三

回忌

５月13日 宗粛(永⑤)・法事

５月24日 寿源(伊④室)・灰葬

６月６日 寿源・三七日

６月18日 寿源・月忌╱宗印(新

①)・祥月

７月７日 寿源・尽七日

７月19日 五十川清太郎(京両替

店元〆跡)・葬式

11月８日 霊妙成童子(小⑥男)葬

礼供

12月６日 宗節(北⑥)・一周忌╱

成蓮(小⑥男)・六七日

╱宗養(永④)・二七日

年 月 日 内 容

天

保

８

年

４月９日 乾(元〆)後家・葬式

４月13日 宗本(室⑦)・二十七回

忌

９月６日 宗刹(永②)，寿禅(新

⑥室)仏参

10月17日 松野市郎兵衛(元〆退

役)・葬式

12月７日 浅井浄意(元方掛名代

退役)・葬式

12月18日 妙心・三七日

天

保

９

年

１月19日 宗節(北⑥)・葬式

１月21日 宗節・初七日

１月23日 宗節・三七日

２月３日 宗節・月忌

２月８日 宗節・五七日

３月18日 寿印(永②室)・百回忌

閏４月26日 宗湛(小⑤)・密葬

閏４月29日 宗湛・灰葬

５月６日 宗寿(北①)・祥月╱白

瀬道意(加判名代格退

役)・中陰

５月15日 宗湛・三七日

５月24日 宗湛・初月忌

出所)「名代言送帳」(三井文庫所蔵史料 別1773，1774)。

注) 北＝北家，伊＝伊皿子家(六角家)，新＝新町家，室＝室町家(竹屋町家)，南＝南家，

小＝小石川家(出水家)，松＝松坂家(松坂南家)，永＝永坂町家(松坂北家)，小野＝

小野田家(小川家)，家＝家原家，長＝長井家。丸数字は代数を示す。

第５表 市川忠三郎の仏参 (後見期)

112



さ
れ
て
い
た
が
、
別
宅
手
代
に
な
る
と

「
通
勤
元
手
銀
預
控８

）
」
と
い
う
帳
簿
に

記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
「
通

勤
元
手
銀
預
控
」
に
お
け
る
忠
三
郎
の

分
の
記
載
を
ま
と
め
た
も
の
が
、
第
８

表
で
あ
る
。
最
初
の
期
首
（
天
保
七
年

春
季
）
の
額
が
二
四
貫
七

九
匁
四
分

九
厘
で
、
こ
れ
は
忠
三
郎
が
得
た
望
性

銀
の
額
（
銀
二
三
貫
目
）
に
お
お
む
ね

相
当
す
る
。
ま
た
こ
れ
か
ら
、
春
季
の

「
渡
」
高
と
し
て
、
銀
四
貫

四
六
匁

分
九
厘
が
差
し
引
か
れ
て
い
る
が
、

こ
の
銀
額
の
中
に
は
「
役
料
小
遣
差
引

貸
預
留
」
に
記
さ
れ
た
忠
三
郎
の
過
上

貸
し
（
店
に
対
す
る
負
債
）
の
最
終
累

計
額
で
あ
る
銀
三
貫

三
五
匁
五
分
六

厘
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

第６表 別宅手代の役料規程 (寛政２年)

職 階 １ヵ年分役料 出 所

大元〆(京) 銀12貫目 元方出し

大元〆(江戸・大坂) 10貫目 元方出し

元 〆 ９貫目 元方出し

加判名代 ７貫800匁 元方出し ３貫300匁

店出し ４貫500匁

元方掛名代 ７貫200匁 元方出し ２貫700匁

店出し ４貫500匁

勘定名代 ５貫250匁 店出し

名 代 ４貫500匁 店出し

後 見 ３貫750匁 店出し

後見格 ３貫500匁 店出し

出所)「店々名目役替申渡覚控」(三井文庫所蔵史料 続1175)。

第７表 京本店別宅手代の役料 (天保６年秋季)

職 階 名 前 a大元方出し b店出し １年分：(a＋b)×２

元方掛名代 白瀬新右衛門 銀１貫282匁５分 ２貫137匁５分 ６貫840匁

勘定名代 松山喜十郎 ― ２貫625匁 ５貫250匁

名 代 中塚徳次郎 ― ２貫250匁 ４貫500匁

後 見 山下甚蔵 ― １貫875匁 ３貫750匁

後 見 中井茂兵衛 ― １貫875匁 ３貫750匁

出所)「大元方勘定目録」(三井文庫所蔵史料 続3094)，「忠銀内建帳」(三井文庫所蔵史料 本

1978)。
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天
保

酉
年
（
一

三
七
）
四
一
歳
・
二

年
目

﹇
席
次
﹈

一
月
の
時
点
で
の
店
内
席
次
は
五
番
目
。
一
月
に
山
下
甚
蔵
（
名
代
）
が
病
死
し
た
た
め
、
ひ
と
つ
繰
り
上
が
っ
た
。
さ
ら
に
一

一
月
に
は
白
瀬
新
右
衛
門
（
加
判
名
代
格
）
の
退
職
に
よ
り
四
番
目
と
な
る
。

﹇
名
代
言
送
帳
﹈

こ
の
年
、
三
井
越
後
屋
は
、
二
月
に
大
塩
の
乱
が
あ
り
、
大
坂
本
店
が
全
焼
す
る
と
い
う
災
厄
に
見
舞
わ
れ
た
。

月
に

は
、
北
三
井
家

代
高
福
が

郎
右
衛
門
を
襲
名
し
て
い
る
。

忠
三
郎
に
関
し
て
特
筆
す
べ
き
は
、
一
月
に
後
見
へ
昇
進
し
た
こ
と
と
、
九
月
に
本
店
か
ら
の
引
越
し
が
実
現
し
た
こ
と
で
あ
る
。

後
見
格
か
ら
後
見
へ
の
昇
進
に
つ
い
て
は
、
忠
三
郎
は
勤
番
で
江
戸
滞
在
中
で
あ
る
た
め
、
一
月
一
一
日
の
晩
、
江
戸
本
店
の
寄
会
に
お

い
て
、
勤
番
の
三
井
家
同
族
出
席
の
も
と
で
申
し
渡
さ
れ
た
。

三
月
七
日
、
勤
番
を
無
事
終
え
た
忠
三
郎
は
江
戸
を
出
立
し
、
二
一
日
に
京
都
に
帰
着
し
た
。
そ
の
日
は
、
京
本
店
の
役
頭
た
ち
が
、
重

組
・
酒
を
持
参
し
て
、
蹴
上
ま
で
出
迎
に
来
た
。
四
月
三
日
に
は
、
江
戸
勤
番
の
役
目
を
終
え
て
の
報
告
が
、
京
本
店
の
目
録
場
で
な
さ
れ

第
８
表

市
川
忠
三
郎
の
通
勤
元
手
銀
預
り
額

(天
保
７
年
春
季
～
同
９
年
秋
季
)

年
季

期
首

利
息

(半
年
利
率
)

預
り

割
銀
預
り

渡
し

合
計

天
保
７
年
春
季

24貫
789匁

44
１
貫
289匁

05
(5.2％

)
４
貫
846匁

89
21貫

231匁
６

同
秋
季

21貫
231匁

６
934匁

19
(4.4％

)
384匁

72
22貫

550匁
51

天
保
８
年
春
季

22貫
550匁

51
１
貫
172匁

63
(5.2％

)
５
貫
143匁

55
18貫

579匁
59

同
秋
季

18貫
579匁

59
817匁

51
(4.4％

)
１
貫
849匁

61
17貫

547匁
49

天
保
９
年
春
季

17貫
547匁

49
１
貫
052匁

85
(6.0％

)
96匁

23
18貫

504匁
11

同
秋
季

18貫
504匁

11
814匁

18
(4.4％

)
296匁

98
４
貫
085匁

(巳
午
未
)

23貫
700匁

27

出
所
)
「
通
勤
元
手
銀
預
控

十
二
」
(三

井
文
庫
所
蔵
史
料

本
1927)。
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て
い
る
。「
賄
方
永
代
帳
」
に
よ
る
と
、
帰
京
後
に
「
留
主
見
舞
」「
着
祝
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
生
肴
（
代
銀
一
〇
匁
位
）
が
送
ら
れ
て

い
る９

）
。

「
永
書
」
に
よ
る
と
、
帰
京
し
た
忠
三
郎
は
、
九
月
二
六
日
に
、
京
本
店
か
ら
引
越
し
て
い
る10

）
。
住
ま
い
は
、
衣
棚
竹
屋
町
上
ル
（
玉
植

町
）
に
あ
っ
た
糸
店
の
借
家
を
借
り
て
い
る11

）
。
そ
こ
か
ら
冷
泉
町
の
京
本
店
に
通
勤
す
る
こ
と
に
な
る
。
住
み
込
み
生
活
を
脱
し
、
名
実
と

も
に
別
宅
手
代
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
第
８
表
に
よ
る
と
、
忠
三
郎
は
、
店
へ
の
預
け
銀
か
ら
、
こ
の
年
の
春
季
に
、
銀
五
貫
目
余
を
引

き
出
し
て
い
る
。
引
越
と
関
係
す
る
出
費
か
も
し
れ
な
い
。

「
名
代
言
送
帳
」
の
一
一
月
一
三
日
の
記
事
に
は
、
忠
三
郎
と
清
水
覚
兵
衛
の
両
人
に
関
し
、「
幸
縁
」
が
あ
っ
て
「
内
婚
礼
」
が
整
っ
た

の
で
、
追
っ
て
弘
め
を
お
こ
な
う
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（
実
際
に
お
こ
な
わ
れ
た
の
は
天
保
一
〇
年
）。

そ
の
ほ
か
「
名
代
言
送
帳
」
に
見
ら
れ
る
忠
三
郎
の
仕
事
は
以
下
の
通
り
。

・
月
々
の
当
番
に
つ
い
て
は
、
四
月
・
七
月
に
月
番
、
五
月
・
一
一
月
に
外
用
を
勤
め
て
い
る
。

・
店
卸
し
に
つ
い
て
は
、
七
月
に
染
物
方
を
担
当
し
て
い
る
（
第
２
表
）。

・
元
方
寄
会
に
つ
い
て
は
、

月
一
六
日
と
一
二
月
一
六
日
の
二
度
出
席
し
て
い
る
（
第
４
表
）。

・
店
々
の
勘
定
目
録
の
押
切
り
は
、
九
月
一
四
日
に
上
之
店
に
つ
い
て
勤
め
て
い
る
。

・
上
京
し
て
き
た
江
戸
・
大
坂
店
の
手
代
へ
の
応
接
と
し
て
は
、
沢
木
新
四
郎
（
江
戸
本
店
後
見
）
が
江
戸
に
帰
る
に
際
し
、
四
月
一
九

日
・
二
〇
日
に
挨
拶
の
案
内
、
振
舞
の
相
伴
を
勤
め
て
い
る
。

・
寺
社
参
詣
に
つ
い
て
は
、

月
二
二
日
の
木
嶋
社
の
顕
名
霊
社
神
事
に
松
山
喜
十
郎
（
元
方
掛
名
代
）
な
ど
と
と
も
に
参
詣
し
て
い
る
。

・
法
事
・
葬
儀
等
の
仏
参
は
六
回
勤
め
て
い
る
。
三
井
家
同
族
に
関
す
る
も
の
が
三
度
、
重
役
手
代
関
係
が
三
度
で
あ
る
（
第
５
表
）。

﹇
報
酬
そ
の
他
﹈

第
６
表
、
第
７
表
に
よ
れ
ば
、
後
見
格
か
ら
後
見
へ
昇
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
カ
年
分
の
役
料
は
銀
三
貫
七
五
〇
目
に
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上
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
「
忠
銀
内
建
帳

六
番12

）
」
末
尾
に
記
さ
れ
た
「
別
宅
役
料
増
減
之
覚
」
に
よ
る
と
、
同
年
二
月
の
大
塩
平

郎

の
乱
に
よ
る
大
坂
本
店
焼
失
に
よ
り
、
元
〆
か
ら
勘
定
名
代
を
「
ウ
掛
」（
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）、
名
代
か
ら
通
勤
支
配
を
「
ウ
サ
掛
」（
九

五
パ
ー
セ
ン
ト
）
に
減
額
す
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
換
算
す
る
と
、
後
見
の
一
カ
年
の
役
料
は
、
銀
三
貫
五
六
二
匁
五
分

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

天
保
九
戌
年
（
一

三

）
四
二
歳
・
二
九
年
目

﹇
席
次
﹈

一
月
の
時
点
で
の
店
内
席
次
は
、
四
番
目
。

﹇
名
代
言
送
帳
﹈
「
名
代
言
送
帳
」
に
見
ら
れ
る
忠
三
郎
の
仕
事
は
以
下
の
通
り
。

・
月
々
の
当
番
に
つ
い
て
は
、
一
月
・
四
月
・
六
月
・
九
月
・
一
二
月
に
月
番
、
三
月
・
五
月
・

月
・
一
〇
月
に
外
用
を
勤
め
て
い
る

（
第
２
表
）。

・
店
卸
し
に
つ
い
て
は
、
一
月
に
は
西
陣
方
、
七
月
に
は
染
物
方
を
担
当
し
て
い
る
（
第
３
表
）。

・
元
方
寄
会
へ
の
出
席
は
、
回
数
が
増
え
、
六
回
を
数
え
た
（
第
４
表
）。

・
上
京
し
て
き
た
江
戸
・
大
坂
店
の
手
代
へ
の
応
接
と
し
て
は
、
四
月
一
六
日
か
ら
二
九
日
に
か
け
て
は
北
岡
文
兵
衛
（
江
戸
本
店
加
判
名

代
）、
池
田
藤
九
郎
（
大
坂
本
店
通
勤
支
配
）
の
案
内
・
相
伴
を
勤
め
て
い
る
。

・
寺
社
参
詣
に
つ
い
て
は
、
二
月
一
五
日
に
伏
見
稲
荷
へ
の
代
参
を
勤
め
、
三
月
二
五
日
に
成
願
寺
の
天
神
講
に
出
席
し
て
い
る
。

・
法
事
・
葬
儀
等
の
仏
参
は
、
一
四
回
勤
め
て
い
る
（
第
５
表
）。

﹇
報
酬
そ
の
他
﹈
「
内
永
書
」
に
よ
る
と
、

月
に
、
中
塚
徳
次
郎
（
勘
定
名
代
）、
中
井
茂
兵
衛
（
名
代
）
と
と
も
に
「
太
儀
料
」
を
遣
わ

さ
れ
て
い
る
。
松
山
喜
十
郎
（
加
判
名
代
）
が
、
和
歌
山
表
御
用
向
で
、
五
月
か
ら
紀
州
に
逗
留
し
て
留
守
で
あ
る
中
、
盆
前
の
初
荷
下
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し
・
仕
舞
方
が
工
面
よ
く
で
き
た
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
忠
三
郎
に
は
銀
七
枚
が
与
え
ら
れ
た
（
史
料
３
①
）。

こ
の
年
の
秋
季
の
「
大
元
方
勘
定
目
録
」
の
払
方
の
部
の
、
元
〆
名
代
役
料
の
項
に
よ
る
と
、
忠
三
郎
に
対
し
て
「
紀
印
方
」
の
「
役
料

半
季
分
」
と
し
て
銀
四
三
五
匁
四
分
五
厘
が
支
払
わ
れ
て
い
る13

）
。「
紀
印
方
」
と
は
、
紀
州
藩
調
達
講
な
ど
に
関
す
る
紀
州
藩
と
の
パ
イ
プ

役
と
み
ら
れ
る
。
忠
三
郎
は
、
こ
の
あ
と
嘉
永
六
年
（
一

五
三
）
ま
で
、
一
六
年
に
わ
た
り
「
紀
印
方
」
を
勤
め
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
「
通
勤
元
手
銀
預
控
」
に
よ
る
と
、
こ
の
年
秋
季
に
は
、
巳
午
未
（
天
保
四
・
五
・
六
年
）
の
三
年
勘
定
の
割
銀
と
し
て
銀
四
貫
〇

五
匁
が
預
銀
に
繰
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
（
第
８
表
）。
忠
三
郎
が
店
に
預
け
た
預
銀
の
額
が
わ
か
る
の
は
こ
の
年
ま
で
で
、
以
後
は
安
政

五
年
秋
季
に
な
る
ま
で
明
ら
か
に
で
き
な
い
。

天
保
一
〇
亥
年
（
一

三
九
）
四
三
歳
・
三
〇
年
目

﹇
席
次
﹈

一
月
の
時
点
で
の
店
内
席
次
は
、
四
番
目
。

﹇
名
代
言
送
帳
﹈

こ
の
年
の
忠
三
郎
に
つ
い
て
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
九
月
一
九
日
に
宿
入
り
婚
礼
の
弘
め
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
以

前
（
天
保

年
一
一
月
一
三
日
）
に
、
内
婚
礼
の
弘
め
を
行
う
旨
の
記
事
が
記
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
二
年
近
く
が
経
過
し
て
い
る
。
弘

め
は
当
初
一

・
一
九
日
の
予
定
だ
っ
た
が
、
忠
三
郎
が
風
邪
で
発
熱
し
た
た
め
延
引
と
な
っ
た
こ
と
が
「
名
代
言
送
帳
」
に
記
さ
れ
て
い

る
。「
賄
方
永
代
帳
」
に
は
、
京
本
店
か
ら
の
祝
儀
の
ほ
か
、
支
配
以
下
の
名
目
役
、
別
宅
手
代
中
、
江
戸
本
店
、
大
坂
本
店
、
江
戸
向
店
、

江
戸
芝
口
店
、
三
井
同
族
の
「
奥
様
方
」、
別
宅
手
代
中
の
妻
た
ち
か
ら
も
祝
儀
が
送
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る14

）
。
な
お
忠
三
郎
の
妻

の
出
自
・
年
齢
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
説
明
の
記
載
が
な
い
。

そ
の
ほ
か
「
名
代
言
送
帳
」
に
見
ら
れ
る
忠
三
郎
の
仕
事
は
以
下
の
通
り
。

・
紀
州
藩
関
係
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
和
歌
山
表
御
用
向
で
、
三
度
、
和
歌
山
に
下
っ
て
い
る
（
一
月
九
日
〜
二
一
日
、
二
月

日
〜
二
二
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日
、
三
月
二
二
日
〜
二
九
日
）。

・
月
々
の
当
番
に
つ
い
て
は
、
三
月
・
六
月
・
九
月
・
一
〇
月
に
月
番
、
一
月
・
四
月
・
七
月
・
九
月
に
外
用
を
勤
め
て
い
る
。

・
店
卸
し
に
つ
い
て
は
、
一
月
に
は
染
物
方
、
七
月
に
は
西
陣
方
を
担
当
し
て
い
る
（
第
３
表
）。

・
元
方
寄
会
へ
は
、
四
回
出
席
し
て
い
る
（
第
４
表
）。

・
店
々
の
目
録
の
押
切
り
は
、
三
月
七
日
に
紅
店
、
三
月
一
〇
日
に
は
上
之
店
、
四
月
一
一
日
に
は
勘
定
場
に
つ
い
て
、
支
配
役
の
手
代
と

と
も
に
勤
め
て
い
る
。

・
法
事
・
葬
儀
等
の
仏
参
は
、
一
一
回
勤
め
て
い
る
（
第
５
表
）。

﹇
報
酬
そ
の
他
﹈
「
内
永
書
」
に
よ
る
と
、

月
に
、
中
井
茂
兵
衛
（
名
代
）
と
と
も
に
「
太
儀
料
」
を
下
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
中
塚
徳

次
郎
が
江
戸
向
店
勤
番
で
留
守
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
盆
前
の
初
荷
下
し
・
仕
舞
方
を
工
面
よ
く
行
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
よ
る
。

忠
三
郎
の
分
は
銀
七
枚
で
あ
る
（
史
料
３
①
）。

こ
の
年
に
は
、
申
酉
戌
（
天
保
七
・

・
九
年
）
の
三
年
勘
定
の
割
銀
と
し
て
、
別
合
力
等
を
あ
わ
せ
て
銀

貫
〇
九
〇
匁
が
申
し
渡
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
が
「
通
勤
元
手
銀
預
控
」
に
繰
り
入
れ
ら
れ
る
の
は
二
年
後
で
あ
る
。
第
９
表
は
「
店
々
名
目
役
割
銀
控
」
か
ら
、
忠
三

郎
の
割
銀
取
得
額
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

秋
季
の
「
大
元
方
勘
定
目
録
」
に
は
「
紀
印
方
役
料
」
の
記
載
は
見
ら
れ
な
い
が
、
忠
三
郎
に
対
し
て
「
若
山
下
り
太
儀
料
三
度
分
」
と

し
て
銀
一
二
九
匁
が
記
さ
れ
て
い
る15

）
。

１
）
「
店
々
人
数
控
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
一
〇
九
六
）。

２
）
「
手
代
元
手
申
渡
控
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

別
一
六
五
一
）。
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第９表 市川忠三郎の割銀取得額 (天保10年～慶応２年)

年 季 内 訳 銀 額 合計銀額 職 階

天保10亥年春 申酉戌割銀高 ５貫070匁 後見

(1839) 別合力 520匁 ８貫090匁

別増，御手箪笥 ２貫500匁 (寅春付出ス)

天保13寅年春 亥子丑割銀高 ６貫533匁 ９貫033匁 名代

(1842) 別増，御手箪笥 ２貫500匁 (巳春付出ス)

弘化２巳年春 寅卯辰割銀高 ５貫084匁 ７貫584匁 勘定名代

(1845) 別増，御手箪笥 ２貫500匁 (申春付出ス)

嘉永元申年春 巳午未割銀高 ６貫625匁 ７貫875匁 元方掛名代

(1848) 別増，御手箪笥 １貫250匁 (亥春付出ス)

嘉永４亥年春 申酉戌割銀高 ５貫500匁 ８貫500匁 元方掛名代

(1851) 別増，御手箪笥 ３貫目 (寅春付出ス)

嘉永７寅年春 亥子丑割銀高 ６貫270匁 10貫270匁 加判名代

(1853) 別増，御手箪笥 ４貫目 (巳春付出ス)

安政４巳年春 寅卯辰御祝儀 11貫879匁 16貫879匁 元〆

(1857) 別増，御手箪笥 ５貫目 (申春付出ス)

万延元申年春 巳午未御祝儀 18貫414匁 23貫414匁 元〆

(1860) 別増，御手箪笥 ５貫目 (亥春付出ス)

文久３亥年春 申酉戌御祝儀 23貫994匁 28貫994匁 元〆

(1863) 別増，御手箪笥 ５貫目 (寅春付出ス)

慶応２寅年春 亥子丑御祝儀 19貫064匁 22貫064匁

(1866) 別増，御手箪笥 ３貫目 (巳春付出ス)

出所)「店々名目役割銀控」(三井文庫所蔵史料 本1931)。
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３
）
『
三
井
事
業
史

本
篇
一
』（
一
九

〇
年
）
五
三
三
・
五
三
四
ペ
ー
ジ
。

４
）
「
賄
方
永
代
帳
」
天
保
七
年
五
月
一
〇
日
の
記
事
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
一
五
六
〇
甲
）。

５
）
「
役
料
小
遣
控
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
一
七

〇
）。

６
）
「
忠
銀
内
建
帳
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
一
九
七
七
〜
一
九
七
九
）。

７
）
「
役
料
小
遣
差
引
貸
預
留
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
一
五
三
五
）。

８
）
「
通
勤
元
手
銀
預
控
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
一
七
七
〇
、
本
一
九
二
〇
〜
一
九
二

）。

９
）
「
賄
方
永
代
帳
」
天
保

年
三
月
二
二
日
の
記
事
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
一
六
五
〇
甲
）。

10
）
「
永
書
」
天
保

年
九
月
二
六
日
の
記
事
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
一
三
五
乙
）。

11
）
「
永
書
」
天
保

年
三
月
二
一
日
の
記
事
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
一
三
五
甲
）、「
諸
方
廻
文
控

三
番
」
の
同
年
三
月
二
二
日
の
記
事

（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

別
四
六
三
）
を
参
照
。

12
）
「
忠
銀
内
建
帳

六
番
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
一
九
七
九
）。

13
）
「
大
元
方
勘
定
目
録
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
三
一
〇
一
）。

14
）
「
賄
方
永
代
帳
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
一
五
六
〇
甲
）
天
保
一
〇
年
九
月
の
記
事
。

15
）
「
大
元
方
勘
定
目
録
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
三
一
〇
三
）。

二

名
代
期
（
四
四
歳
〜
四
六
歳
）

天
保
一
一
子
（
一

四
〇
）
四
四
歳
・
三
一
年
目

﹇
席
次
﹈

天
保
一
一
年
（
一

四
〇
）
か
ら
弘
化
三
年
（
一

四
六
）
に
か
け
て
の
期
間
は
「
店
々
人
数
帳
」
が
現
存
し
て
い
な
い
。
も
っ
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と
も
、
こ
の
間
の
忠
三
郎
の
序
列
は
、
四
位
の
ま
ま
で
変
化
が
な
い
。

﹇
名
代
言
送
帳
﹈

こ
の
年
の
特
筆
す
べ
き
事
柄
は
、
二
月
に
、
名
代
に
昇
進
し
た
こ
と
で
あ
る
。

二
月
一
六
日
に
開
か
れ
た
元
方
月
並
寄
会
に
お
い
て
、
忠
三
郎
に
対
し
、
名
代
役
へ
の
昇
進
が
申
し
渡
さ
れ
た
。
二
月
一
九
日
に
は
、
新

た
に
昇
進
し
た
柴
田
勘
助
（
大
坂
本
店
元
〆
格
）、
中
塚
徳
次
郎
（
元
方
掛
名
代
）
と
と
も
に
、
北
三
井
家
に
招
か
れ
、
酒
を
振
る
舞
わ
れ

て
い
る
。

「
名
代
言
送
帳
」
に
あ
ら
わ
れ
る
、
後
見
の
時
期
か
ら
引
き
続
く
仕
事
と
し
て
は
、
①
紀
州
藩
関
係
（
紀
印
方
）
の
業
務
、
②
月
番
・
外

用
な
ど
の
月
ご
と
の
当
番
、
③
半
年
ご
と
の
店
卸
し
、
④
元
方
寄
会
へ
の
出
席
、
⑤
店
々
の
勘
定
目
録
の
押
切
り
、
⑥
江
戸
・
大
坂
店
の
別

宅
手
代
の
接
待
、
⑦
寺
社
参
詣
、
⑧
法
事
・
葬
儀
等
の
仏
参
が
あ
る
。

①
紀
州
藩
関
係
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
和
歌
山
表
御
用
向
の
た
め
、
五
月

日
か
ら
二
三
日
ま
で
、
新

（
北
三
井
家
七
代
高
就
）、

郎

兵
衛
（
新
町
三
井
家
六
代
高
満
）、

郎
右
衛
門
（
北
三
井
家

代
高
福
）
に
同
行
し
て
大
坂
に
下
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
一
〇
月
五
日
か

ら
二
七
日
ま
で
大
坂
に
下
っ
て
い
る
。
い
る
。
ま
た
四
月
一

日
に
は
、
入
国
す
る
紀
州
藩
主
（
徳
川
治
宝
）
を
大
津
ま
で
出
迎
え
る
役

目
を
勤
め
て
い
る
。

②
月
々
の
当
番
に
つ
い
て
は
、
一
月
・
四
月
・
七
月
・
一
〇
月
に
月
番
、
二
月
・
五
月
・
七
月
・
一
一
月
に
外
用
を
勤
め
て
い
る
（
第
10

表
）。

③
店
卸
し
に
つ
い
て
は
、
一
月
・
七
月
と
も
染
方
（
染
物
方
）
を
担
当
し
て
い
る
（
第
３
表
）。

④
元
方
寄
会
の
出
席
に
つ
い
て
は
、
四
回
を
数
え
る
（
第
11
表
）。

⑤
店
々
の
勘
定
目
録
の
押
切
り
に
つ
い
て
は
、
九
月
二
一
日
に
上
之
店
、
二
三
日
に
紅
店
、
二

日
に
は
勘
定
場
に
つ
い
て
、
支
配
役
の
手

代
と
と
も
に
勤
め
て
い
る
。
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⑥
上
京
し
て
き
た
江
戸
・
大
坂
店
の
別
宅
手
代
へ
の
応
接
、
⑥
寺
社
参

詣
に
つ
い
て
は
、
こ
の
年
は
記
事
が
み
ら
れ
な
い
。

⑦
法
事
・
葬
儀
等
の
仏
参
は
、
五
回
勤
め
て
い
る
（
第
12
表
）。

﹇
報
酬
そ
の
他
﹈

第
６
表
に
よ
れ
ば
、
名
代
に
昇
進
し
た
こ
と
に
よ
り
、

一
カ
年
分
の
役
料
は
、
銀
四
貫
五
〇
〇
目
に
上
昇
し
た
こ
と
に
な
る
。

「
別
宅
役
料
増
減
之
覚１

）
」
に
よ
る
と
、
天
保
九
年
の
江
戸
駿
河
町
店
々

類
焼
の
た
め
、
同
年
春
よ
り
、
元
〆
か
ら
元
方
掛
名
代
ま
で
を
「
チ

掛
」（

〇
パ
ー
セ
ン
ト
）、
勘
定
名
代
以
下
を
「
ウ
掛
」（
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）
に
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
換
算
す
る
と
、
名
代
の
役

料
は
一
カ
年
銀
四
貫
〇
五
〇
匁
に
な
る
。

秋
季
の
「
大
元
方
勘
定
目
録
」
に
は
「
紀
印
方
役
料
」
と
し
て
銀
二
七
〇
匁

分
、「
若
山
下
り
太
儀
料
三
度
分
」
と
し
て
銀
一
二
九
匁

が
記
さ
れ
て
い
る２

）
。

月 担 当 職階

天

保

11

年

２月 外 用

名

代

３月 ―

４月 月 番

５月 外 用

６月 ―

７月 月 番

８月 外 用

９月 ―

10月 月 番

11月 外 用

12月 ―

天

保

12

年

１月 月 番

閏１月 外 用

２月 ―

３月 月 番

４月 外 用

５月 ―

６月 月 番

７月 外 用

８月 ―

９月 ―

10月 月 番

11月 外 用

12月 ―

天

保

13

年

１月 月 番

２月 外 用

３月 ―

４月 月 番

５月 ―

６月 外 用

７月 月 番

８月 ―

９月 勤 番

10月 勤 番

11月 勤 番

12月 勤 番

１月 勤 番

２月 勤 番

出所)「名代言送帳」(三井

文庫所蔵史料 別

1774～1776)。

第10表 市川忠三郎の

当番勤務 (名代期)

第11表 市川忠三郎の元

方寄会等出席

(名代期)

年 月 日 内 容

天
保
11
年

７月26日 元方月並御寄会

９月５日 元方臨時御寄会

９月16日 元方月並御寄会

12月16日 元方月並御寄会

天
保
12
年

２月８日 元方内寄会

２月16日 元方御寄会

７月26日 元方月並御寄会

８月８日 元方内寄会

12月16日 元方御寄会

天
保
13
年

２月16日 月並元方御寄会

３月16日 月並元方御寄会

７月９日 臨時被仰渡

８月８日 元方内寄会

出所)「名代言送帳」(三井文庫

所蔵史料 別1774～1776)。
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天
保
一
二
丑
年
（
一

四
一
）
四
五
歳
・
三
二
年
目

﹇
名
代
言
送
帳
﹈

こ
の
年
の
特
記
事
項
と
し
て
は
、
一
月
二
日
に
、
忠
三
郎
の
妻
（
お
よ
し
）
が
女
子
を
出
産
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

忠
三
郎
夫
妻
に
と
っ
て
の
第
一
子
で
あ
る
。
京
本
店
か
ら
支
配
役
の
手
代
一
人
が
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
て
い
る
。「
賄
方
永
代
帳
」
に
は
、

店
お
よ
び
重
役
手
代
か
ら
の
祝
儀
が
記
さ
れ
て
い
る３

）
。

そ
の
ほ
か
「
名
代
言
送
帳
」
に
見
ら
れ
る
忠
三
郎
の
仕
事
は
以
下
の
通
り
。

・
月
々
の
当
番
に
つ
い
て
は
、
一
月
・
三
月
・
六
月
・
一
〇
月
に
月
番
、
閏
一
月
・
四
月
・
七
月
・
一
一
月
に
外
用
を
勤
め
て
い
る
（
第
10

表
）。

・
店
卸
し
に
つ
い
て
は
、
一
月
に
染
物
方
、
七
月
に
は
西
陣
方
を
担
当
し
て
い
る
（
第
３
表
）。

・
元
方
寄
会
に
は
五
回
出
席
し
て
い
る
（
第
11
表
）。

・
上
京
し
て
き
た
江
戸
・
大
坂
店
の
別
宅
手
代
へ
の
応
接
と
し
て
は
、

一
〇
月
五
日
か
ら
一
七
日
に
か
け
て
瀧
鼻
弥
次
郎
（
江
戸
向
店
名

代
）
の
案
内
、
相
伴
を
勤
め
て
い
る
。

・
法
事
・
葬
儀
等
の
仏
参
は
、
六
回
勤
め
て
い
る
（
第
12
表
）。

﹇
報
酬
そ
の
他
﹈

秋
季
の
「
大
元
方
勘
定
目
録
」
に
「
紀
印
方
役
料
」

と
し
て
銀
四
〇

匁
五
分
が
記
さ
れ
て
い
る４

）
。

天
保
一
三
寅
年
（
一

四
二
）
四
六
歳
・
三
三
年
目

﹇
名
代
言
送
帳
﹈

こ
の
年
の
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、

月
に
、
二
回
目

年 月 日 内 容

天

保

11

年

３月24日 幻芳童女(北⑧女)・二七日

４月11日 幻芳童女・初月忌

９月７日 宗冏(長③)・出棺密葬

９月11日 宗冏・葬礼

９月14日 中西知禅(４代宗助室)・葬式

天

保

12

年

２月15日 寿成(小⑥室)・二七日

３月１日 寿成・初月忌

３月14日 寿成・六七日

４月10日 寿格(永⑤室)・四七日

５月18日 寿源(伊④室)・三回忌

10月６日 宗輝(新⑤)・十三回忌

天
保
13
年

３月６日 寿格(永⑤室)・一周忌

４月17日 智鶴(家⑤女)・灰葬

８月１日 橋井利兵衛(元〆跡)・葬式

出所)「名代言送帳」(三井文庫所蔵史料 別

1774～1776)。

注) 第５表に同じ。

第12表 市川忠三郎の仏参 (名代期)
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の
江
戸
勤
番
に
出
た
こ
と
で
あ
る
。

月
一
六
日
、
江
戸
勤
番
の
た
め
、
京
都
を
出
発
。
支
配
ら
三
人
が
重
組
酒
を
持
っ
て
見
送
っ
た
。
五
年
ぶ
り
、
二
回
目
の
江
戸
勤
番
で

あ
る
。
こ
の
時
期
江
戸
で
は
、
天
保
改
革
が
進
行
中
で
、
越
後
屋
の
経
営
は
大
き
な
打
撃
を
う
け
る
こ
と
に
な
る
。

忠
三
郎
の
京
都
の
留
守
宅
で
は
、
一
二
月
三
日
、
娘
（
お
仲
）
が
疱
瘡
に
な
り
、
見
舞
の
た
め
支
配
人
一
人
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。「
賄

方
永
代
帳
」
に
は
、
見
舞
と
し
て
交
魚
が
お
く
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る５

）
。
大
事
に
は
至
ら
ず
済
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
「
名
代
言
送
帳
」
に
見
ら
れ
る
忠
三
郎
の
仕
事
は
以
下
の
通
り
。

・
紀
州
藩
関
係
の
業
務
と
し
て
は
、
一
月
九
日
、
和
歌
山
表
御
用
向
の
た
め
大
坂
に
下
り
、
二
二
日
に
帰
京
し
て
い
る
。

・
月
々
の
当
番
に
つ
い
て
は
、
一
月
・
四
月
・
七
月
に
月
番
、
二
月
・
六
月
に
外
用
を
勤
め
て
い
る
（
第
９
表
）。

・
店
卸
し
は
、
一
月
・
七
月
と
も
染
物
方
を
担
当
し
て
い
る
（
第
３
表
）。

・
元
方
寄
会
の
出
席
は
、
四
回
を
数
え
る
（
第
11
表
）。

・
店
々
の
目
録
の
押
切
り
は
、
四
月
四
日
に
紅
店
に
つ
い
て
勤
め
て
い
る
。

・
法
事
・
葬
儀
等
の
仏
参
は
、
三
回
勤
め
て
い
る
（
第
12
表
）。

﹇
報
酬
そ
の
他
﹈

こ
の
年
に
は
、
亥
子
丑
年
（
天
保
一
〇
・
一
一
・
一
二
年
）
の
割
銀
と
し
て
、
別
合
力
等
を
あ
わ
せ
て
銀
九
貫
〇
三
三
匁

が
申
し
渡
さ
れ
て
い
る
（
第
９
表
）。

秋
季
の
「
大
元
方
勘
定
目
録
」
に
「
紀
印
方
役
料
」
と
し
て
銀
三

七
匁
が
記
さ
れ
て
い
る６

）
。

１
）
「
忠
銀
内
建
帳

六
番
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
一
九
七
九
）。

２
）
「
大
元
方
勘
定
目
録
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
三
一
〇
五
）。
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３
）
「
賄
方
永
代
帳
」
天
保
一
二
年
一
月
五
日
の
記
事
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
一
五
六
〇
甲
）。

４
）
「
大
元
方
勘
定
目
録
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
三
一
〇
七
）。

５
）
「
賄
方
永
代
帳
」
天
保
一
三
年
一
二
月
三
日
の
記
事
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
一
五
六
〇
甲
）。

６
）
「
大
元
方
勘
定
目
録
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
三
一
〇
九
）。

三

勘
定
名
代
期
（
四
七
歳
〜
五
〇
歳
）

天
保
一
四
卯
年
（
一

四
三
）
四
七
歳
・
三
四
年
目

﹇
名
代
言
送
帳
﹈

こ
の
年
の
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
三
月
に
勘
定
名
代
に
昇
進
し
た
こ
と
、
お
よ
び
一
〇
月
に
転
居
し
た
こ
と
で
あ
る
。

忠
三
郎
は
、
三
月
六
日
、
勤
番
を
無
事
終
え
て
、
江
戸
を
出
立
し
、
木

路
を
経
て
一

日
に
京
都
に
帰
着
し
た
が
、
そ
れ
に
先
立
つ
、

三
月
一
六
日
に
は
、
元
方
月
並
寄
会
に
お
い
て
、
勘
定
名
代
役
へ
の
昇
進
が
申
し
渡
さ
れ
て
い
る
。
四
月
二
〇
日
に
は
、
北
三
井
家
へ
招
か

れ
、
盃
を
下
さ
れ
て
い
る
。

転
居
は
一
〇
月

日
に
行
わ
れ
た
。
転
居
先
は
室
町
通
二
条
下
ル
町
（
蛸
薬
師
町
）
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
住
居
は
、
衣
棚
通
竹
屋
町
上

ル
町
で
あ
る
の
で
、
京
本
店
を
挟
ん
で
北
側
か
ら
南
側
へ
移
っ
た
こ
と
に
な
る
。「
賄
方
永
代
帳
」
に
は
、
店
・
別
宅
手
代
か
ら
贈
ら
れ
た

祝
儀
が
記
録
さ
れ
て
い
る１

）
。

「
名
代
言
送
帳
」
に
み
ら
れ
る
、
名
代
の
時
期
か
ら
引
き
続
く
仕
事
と
し
て
は
、
①
紀
州
藩
関
係
業
務
（
紀
印
方
）、
②
月
番
・
外
用
な
ど

の
月
ご
と
の
当
番
、
③
半
年
ご
と
の
店
卸
し
、
④
元
方
寄
会
へ
の
出
席
、
⑤
店
々
の
勘
定
目
録
の
押
切
り
、
⑥
江
戸
・
大
坂
店
の
別
宅
手
代

の
接
待
、
⑦
寺
社
参
詣
、
⑧
法
事
・
葬
儀
等
の
仏
参
が
あ
る
。

京本店元〆市川忠三郎奉公履歴 (続)(西坂)

125



①
紀
州
藩
関
係
業
務
に
つ
い
て

は
、
こ
の
年
は
記
事
が
見
ら

れ
な
い
。

②
月
々
の
当
番
に
つ
い
て
は
、

五
月
・

月
・
一
〇
月
に
月

番
、
四
月
・
七
月
・
一
二
月

に
外
用
を
勤
め
て
い
る
（
第

13
表
）。

③
店
卸
し
は
、
一
月
は
染
物
方
、

七
月
は
西
陣
方
を
担
当
し
て

い
る
（
第
３
表
）。

④
元
方
寄
会
に
は
三
回
出
席
し
て
い
る
（
第
14
表
）。

⑤
店
々
の
目
録
の
押
切
り
は
、
九
月
一
五
日
に
紅
店
、
二
七
日
に
上
之
店
に
つ
い
て
勤
め
て
い
る
（
第
13
表
）。

⑥
上
京
し
て
き
た
江
戸
・
大
坂
店
の
別
宅
手
代
へ
の
応
接
、
⑥
寺
社
参
詣
に
つ
い
て
は
、
こ
の
年
は
記
事
が
見
ら
れ
な
い
。

⑦
法
事
・
葬
儀
等
の
仏
参
は
、

回
勤
め
て
い
る
（
第
15
表
）。

そ
の
ほ
か
「
大
坂
表
御
用
向
」
の
た
め
、
一
一
月
二
七
日
か
ら
二
九
日
に
か
け
て
、
大
坂
に
下
っ
て
い
る
。

﹇
報
酬
﹈

勘
定
名
代
に
昇
進
し
た
こ
と
に
よ
り
、
一
カ
年
分
の
役
料
は
、
第
６
表
に
よ
れ
ば
、
銀
五
貫
二
五
〇
目
に
上
昇
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
「
別
宅
役
料
増
減
之
覚２

）
」
に
よ
る
と
、
天
保
改
革
の
影
響
に
よ
る
商
売
不
振
を
理
由
に
、
天
保
一
三
年
秋
季
よ
り
、
元
〆
か
ら
元
方

年 月 担 当 職階

弘

化

２

年

６月 ―

勘

定

名

代

７月 月 番

８月 外 用

９月 ―

10月 外 用

11月 月 番

12月 ―

弘

化

３

年

１月 外 用

２月 ―

３月 月 番

４月 外 用

５月 ―

閏５月 月 番

６月 外 用

７月 ―

８月 月 番

９月 外 用

10月 ―

11月 ―

12月 月 番

弘

化

４

年

１月 外 用

２月 外 用

３月 月 番

４月 外 用

５月 ―

６月 ―

７月 月 番

８月 外 用

年 月 担 当 職階

天

保

14

年

３月 勤 番

勘

定

名

代

４月 外 用

５月 月 番

６月 ―

７月 外 用

８月 月 番

９月 ―

閏９月 ―

10月 月 番

11月 ―

12月 外 用

弘

化

元

年

１月 月 番

２月 ―

３月 外 用

４月 ―

５月 月 番

６月 外 用

７月 ―

８月 月 番

９月 外 用

10月 勤 番

11月 勤 番

12月 勤 番

弘

化

２

年

１月 勤 番

２月 勤 番

３月 勤 番

４月 月 番

５月 外 用

出所)「名代言送帳」(三井文庫所蔵史料 別1776，1777)。

注) 第２表に同じ。

第13表 市川忠三郎の当番勤務 (勘定名代期)
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第14表 市川忠三郎の元方

寄会等出席

(勘定名代期)

年 月 日 内 容

天
保
14

６月16日 元方御寄会

８月８日 元方内寄会

11月16日 元方月並寄会

弘
化
元

６月16日 元方御寄会

８月８日 元方内寄会

弘

化

２

年

４月16日 元方月並御寄会

７月16日 元方月並御寄会

８月８日 元方内寄会

11月６日 元方月並御寄会

弘

化

３

年

２月９日 元方内寄会

２月16日 月並元方御寄会

閏５月16日 元方御寄会

閏５月21日 元方臨時御寄会

６月９日 元方臨時御寄会

７月26日 元方月並御寄会

８月８日 元方内寄会

12月16日 元方御寄会

弘

化

４

年

１月14日 元方内寄会

４月14日 元方臨時御寄会

５月26日 元方月並御寄会

８月８日 元方内寄会

８月16日 元方御寄会

出所)「名代言送帳」(三井文庫所

蔵史料 別1776，1777)。

第15表 市川忠三郎の仏参

(勘定名代期)

年 月 日 内 容

天

保

14

年

４月３日 真如堂仏参

４月５日 真如堂仏参

５月６日 松樹院(北①)・百五十回忌

５月21日 寿鏡(北⑦室)・灰葬 初七日

５月28日 寿鏡・二七日

６月12日 寿鏡・四七日

６月24日 寿鏡・六七日

11月６日 宗節(北⑥)・七回忌

弘
化
元
年

１月17日 浄遍(小野③)・五十回忌

３月17日 寿里(家④室)・三十三回忌

５月15日 寿鏡(北⑦室)・一周忌

弘

化

２

年

５月15日 脇坂定右衛門(糸店元方掛名

代)・葬式

６月18日 宗印(新①)・祥月

８月３日 成香(小)・灰葬

11月18日 成香・尽七日

12月９日 成香・百ケ日

弘

化

３

年

４月24日 熊谷仁右衛門(加判名代跡)・葬

式

９月６日 宗冏(長③)・七回忌

９月15日 宗厳(室⑧)・仏参

９月16日 井上甚三郎(名代)親母・葬礼

10月11日 小林惣兵衛(芝口店名代)・葬式

弘

化

４

年

１月29日 岡本伝右衛門(大元〆跡)父・野

辺送り

２月６日 寿成(小⑥室)・七回忌

３月５日 宗雅(南⑤)・葬式

３月６日 宗雅・灰葬

３月７日 宗雅・初七日

４月５日 宗雅・五七日

５月17日 崇清(北③)・百回忌

出所)「名代言送帳」(三井文庫所蔵史料 別1776，

1777)。

注) 第５表に同じ。
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掛
名
代
ま
で
の
役
料
を
「
チ
掛
」（

〇
パ
ー
セ
ン
ト
）、
勘
定
名
代
以
下
を
「
ウ
掛
」（
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）
に
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り

換
算
す
る
と
勘
定
名
代
の
役
料
は
一
カ
年
銀
四
貫
七
二
五
匁
と
な
る
。

秋
季
の
「
大
元
方
勘
定
目
録
」
に
は
「
紀
印
方
役
料
」
と
し
て
銀
三

七
匁
が
記
さ
れ
て
い
る３

）
。

弘
化
元
辰
年
（
一

四
四
）
四

歳
・
三
五
年
目

﹇
名
代
言
送
帳
﹈

こ
の
年
の
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
江
戸
勤
番
へ
の
出
立
で
あ
る
（
九
月
一
五
日
に
出
立
、
期
間
は
半
年
）。
二
年
ぶ
り
、

三
回
目
の
江
戸
勤
番
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
「
名
代
言
送
帳
」
に
見
ら
れ
る
忠
三
郎
の
仕
事
は
以
下
の
通
り
。

・
紀
州
藩
関
係
の
業
務
と
し
て
は
、
一
月
二
六
日
、
和
歌
山
表
御
用
向
の
た
め
、

郎
右
衛
門
（
北
三
井
家

代
高
福
）
に
同
行
し
て
大
坂

に
下
っ
て
い
る
（
二
月
一
五
日
に
帰
京
）。
四
月
二
四
日
に
は
、
紀
州
藩
出
入
医
師
（
近
藤
良
三
）
の
出
立
を
蹴
上
ま
で
見
送
る
と
い
う

役
目
を
勤
め
て
い
る
。
九
月
一
一
日
に
は
、
紀
州
調
達
講
で
一
組
の
取
り
結
び
が
で
き
、
円
山
の
座
敷
に
お
い
て
会
合
が
も
た
れ
て
い
る
。

・
月
々
の
当
番
に
つ
い
て
は
、
月
番
を
一
月
・
五
月
・

月
、
外
用
を
三
月
・
六
月
・
九
月
に
勤
め
て
い
る
。

・
店
卸
し
に
つ
い
て
は
、
一
月
は
西
陣
方
、
七
月
は
染
方
を
担
当
し
て
い
る
（
第
３
表
）。

・
元
方
寄
会
の
出
席
は
、
二
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
（
第
14
表
）。

・
法
事
・
葬
儀
等
の
仏
参
は
、
三
回
勤
め
て
い
る
（
第
15
表
）。

﹇
報
酬
﹈

秋
季
の
「
大
元
方
勘
定
目
録
」
の
払
方
・
元
〆
名
代
役
料
の
項
に
よ
る
と
、「
紀
印
方
役
料
」
と
し
て
銀
三
六
五
匁
五
分
、「
若
山

下
り
太
儀
料
」
と
し
て
銀
四
三
匁
が
支
払
わ
れ
て
い
る４

）
。
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弘
化
二
巳
年
（
一

四
五
）
四
九
歳
・
三
六
年
目

﹇
名
代
言
送
帳
﹈

三
月
六
日
、
江
戸
勤
番
を
無
事
終
え
、
京
都
に
向
け
出
立
し
、
一
七
日
に
帰
着
し
た
。

「
名
代
言
送
帳
」
に
見
ら
れ
る
忠
三
郎
の
仕
事
は
以
下
の
通
り
。

・
紀
州
藩
関
係
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
紀
州
藩
主
夫
人
が
死
去
し
た
た
め
、

月
二
四
日
、
和
歌
山
に
下
り
、
九
月
四
日
に
帰
京
し
て
い
る
。

・
月
々
の
当
番
に
つ
い
て
は
、
四
月
・
七
月
・
一
一
月
に
月
番
、
五
月
・

月
・
一
〇
月
に
外
用
を
勤
め
て
い
る
（
第
13
表
）。

・
店
卸
し
は
、
七
月
に
西
陣
方
を
勤
め
て
い
る
（
第
３
表
）。

・
元
方
寄
会
へ
は
四
度
出
席
し
て
い
る
（
第
14
表
）。

・
店
々
の
目
録
の
押
切
り
は
、
九
月
一
四
日
、
勘
定
場
に
つ
い
て
勤
め
て
い
る
。

・
法
事
・
葬
儀
等
の
仏
参
は
、
四
回
勤
め
て
い
る
（
第
15
表
）

﹇
報
酬
そ
の
他
﹈

こ
の
年
に
は
、
寅
卯
辰
（
天
保
一
三
・
同
一
四
・
弘
化
元
年
）
の
割
銀
と
し
て
、
別
合
力
等
を
あ
わ
せ
て
銀
七
貫
五

四

匁
が
申
し
渡
さ
れ
て
い
る
（
第
12
表
）。

秋
季
の
「
大
元
方
勘
定
目
録
」
に
よ
る
と
、「
紀
印
方
役
料
」
と
し
て
銀
三
六
五
匁
五
分
、「
若
山
下
り
太
儀
料
」
と
し
て
銀
四
三
匁
が
支

払
わ
れ
て
い
る５

）
。

弘
化
三
午
年
（
一

四
六
）
五
〇
歳
・
三
七
年
目

﹇
名
代
言
送
帳
﹈

「
名
代
言
送
帳
」
に
見
ら
れ
る
忠
三
郎
の
仕
事
は
以
下
の
通
り
。

・
紀
州
藩
関
係
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
一
〇
月
一
五
日
に
、
紀
州
藩
勘
定
奉
行
（
下
村
三
郎
右
衛
門
）
が
江
戸
参
府
す
る
に
際
し
、
伏
見
ま

で
出
迎
え
に
行
っ
て
い
る
。
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・
月
々
の
当
番
に
つ
い
て
は
、
三
月
・
閏
五
月
・

月
・
一
二
月
に
月
番
、
一
月
・
四
月
・
六
月
・
九
月
に
外
用
を
勤
め
て
い
る
（
第
13

表
）。

・
店
卸
し
に
つ
い
て
は
、
一
月
に
染
方
、
七
月
に
西
陣
方
を
勤
め
て
い
る
（
第
３
表
）。

・
元
方
寄
会
へ
の
出
席
は
、
や
や
増
え
て

回
に
な
っ
て
い
る
（
第
14
表
）。

・
上
京
し
て
き
た
江
戸
・
大
坂
店
の
別
宅
手
代
へ
の
応
接
と
し
て
は
、
閏
五
月
に
村
田
常
五
郎
（
江
戸
向
店
元
方
掛
名
代
）、
沢
木
新
四
郎

（
江
戸
本
店
勘
定
名
代
）、
岡
田
源
三
郎
（
芝
口
店
後
見
）
の
着
振
舞
の
相
伴
を
勤
め
た
ほ
か
、
九
月
二
七
日
か
ら
一
〇
月
九
日
に
か
け
て
、

松
田
徳
右
衛
門
（
向
店
名
代
）、
福
井
庄
兵
衛
（
江
戸
本
店
後
見
）
の
案
内
を
勤
め
て
い
る
。

・
寺
社
参
詣
に
つ
い
て
は
、
五
月
二
七
日
に
は
延
期
に
な
っ
て
い
た
伏
見
稲
荷
の
初
午
の
代
参
、
九
月
二
二
日
に
は
木
嶋
社
の
神
事
に
参
詣
、

九
月
二
五
日
に
は
成
願
寺
講
に
出
席
し
て
い
る
。

・
法
事
・
葬
儀
等
の
仏
参
は
、
五
回
勤
め
て
い
る
（
第
15
表
）。

﹇
報
酬
﹈

秋
季
の
「
大
元
方
勘
定
目
録
」
の
払
方
・
元
〆
名
代
役
料
の
項
に
よ
る
と
、「
紀
印
方
役
料
」
と
し
て
銀
三
六
五
匁
五
分
が
支
払

わ
れ
て
い
る６

）
。

１
）
「
忠
銀
内
建
帳

六
番
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
一
九
七
九
）。

２
）
「
賄
方
永
代
帳
」
天
保
一
四
年
一
〇
月
の
記
事
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
一
五
六
〇
甲
）。

３
）
「
大
元
方
勘
定
目
録
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
三
一
一
一
）。

４
）
「
大
元
方
勘
定
目
録
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
三
一
一
三
）。

５
）
「
大
元
方
勘
定
目
録
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
三
一
一
五
）。
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６
）
「
大
元
方
勘
定
目
録
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
三
一
一
七
）。

四

元
方
掛
名
代
期
（
五
一
歳
〜
五
五
歳
）

弘
化
四
未
年
（
一

四
七
）
五
一
歳
・
三

年
目

﹇
席
次
﹈
「
店
々
人
数
帳
」
に
記
載
さ
れ
た
一
月
の
時
点
の
京
本
店
に
お
け
る
忠
三
郎
の
席
次
は
四
番
目
で
あ
る
。
彼
の
上
位
に
は
、
松
山

喜
十
郎
（
元
〆
）、
中
塚
徳
次
郎
（
加
判
名
代
）、
中
井
茂
兵
衛
（
元
方
掛
名
代
）
が
い
る
。
忠
三
郎
に
続
く
別
宅
手
代
と
し
て
は
、
井
上
甚

三
郎
（
名
代
）
が
い
た
。

﹇
名
代
言
送
帳
﹈

こ
の
年
の
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
伊
勢
参
詣
、
元
方
掛
名
代
へ
の
昇
進
、
お
よ
び
四
回
目
の
江
戸
勤
番
で
あ
る
。

四
月
二
三
日
、
隔
年
で
行
わ
れ
る
太
々
神
楽
執
行
の
た
め
、
伊
勢
参
詣
に
出
発
し
て
い
る
。
京
本
店
か
ら
は
忠
三
郎
を
含
め
三
人
、
大
坂

本
店
、
上
之
店
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
人
が
参
加
し
て
い
る
。
帰
京
は
五
月
一
五
日
で
あ
る
。「
永
代
帳
」
に
は
、
忠
三
郎
分
の
路
用
と
し
て
、

銀
一
三
五
匁
が
記
さ
れ
て
い
る
（
史
料
２
）。

九
月
一
六
日
、
元
方
月
並
寄
会
に
お
い
て
、
元
方
掛
名
代
へ
の
昇
進
が
申
し
渡
さ
れ
た
。

一
〇
月
二
五
日
、
江
戸
勤
番
の
た
め
、
東
海
道
を
江
戸
に
向
け
て
出
立
し
た
。
三
年
ぶ
り
、
四
回
目
の
江
戸
勤
番
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
「
名
代
言
送
帳
」
に
見
ら
れ
る
、
元
方
掛
名
代
昇
進
に
先
立
つ
、
忠
三
郎
の
仕
事
は
以
下
の
通
り
。

・
紀
州
藩
関
係
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
一
月
九
日
「
紀
州
年
礼
」
の
た
め
和
歌
山
に
向
か
い
、
二
二
日
に
帰
京
し
て
い
る
。
六
月
六
日
に
も
、

紀
州
方
御
用
向
で
大
坂
に
下
り
、
六
月

日
に
帰
京
し
て
い
る
。

・
月
々
の
当
番
に
つ
い
て
は
、
三
月
・
七
月
に
月
番
、
一
月
・
二
月
・
四
月
・

月
に
外
用
を
勤
め
て
い
る
（
第
13
表
・
第
16
表
）。

京本店元〆市川忠三郎奉公履歴 (続)(西坂)
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・
店
卸
し
に
つ
い
て
は
、
一
月
に
染
方
、
七
月
に
西
陣
方
を
勤
め
て
い
る
（
第
３
表
）。

・
元
方
寄
会
へ
は
、

月
ま
で
に
、
五
回
出
席
し
て
い
る
（
第
14
表
・
第
17
表
）。

・
店
々
の
目
録
の
押
切
り
は
、
三
月
一
五
日
に
上
之
店
、
三
月
一

日
に
紅
店
に
つ
い
て
担
当
し
て
い
る
。

・
法
事
・
葬
儀
等
の
仏
参
は
、

回
勤
め
て
い
る
（
第
15
表
・
第
18
表
）。

﹇
報
酬
﹈

元
方
掛
名
代
へ
の
昇
進
に
と
も
な
い
、「
大
元
方
勘
定
目
録
」
の
払
方
の
元
〆
名
代
役
料
の
項
に
、
役
料
が
記
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
こ
れ
を
ま
と
め
た
の
が
第
19
表
で
あ
る
。
弘
化
四
年
秋
季
に
は
、
忠
三
郎
分
の
元
方
掛
名
代
役
料
と
し
て
銀
一
貫
〇
一
二
匁
五
分
が
記

年 月 担 当 職階

嘉

永

３

年

１月 外 用

元

方

掛

名

代

２月 ―

３月 勤 番

４月 勤 番

５月 勤 番

６月 勤 番

７月 勤 番

８月 勤 番

９月 ―

10月 月 番

11月 外 用

12月 ―

嘉

永

４

年

１月 ―

２月 月 番

３月 外 用

４月 ―

５月 月 番

６月 外 用

７月 ―

８月 月 番

９月 外 用

10月 ―

11月 ―

12月 月 番

嘉
永
５
年

１月 外 用

２月 ―

閏２月 ―

第16表 市川忠三郎の当番勤務 (元方掛名代期)

出所)「名代言送帳」(三井文庫所蔵史料 別1777，1778)。

注) 第２表に同じ。

年 月 担 当 職階

弘

化

４

年

９月 ―

元

方

掛

名

代

10月 ―

11月 勤 番

12月 勤 番

嘉

永

元

年

１月 勤 番

２月 勤 番

３月 勤 番

４月 ―

５月 月 番

６月 外 用

７月 ―

８月 ―

９月 月 番

10月 外 用

11月 ―

12月 月 番

嘉

永

２

年

１月 外 用

２月 ―

３月 月 番

４月 外 用

閏４月 ―

５月 月 番

６月 外 用

７月 月 番

８月 外 用

９月 月 番

10月 外 用

11月 ―

12月 月 番
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さ
れ
る
。
一
カ
年
分
で
は
銀
二
貫
〇
二
五
匁
と
な
る
。
第
６
表
に
示
し
た
寛
政
二
年
の
規
定
の
「
元
方
出
し
」
の
額
と
比
べ
る
と
、
二
五
パ

ー
セ
ン
ト
の
減
額
と
な
っ
て
い
る
。「
別
宅
役
料
増
減
之
覚１

）
」
に
よ
る
と
、
弘
化
元
年
春
季
以
降
、
元
〆
か
ら
元
方
掛
名
代
ま
で
の
役
料
が

「
エ
サ
掛
」（
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
）、
勘
定
名
代
・
名
代
が
「
チ
サ
掛
」（

五
パ
ー
セ
ン
ト
）、
後
見
・
通
勤
支
配
が
「
ウ
掛
」（
九
〇
パ
ー
セ

ン
ト
）
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
と
付
合
す
る
額
で
あ
る
。
元
方
掛
名
代
の
役
料
が
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
も
、
第
６
表
に
示
し
た
よ
う
に
、

大
元
方
負
担
分
（
元
方
出
し
）
と
本
店
負
担
分
（
店
出
し
）
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
同
じ
比
率
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
（
店
出
し
の
分

も
同
じ
比
率
で
減
額
さ
れ
て
い
る
と
す

れ
ば
）、
元
方
掛
名
代
の
一
カ
年
の
役

料
は
、
五
貫
四
〇
〇
目
と
な
る
と
推
測

さ
れ
る
。

ま
た
同
じ
く
秋
季
の
「
大
元
方
勘
定

目
録
」
の
払
方
・
元
〆
名
代
役
料
の
項

に
は
、「
紀
印
方
役
料
」
と
し
て
銀
三

二
二
匁
五
分
、「
若
山
下
り
太
儀
料
」

と
し
て
銀
四
三
匁
が
記
さ
れ
て
い
る２

）
。

嘉
永
元
申
年
（
一

四

）
五
二
歳
・

三
九
年
目

﹇
席
次
﹈

一
月
の
時
点
の
店
内
席
次
は

年 月 日 内 容

嘉
永
３
年

９月16日 元方月並寄会

11月21日 元方臨時寄会

12月２日 元方御寄会

嘉

永

４

年

２月２日 元方御寄会

２月８日 元方内寄会

３月５日 元方御寄会

４月16日 元方御寄会

４月19日 元方臨時御寄会

４月27日 元方臨時御寄会

５月２日 元方御寄会

５月７日 元方臨時寄会

５月14日 元方臨時御寄会

６月16日 元方月並御寄会

７月２日 元方月並御寄会

７月26日 元方月並御寄会

８月８日 元方内寄会

９月２日 元方月並御寄会

10月２日 元方月並御寄会

10月８日 元方臨時御寄会

10月12日 元方臨時御寄会

11月２日 元方月並御寄会

11月16日 元方月並御寄会

12月２日 元方月並御寄会

２月２日 元方月並御寄会

２月８日 元方内寄会

年 月 日 内 容

嘉

永

元

年

４月２日 元方御寄会

６月２日 元方御寄会

６月16日 元方月並御寄会

７月２日 元方御寄会

10月16日 元方月並御寄会

11月２日 元方御寄会

嘉

永

２

年

１月26日 元方初寄会

２月２日 元方御寄会

２月23日 元方臨時寄会

３月５日 元方御寄会

４月２日 元方御寄会

３月２日 元方御寄会

５月16日 元方月並御寄会

６月２日 元方御御寄会

６月16日 元方月並御寄会

７月２日 元方御寄会

７月26日 元方月並御寄会

８月２日 元方御寄会

９月２日 元方御寄会

９月16日 元方月並寄会

10月２日 元方寄会

11月16日 元方月並寄会

嘉
永
３
年

１月26日 元方初寄会

２月２日 元方御寄会

２月７日 元方内寄会

出所)「名代言送帳」(三井文庫所蔵史料 別1777，1778)。

第17表 市川忠三郎の元方寄会等出席

(元方掛名代期)
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四
番
目
。

﹇
名
代
言
送
帳
﹈

江
戸
勤
番
を
済
ま
せ
、

三
月
六
日
に
江
戸
を
出
立
し
、
東
海
道

経
由
で
、
一
五
日
に
京
都
に
帰
着
し
た
。

「
名
代
言
送
帳
」
に
み
ら
れ
る
、
勘

定
名
代
の
時
期
か
ら
引
き
続
く
仕
事
と

し
て
は
、
①
紀
州
藩
関
係
業
務
（
紀
州

方
）、
②
月
番
・
外
用
な
ど
の
月
ご
と

の
当
番
、
③
半
年
ご
と
の
店
卸
し
、
④

元
方
寄
会
へ
の
出
席
、
⑤
店
々
の
勘
定
目
録
の
押
切
り
、
⑥
寺
社
参
詣
、
⑦
法
事
・
葬
儀
等
の
仏
参
で
あ
る
。
江
戸
・
大
坂
の
別
宅
名
代
の

応
接
の
仕
事
は
こ
の
時
期
に
は
、
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

①
紀
州
藩
関
係
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
五
月
一
〇
日
、

郎
右
衛
門
の
和
歌
山
下
向
に
伴
い
、
京
を
発
し
、
六
月
一
日
に
帰
京
し
て
い
る
。

②
月
々
の
当
番
に
つ
い
て
は
、
五
月
・
九
月
・
一
二
月
に
月
番
、
六
月
・
一
〇
月
に
外
用
を
勤
め
て
い
る
（
第
16
表
）。

③
店
卸
し
に
つ
い
て
は
、
七
月
に
染
物
方
を
勤
め
て
い
る
（
第
３
表
）。

④
元
方
寄
会
に
は
、
六
度
出
席
し
て
い
る
（
第
17
表
）。

⑤
他
店
の
目
録
の
押
切
り
、
九
月
一
五
日
に
紅
店
、
一

日
に
勘
定
場
の
押
切
り
を
勤
め
て
い
る
。

⑥
寺
社
参
詣
に
つ
い
て
は
、
こ
の
年
は
記
事
が
見
ら
れ
な
い
。

⑦
法
事
・
葬
儀
等
の
仏
参
は
、
二
回
勤
め
て
い
る
（
第
18
表
）。

年 月 日 内 容

10月17日 崇清(北③)・祥月

嘉

永

元

９月13日 宗覚(室⑤)・五十回忌

10月17日 宗清(北③)・祥月

嘉

永

２

１月13日 寿光(小野④室)・一周忌

２月10日 松山喜十郎(元〆)・葬礼

２月22日 寿薫(小野⑥室)・月忌

２月29日 松山喜十郎・三七日

３月６日 松山喜十郎・四七日

３月27日 松山喜十郎・尽七日

４月24日 寿貞(小①室)・百回忌

５月15日 寿鏡(北⑦室)・七回忌

嘉

永

３

９月15日 宗厳(室⑧)・十七回忌

11月４日 寿映(南②室)・百回忌

嘉

永

４

１月25日 辻川七次郎(大元方後

見)・月忌

５月６日 宗寿(北①)・祥月／藤村

常念(江戸芝口店後見

格)・五七日

９月27日 宗全(小②)・百回忌

10月12日 宗清(北②)・祥月

出所)「名代言送帳」(三井文庫所蔵史料

別1777，1778)。

注) 第５表に同じ。

第18表 市川忠三郎の仏参

(元方掛名代期)
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﹇
報
酬
﹈

こ
の
年
に
は
、
巳
午
未
（
弘
化
二
・
三
・
四
年
）
の
割
銀
と
し
て
、
別
合
力
等
を
あ
わ
せ
て
銀
七
貫

七
五
匁
が
申
し
渡
さ
れ
て

い
る
（
第
12
表
）。

「
大
元
方
勘
定
目
録
」
春
季
・
秋
季
に
、
元
方
掛
名
代
役
料
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
銀
一
貫
〇
一
二
匁
五
分
が
記
さ
れ
る
（
第
19
表
）。
ま
た

秋
季
に
は
「
紀
印
方
役
料
」
と
し
て
銀
三
二
二
匁
五
分
、「
若
山
下
り
太
儀
料
」
と
し
て
銀
四
三
匁
が
記
さ
れ
て
い
る３

）
。

嘉
永
二
酉
年
（
一

四
九
）
五
三
歳
・
四
〇
年
目

﹇
席
次
﹈

一
月
の
時
点
の
店
内
席
次
は
、
三
番
目
。
松
山
喜
十
郎
（
元
〆
）
が
病
死
し
た
こ
と
に
よ
り
一
つ
繰
り
上
が
っ
た
。

﹇
名
代
言
送
帳
﹈

こ
の
年
の
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
転
居
と
男
子
の
誕
生
で
あ
る
。
転
居
は
六
月
五
日
の
記
事
に
み
ら
れ
、
二
条
通
間
之
町

第19表 「大元方勘定目録」にみえる

市川忠三郎の役料

年 季 銀 額 (役 料 名)

弘化４年秋季 １貫012匁５ (元方掛名代役料)

嘉永元年春季 １貫012匁５ (元方掛名代役料)

(1848) 秋季 １貫012匁５ (元方掛名代役料)

嘉永２年春季 １貫012匁５ (元方掛名代役料)

(1849) 秋季 １貫012匁５ (元方掛名代役料)

嘉永３年春季 １貫012匁５ (元方掛名代役料)

(1850) 秋季 １貫012匁５ (元方掛名代役料)

嘉永４年春季 １貫012匁５ (元方掛名代役料)

50匁73 ( 木高直ニ付増)

(1851) 秋季 １貫012匁５ (元方掛名代役料)

嘉永５年春季 １貫196匁25 (加判名代役料)

(1852) 秋季 １貫196匁25 (加判名代役料)

嘉永６年春季 １貫196匁25 (加判名代役料)

(1853) 秋季 １貫196匁25 (加判名代役料)

安政元年春季 １貫196匁25 (加判名代役料)

(1854) 秋季 １貫196匁25 (加判名代役料)

安政２年春季 １貫196匁25 (加判名代役料)

(1855) 秋季 １貫196匁25 (加判名代役料)

安政３年春季 ２貫475匁 (元〆役料)

(1856) 秋季 ２貫475匁 (元〆役料)

安政４年春季 ―

(1857) 秋季 ―

安政５年春季 ―

(1858) 秋季 ２貫925匁 (元〆役料)

安政６年春季 ―

(1859) 秋季 ―

万延元年春季 ２貫925匁 (元〆役料)

487匁５ (閏月増)

(1860) 秋季 ２貫925匁 (元〆役料)

146匁25 ( 木高直ニ付増)

京本店元〆市川忠三郎奉公履歴 (続)(西坂)
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東
ヘ
入
ル
（
松
屋
町
）
南
側
へ
移
っ
た
。
男
子
の
誕
生
は
一
二
月
二
日
で
、
忠
三
郎
に
と
っ
て
は
跡
取
り
息
子
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
の
ほ
か
「
名
代
言
送
帳
」
に
見
ら
れ
る
忠
三
郎
の
仕
事
は
以
下
の
通
り
。

・
月
々
の
当
番
に
つ
い
て
は
、
三
月
・
五
月
・
七
月
・

月
・
一
二
月
に
月
番
を
、
一
月
・
四
月
・
六
月
・

月
・
一
〇
月
に
外
用
を
勤
め

て
い
る
（
第
16
表
）。

・
店
卸
し
に
つ
い
て
は
、
一
月
に
絹
方
、
七
月
に
絹
加
賀
方
を
勤
め
て
い
る
（
第
３
表
）。

・
元
方
寄
会
へ
の
出
席
は
、
前
年
の
六
回
か
ら
大
き
く
増
え
、
一
六
回
に
な
っ
て
い
る
（
第
17
表
）。
元
方
掛
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
と
言
え

よ
う
か
。

・
寺
社
参
詣
に
つ
い
て
は
、
二
月
七
日
に
稲
荷
代
参
、
二
五
日
に
は
成
願
寺
講
に
出
席
、

月
二
二
日
に
は
木
嶋
社
の
顕
名
霊
神
の
神
事
に

年 季 銀 額 (役 料 名)

文久元年春季 ２貫925匁 (元〆役料)

146匁25 ( 木高直ニ付増)

(1861) 秋季 ２貫925匁 (元〆役料)

146匁25 ( 木高直ニ付増)

文久２年春季 ３貫375匁 (元〆役料)

(1862) 秋季 ３貫375匁 (元〆役料)

562匁５ (閏月増)

文久３年春季 ３貫375匁 (元〆役料)

(1863) 秋季 ３貫375匁 (元〆役料)

元治元年春季 ３貫375匁 (元〆役料)

(1864) 秋季 ３貫375匁 (元〆役料)

675匁 (諸色高直ニ付増)

慶応元年春季 ３貫375匁 (元〆役料)

675匁 (閏月増)

675匁 (諸色高直ニ付増)

(1865) 秋季 １貫687匁５ (死後半役料)

慶応２年春季 １貫687匁５ (死後半役料)

１貫687匁５ (死後半役料)

慶応３年春季 １貫687匁５ (死後半役料)

１貫687匁５ (死後半役料)

明治元年春季 １貫687匁５ (死後半役料)

出所)「大元方勘定目録」(三井文庫所蔵史料 続

3119～3133，続2406～2417)。

注)「－」は史料の欠如による不明を示す。
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つ
き
社
参
し
て
い
る
。

・
法
事
・
葬
儀
等
の
仏
参
は
、

回
勤
め
て
い
る
。
そ
の
う
ち
四
回
は
、
松
山
喜
十
郎
（
元
〆
）
の
葬
儀
と
そ
れ
に
続
く
法
要
で
あ
っ
た

（
第
18
表
）。

・
こ
の
ほ
か
、
一
〇
月
一
九
日
、
蛭
子
講
内
祝
に
際
し
、
別
宅
手
代
が
残
ら
ず
出
勤
し
、
会
所
の
蛭
子
尊
神
前
で
本
膳
が
供
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
際
の
出
席
者
の
中
に
、
忠
三
郎
の
名
前
も
見
え
る
。

﹇
報
酬
﹈

「
大
元
方
勘
定
目
録
」
春
季
・
秋
季
に
、
元
方
掛
名
代
役
料
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
銀
一
貫
〇
一
二
匁
五
分
が
記
さ
れ
る
（
第
19

表
）。
ま
た
秋
季
に
は
「
紀
印
方
役
料
」
と
し
て
銀
三
二
二
匁
五
分
が
記
さ
れ
て
い
る４

）
。

嘉
永
三
戌
年
（
一

五
〇
）
五
四
歳
・
四
一
年
目

﹇
席
次
﹈

一
月
の
時
点
の
店
内
席
次
は
、
三
番
目
。

﹇
名
代
言
送
帳
﹈

こ
の
年
の
特
筆
す
べ
き
こ
と
が
ら
は
、
三
年
ぶ
り
、
五
回
目
の
江
戸
勤
番
で
あ
る
（
今
回
は
向
店
勤
番
）。
二
月
一
六
日

に
江
戸
に
下
る
。

月
二
〇
日
に
勤
番
を
終
え
、
江
戸
を
出
立
。
東
海
道
を
経
て
、
九
月
一
日
に
帰
京
し
た
。

そ
の
ほ
か
「
名
代
言
送
帳
」
に
見
ら
れ
る
忠
三
郎
の
仕
事
は
以
下
の
通
り
。

・
紀
州
藩
関
係
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
一
月
九
日
に
「
和
歌
山
表
御
用
向
」
の
た
め
大
坂
に
下
っ
た
。
弘
化
四
年
と
同
様
の
和
歌
山
へ
の
年

礼
で
あ
ろ
う
。
二
一
日
に
帰
京
し
て
い
る
。

・「
大
坂
表
御
用
」
の
た
め
、
九
月
二
七
日
に
大
坂
に
下
り
、
一
〇
月
三
日
に
帰
京
し
て
い
る
。

・
月
々
の
当
番
に
つ
い
て
は
、
一
〇
月
に
月
番
、
一
月
・
一
一
月
に
外
用
を
勤
め
て
い
る
（
第
16
表
）。

・
店
卸
し
に
つ
い
て
は
、
一
月
に
西
陣
方
を
勤
め
て
い
る
（
第
３
表
）。
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・
元
方
寄
会
へ
の
出
席
は
、
江
戸
勤
番
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
四
回
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
（
第
17
表
）。

・
法
事
・
葬
儀
等
の
仏
参
は
、
二
回
勤
め
て
い
る
（
第
18
表
）。

﹇
報
酬
﹈
「
大
元
方
勘
定
目
録
」
春
季
・
秋
季
に
、
元
方
掛
名
代
役
料
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
銀
一
貫
〇
一
二
匁
五
分
が
記
さ
れ
る
（
第
19

表
）。
ま
た
秋
季
に
は
「
紀
印
方
役
料
」
と
し
て
銀
三
二
二
匁
五
分
が
記
さ
れ
て
い
る５

）
。

嘉
永
四
亥
年
（
一

五
一
）
五
五
歳
・
四
二
年
目

﹇
席
次
﹈

一
月
の
時
点
の
店
内
席
次
は
、
三
番
目
。

﹇
名
代
言
送
帳
﹈

「
名
代
言
送
帳
」
に
見
ら
れ
る
忠
三
郎
の
仕
事
は
以
下
の
通
り
。

・
月
々
の
当
番
に
つ
い
て
は
、
二
月
・
五
月
・

月
・
一
二
月
に
月
番
、
三
月
・
六
月
・
九
月
に
外
用
を
勤
め
て
い
る
（
第
16
表
）。

・
店
卸
し
に
つ
い
て
は
、
一
月
・
七
月
と
も
西
陣
方
を
勤
め
て
い
る
（
第
３
表
）。

・
元
方
寄
会
へ
の
出
席
は
、
さ
ら
に
増
え
、
二
〇
回
を
数
え
る
（
第
17
表
）。

・
店
々
の
目
録
の
押
切
り
は
、

月
二

日
に
紅
店
、
九
月
二
六
日
に
上
之
店
に
つ
い
て
勤
め
て
い
る
。

・
寺
社
参
詣
に
つ
い
て
は
、
二
月
二
五
日
に
成
願
寺
の
天
神
講
に
出
席
、

月
二
二
日
に
木
嶋
社
の
顕
名
霊
神
に
社
参
し
て
い
る
。

・
法
事
・
葬
儀
等
の
仏
参
は
、
四
回
勤
め
て
い
る
（
第
18
表
）。

﹇
報
酬
﹈

こ
の
年
に
は
、
申
酉
戌
（
嘉
永
元
・
二
・
三
年
）
分
の
割
銀
と
し
て
、
別
合
力
等
を
あ
わ
せ
て
銀

貫
五
〇
〇
匁
が
申
し
渡
さ
れ

て
い
る
（
第
９
表
）。

「
大
元
方
勘
定
目
録
」
春
季
・
秋
季
に
、
元
方
掛
名
代
役
料
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
銀
一
貫
〇
一
二
匁
五
分
が
記
さ
れ
る
（
春
季
分
に
は

「

木
高
直
ニ
付
増
」
と
し
て
銀
五
〇
匁
七
分
三
厘
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
）（
第
19
表
）。
ま
た
同
史
料
の
秋
季
に
は
「
紀
印
方
役
料
」
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と
し
て
銀
三
二
二
匁
五
分
が
記
さ
れ
て
い
る６

）
。

１
）
「
忠
銀
内
建
帳

六
番
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
一
九
七
九
）。

２
）
「
大
元
方
勘
定
目
録
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
三
一
一
九
）。

３
）
「
大
元
方
勘
定
目
録
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
三
一
二
一
）。

４
）
「
大
元
方
勘
定
目
録
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
三
一
二
三
）。

５
）
「
大
元
方
勘
定
目
録
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
三
一
二
五
）。

６
）
「
大
元
方
勘
定
目
録
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
三
一
二
七
）。

五

加
判
名
代
期
（
五
六
歳
〜
五
九
歳
）

嘉
永
五
子
年
（
一

五
二
）
五
六
歳
・
四
三
年
目

﹇
席
次
﹈

一
月
の
時
点
の
店
内
席
次
は
、
三
番
目
。

﹇
名
代
言
送
帳
﹈

こ
の
年
の
特
記
す
べ
き
こ
と
が
ら
と
し
て
は
、
加
判
名
代
役
へ
の
昇
進
が
あ
げ
ら
れ
る
。
二
月
一
六
日
、
元
方
月
並
寄
会

に
お
い
て
申
し
渡
さ
れ
た
。

一
〇
月
一
三
日
に
は
、
大
坂
「
勤
番
」
の
た
め
大
坂
に
下
り
、
ひ
と
月
近
く
滞
在
し
て
い
る
（
一
一
月
一
二
日
帰
京
）。
こ
れ
ま
で
大
坂

へ
の
下
向
は
度
々
あ
っ
た
が
「
勤
番
」
と
い
う
名
目
は
初
め
て
で
あ
る
。

「
名
代
言
送
帳
」
に
み
ら
れ
る
、
元
方
掛
名
代
の
時
期
か
ら
引
き
続
く
仕
事
と
し
て
は
、
①
紀
州
藩
関
係
の
業
務
（
紀
州
方
）、
②
月
番
・
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外
用
な
ど
の
月
ご
と
の
当
番
、
③
半
年
ご
と

の
店
卸
し
、
④
元
方
寄
会
へ
の
出
席
、
⑤

店
々
の
勘
定
目
録
の
押
切
り
、
⑥
寺
社
参
詣
、

⑦
法
事
・
葬
儀
等
の
仏
参
で
あ
る
。

①
紀
州
藩
関
係
の
業
務
は
、
こ
の
年
の
記
事

に
は
見
ら
れ
な
い
。

②
月
々
の
当
番
に
つ
い
て
は
、
三
月
・
六

月
・
一
〇
月
に
月
番
、
四
月
・
七
月
に
外

用
を
勤
め
て
い
る
（
第
20
表
）。

③
店
卸
し
に
つ
い
て
は
、
一
月
に
西
陣
方
、

七
月
に
絹
加
賀
方
を
勤
め
て
い
る
（
第
３

表
）。

④
元
方
寄
会
に
は
、
一
七
回
出
席
し
て
い
る
（
第
17
表
・
第
21
表
）。

⑤
店
々
の
目
録
の
押
切
り
は
、
三
月
一
七
日
に
上
之
店
、
三
月
二
一
日
に
紅
店
に
つ
い
て
勤
め
て
い
る
。

⑥
寺
社
参
詣
に
つ
い
て
は
、
閏
二
月
二
五
日
、
成
願
寺
講
に
出
席
し
て
い
る
。

⑦
法
事
・
葬
儀
等
の
仏
参
は
、
七
回
勤
め
て
い
る
（
第
22
表
）。

﹇
報
酬
そ
の
他
﹈

加
判
名
代
へ
の
昇
進
に
と
も
な
い
、「
大
元
方
勘
定
目
録
」
に
は
、
加
判
名
代
役
料
と
し
て
、
半
季
で
銀
一
貫
一
九
六
匁

二
分
五
厘
が
記
さ
れ
る
（
第
19
表
）。
第
６
表
の
規
定
と
比
べ
る
と
、
二
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
額
に
な
っ
て
い
る
。「
別
宅
役
料
増
減

年 月 担 当 職階

安

政

元

年

３月 勤 番

加

判

名

代

４月 勤 番

５月 ―

６月 月 番

７月 外 用

閏７月 月 番

８月 外 用

９月 ―

10月 ―

11月 月 番

12月 外 用

安

政

２

年

１月 月 番

２月 外 用

３月 ―

４月 月 番

５月 外 用

６月 ―

７月 月 番

８月 月 番

９月 外 用

10月 ―

11月 ―

12月 ―

１月 (不明)

年 月 担 当 職階

嘉

永

５

年

３月 月 番

加

判

名

代

４月 外 用

５月 ―

６月 月 番

７月 外 用

８月 ―

９月 ―

10月 月 番

11月 ―

12月 ―

嘉

永

６

年

１月 月 番

２月 ―

３月 ―

４月 月 番

５月 外 用

６月 ―

７月 月 番

８月 外 用

９月 ―

10月 ―

11月 勤 番

12月 勤 番

１月 勤 番

２月 勤 番

出所)「名代言送帳」(三井文庫所蔵史料 別1777，1778)。

注) 第２表に同じ。

第20表 市川忠三郎の当番勤務 (加判名代期)
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之
覚１

）
」
に
よ
る
と
、
嘉
永
二
年
秋
季
よ
り
、
元
〆
は
「
エ
掛
」（
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）、
加
判
名
代
は
「
エ
セ
サ
掛
」（
七
二
・
五
パ
ー
セ
ン

ト
）
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
と
付
合
す
る
。
加
判
名
代
の
役
料
が
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
も
、
第
６
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
大
元
方
負
担
分

（
元
方
出
し
）
と
本
店
負
担
分
（
店
出
し
）
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
同
じ
比
率
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
（
店
出
し
の
分
も
同
じ
比
率
で

減
額
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
）、
加
判
名
代
の
一
カ
年
の
役
料
は
、
第
６
表
に
示
さ
れ
た
額
の
二
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
減
の
銀
五
貫

五
〇

年 月 日 内 容

安

政

元

年

８月２日 元方御寄会

８月８日 元方内寄会

８月16日 元方月並御寄会

９月２日 元方御寄会

９月12日 元方臨時御寄会

９月16日 元方月並御寄会

10月２日 元方御寄会

10月16日 月並元方御寄会

11月２日 元方月並御寄会

11月16日 元方月並御寄会

11月22日 元方臨時御寄会

12月２日 元方御寄会

12月16日 元方月並御寄会

安

政

２

年

１月26日 元方初寄会

１月29日 元方功納寄会

２月２日 元方御寄会

２月８日 元方内寄会

２月10日 上之店初寄会

３月５日 元方御寄会

４月22日 元方臨時御寄会

５月２日 元方御寄会

５月16日 元方月並御寄会

６月２日 元方御寄会

７月２日 元方御寄会

７月26日 元方月並御寄会

７月29日 元方功納寄会

８月２日 元方御寄会

８月８日 元方内寄会

12月16日 元方月並御寄会

12月21日 元方臨時御寄会

12月23日 元方臨時御寄会

安

政

３

年

１月26日 元方初寄会

１月30日 元方功納寄会

２月２日 元方御寄会

２月８日 元方内寄会

２月10日 上之店初寄会

年 月 日 内 容

嘉

永

５

年

２月16日 元方御寄会

３月５日 元方御寄会

３月16日 元方御寄会

４月２日 元方月並御寄会

５月２日 元方御寄会

６月２日 元方御寄会

７月26日 元方初寄会

７月30日 元方功納御寄会

８月２日 元方月並御寄会

８月８日 元方内寄会

８月16日 元方月並御寄会

９月２日 元方月並御寄会

10月２日 元方月並御寄会

11月16日 元方月並御寄会

12月２日 元方月並御寄会

嘉

永

６

年

１月26日 元方初寄会

１月30日 元方功納寄会

２月８日 元方内寄会

４月２日 元方御寄会

５月２日 元方御寄会

５月16日 元方月並御寄会

８月２日 元方月並御寄会

８月５日 元方臨時御寄会

８月８日 元方内寄会

８月16日 元方月並御寄会

10月２日 元方月並御寄会

安

政

元

年

５月２日 元方御寄会

５月16日 元方月並御寄会

６月２日 元方御寄会

６月16日 元方御寄会

７月２日 元方御寄会

７月26日 元方月並御寄会

７月30日 元方功納寄会

閏７月２日 元方御寄会

閏７月16日 元方月並寄会

閏７月22日 元方臨時御寄会

出所)「名代言送帳」(三井文庫所蔵史料 別1777，1778)。

第21表 市川忠三郎の元方寄会等出席 (加判名代期)
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目
と
な
る
。
こ
の
ほ
か

同
じ
「
大
元
方
勘
定
目

録
」
に
は
「
紀
印
方
役

料
」
と
し
て
銀
三
二
二

匁
五
分
、「
若
山
下
り

太
儀
料
」
と
し
て
銀
四

三
匁
が
記
さ
れ
て
い
る２

）
。

嘉
永
六
丑
年
（
一

五
三
）
五
七
歳
・
四
四
年
目

﹇
席
次
﹈

一
月
の
時
点
で
の
店
内
席
次
は
、
三
番
目
。

﹇
名
代
言
送
帳
﹈

こ
の
年
の
特
筆
す
べ
き
こ
と
が
ら
の
第
一
は
、
九
月
二
日
の
元
方
寄
会
に
お
い
て
「
紀
州
方
」
の
勤
め
を
免
ぜ
ら
れ
た
こ

と
で
あ
る
。
跡
役
は
土
方
治
兵
衛
（
名
代
）
で
あ
っ
た
。

第
二
は
、
一
〇
月
一
一
日
、
江
戸
本
店
勤
番
の
た
め
、
江
戸
に
向
け
出
発
し
た
こ
と
で
あ
る
。
土
方
治
兵
衛
（
名
代
）
ら
三
人
に
見
送
ら

れ
た
が
、
蹴
上
へ
の
重
組
・
酒
の
持
参
は
酉
年
（
嘉
永
二
年
）
の
改
正
に
よ
り
、
料
物
に
代
え
ら
れ
て
い
る
。
三
年
ぶ
り
、
六
回
目
の
江
戸

勤
番
で
あ
っ
た
。
一
〇
月
三
〇
日
に
江
戸
到
着
。
忠
三
郎
が
江
戸
に
赴
く
前
の
六
月
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ペ
リ
ー
艦
隊
が
浦
賀
に
来
航
し
て

い
る
。

そ
の
ほ
か
「
名
代
言
送
帳
」
に
見
ら
れ
る
忠
三
郎
の
仕
事
は
以
下
の
通
り
。

年 月 日 内 容

嘉

永

５

年

３月６日 宗徹(北⑤)・祥月

６月18日 宗印(新①)・祥月

８月10日 宗友(南⑦)・初七日

９月４日 宗友・月忌

９月16日 宗友・六七日

10月６日 宗輝(新⑤)・祥月

11月19日 家原方・葬式

嘉
永
６
年

１月６日 宗節(北⑥)・祥月

５月16日 中川太右衛門(糸店勘

定名代)・葬式

５月26日 宗友(南⑦)・灰葬

６月18日 宗印(新①)・祥月

安

政

元

年

５月６日 宗寿(北①)・祥月

７月６日 真如堂墓参

閏７月21日 松本友六(間之町店勘

定名代)・葬式

10月７日 宗輝(新⑤)・祥月

11月15日 中野児丈(長崎買方

役)・百ケ日

安

政

２

年

２月６日 寿空(新⑤室)・十三回

忌╱宗輝(新⑤)・二十

七回忌

３月８日 宗以(伊②)・祥月

７月19日 山中伝兵衛(京両替店

加判名代)・葬式

８月21日 宗山(新③)・祥月╱宗

二(松④)三十三回忌

１月７日 宗節(北⑥)・祥月

出所)「名代言送帳」(三井文庫所蔵史料

別1777，1778)。

注) 第５表に同じ。

第22表 市川忠三郎の仏参

(加判名代期)
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・
紀
州
藩
関
係
の
業
務
と
し
て
は
、
二
月
二
三
日
に
、
江
戸
出
府
途
上
の
紀
州
藩
の
家
老
に
挨
拶
す
る
た
め
、
伏
見
に
出
向
い
て
い
る
（
忠

三
郎
に
は
「
紀
州
懸
り
」
の
肩
書
き
が
つ
い
て
い
る
）。
三
井
宗
六
（
北
三
井
家
七
代
高
就
）
の
和
歌
山
御
用
向
に
同
行
し
て
、
三
月
五

日
に
出
立
し
、
二
五
日
に
帰
京
し
て
い
る
。

・
月
々
の
当
番
に
つ
い
て
は
、
一
月
・
四
月
・
七
月
に
月
番
、
五
月
・

月
に
外
用
を
勤
め
て
い
る
（
第
20
表
）。

・
店
卸
し
に
つ
い
て
は
、
一
月
・
七
月
と
も
西
陣
方
を
担
当
し
て
い
る
（
第
３
表
）。

・
元
方
寄
会
に
は
一
一
回
出
席
し
て
い
る
（
第
21
表
）。

・
寺
社
参
詣
に
関
し
て
は
、
二
月
一
九
日
に
稲
荷
代
参
、
二
月
二
五
日
に
成
願
寺
講
に
出
席
し
て
い
る
。

・
法
事
・
葬
儀
等
の
仏
参
は
、
四
回
勤
め
て
い
る
（
第
22
表
）。

・
「
上
之
店
益
印
店
颪
改
」
を
、
一
月
一
〇
日
に
吉
仲
庄
太
郎
（
支
配
）
と
と
も
に
勤
め
て
い
る
。

﹇
報
酬
﹈

「
大
元
方
勘
定
目
録
」
春
季
・
秋
季
に
、
加
判
名
代
役
料
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
銀
一
貫
一
九
六
匁
二
分
五
厘
が
記
さ
れ
る
（
第
19

表
）。
こ
の
ほ
か
秋
季
に
は
「
紀
印
方
役
料
」
と
し
て
銀
三
二
二
匁
五
分
、「
若
山
下
り
太
儀
料
」
と
し
て
銀
四
三
匁
が
記
さ
れ
て
い
る３

）
）。

忠
三
郎
に
「
紀
印
方
役
料
」
が
支
給
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
年
の
秋
季
が
最
後
と
な
っ
て
い
る
。

安
政
元
寅
年
（
一

五
四
）
五

歳
・
四
五
年
目

﹇
席
次
﹈

一
月
の
時
点
で
の
店
内
席
次
は
、
三
番
目
。

﹇
名
代
言
送
帳
﹈

江
戸
勤
番
を
終
え
、
四
月
一
一
日
に
江
戸
を
出
立
。
東
海
道
経
由
で
二
一
日
に
帰
京
し
て
い
る
。

「
名
代
言
送
帳
」
に
見
ら
れ
る
忠
三
郎
の
仕
事
は
以
下
の
通
り
。

・
月
々
の
当
番
に
つ
い
て
は
、
六
月
・
閏
七
月
・
一
一
月
に
月
番
、
七
月
・

月
・
一
二
月
に
外
用
を
勤
め
て
い
る
（
第
20
表
）。
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・
店
卸
し
に
つ
い
て
は
、
七
月
に
唐
物
方
を
勤
め
て
い
る
（
第
３
表
）。
唐
物
方
は
、
最
高
責
任
者
が
棚
卸
し
を
担
当
す
る
部
署
で
あ
り
、

本
来
な
ら
ば
中
塚
徳
次
郎
か
、
中
井
茂
兵
衛
が
担
当
す
べ
き
と
こ
ろ
、
後
述
す
る
よ
う
に
両
人
と
も
病
気
で
引
き
籠
っ
て
い
た
た
め
、
忠

三
郎
が
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

・
元
方
寄
会
に
は
、
二
三
回
出
席
し
て
い
る
（
第
21
表
）。

・
店
々
の
目
録
の
押
切
り
は
、

月
一
二
日
に
勘
定
場
、
二
五
日
に
上
之
店
、
一
〇
月
七
日
に
紅
店
に
つ
い
て
勤
め
て
い
る
。

・
上
之
店
益
印
代
呂
物
改
を
、
七
月
二
七
日
に
勤
め
て
い
る
。

・
寺
社
参
詣
に
つ
い
て
は
、

月
二
二
日
に
木
嶋
社
の
顕
名
霊
神
に
社
参
、
九
月
二
五
日
に
は
成
願
寺
講
に
出
席
し
て
い
る
。

・
法
事
・
葬
儀
等
の
仏
参
は
、
五
回
勤
め
て
い
る
（
第
22
表
）。

・
春
季
末
の
七
月
一
四
日
に
は
、
支
配
役
の
手
代
を
連
れ
て
、
北
三
井
家
を
訪
れ
、
初
荷
下
し
と
諸
払
方
が
無
事
済
ん
だ
こ
と
を
報
告
し
て

い
る
。
こ
れ
も
中
塚
徳
次
郎
か
、
中
井
茂
兵
衛
が
勤
め
る
べ
き
と
こ
ろ
を
忠
三
郎
が
代
行
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
忠
三
郎
は
、

天
保
六
年
（
一

三
五
）
に
は
支
配
役
の
筆
頭
と
し
て
、
当
時
の
元
方
掛
名
代
に
同
道
し
て
、
こ
の
勤
め
を
果
た
し
て
い
る
。

・
一
〇
月
一
九
日
の
蛭
子
講
内
祝
に
出
勤
し
、
本
膳
を
供
さ
れ
て
い
る
。

﹇
報
酬
そ
の
他
﹈

「
内
永
書
」
に
よ
る
と
、
閏
七
月
に
、
忠
三
郎
、
井
上
甚
三
郎
（
元
方
掛
名
代
）、
土
方
治
兵
衛
（
名
代
）
の
三
人
に

「
太
儀
料
」
が
下
さ
れ
て
い
る
。
中
塚
徳
次
郎
（
元
〆
）、
中
井
茂
兵
衛
（
加
判
名
代
）
が
病
気
で
引
き
籠
っ
て
い
る
な
か
、
初
荷
を
工
面
よ

く
下
す
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
の
が
理
由
で
あ
る
。
忠
三
郎
の
分
は
銀
二
五
枚
で
あ
る
（
史
料
３
①
）。

こ
の
年
に
は
、
亥
子
丑
（
嘉
永
四
・
五
・
六
年
）
の
割
銀
と
し
て
別
合
力
等
を
あ
わ
せ
て
銀
一
〇
貫
二
七
〇
目
が
申
し
渡
さ
れ
て
い
る

（
第
13
表
）。

「
大
元
方
勘
定
目
録
」
春
季
・
秋
季
に
は
、
加
判
名
代
役
料
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
一
貫
一
九
六
匁
二
分
五
厘
が
記
さ
れ
て
い
る
（
第
19
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表
）。

安
政
二
卯
年
（
一

五
五
）
五
九
歳
・
四
六
年
目

﹇
席
次
﹈

一
月
の
時
点
で
の
店
内
席
次
は
、
三
番
目
。
一
〇
月
に
中
塚
徳
次
郎
（
元
〆
）
が
退
役
し
た
こ
と
に
よ
り
一
つ
上
が
り
二
番
目
と

な
る
。

﹇
名
代
言
送
帳
﹈

一
月
一
二
日
、
大
坂
表
御
用
向
の
た
め
大
坂
に
船
で
下
り
、
一
五
日
に
帰
京
し
て
い
る
。

二
月
二
六
日
、
江
州
の
佐
々
木
神
社
に
代
参
の
た
め
出
立
し
、
二
九
日
に
帰
京
し
て
い
る
。

九
月
一
四
日
、
江
戸
表
御
用
向
の
た
め
江
戸
に
出
立
。
江
戸
勤
番
で
は
な
く
、
短
め
の
出
張
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
忠
三
郎
が
江
戸
滞
在

中
の
一
〇
月
二
日
、
安
政
の
大
地
震
が
起
き
て
い
る
。
こ
の
地
震
で
江
戸
の
越
後
屋
の
店
々
は
大
破
し
、
土
蔵
は
潰
れ
、
抱
屋
敷
が
類
焼
す

る
な
ど
大
き
な
被
害
を
う
け
た４

）
。
一
一
月
二

日
に
江
戸
を
出
立
し
、
一
二
月
九
日
に
京
都
に
帰
着
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
「
名
代
言
送
帳
」
に
見
ら
れ
る
忠
三
郎
の
仕
事
は
以
下
の
通
り
。

・
月
々
の
当
番
に
つ
い
て
は
、
一
月
・
四
月
・
七
月
・

月
に
月
番
、
二
月
・
五
月
・
九
月
に
外
用
を
勤
め
て
い
る
（
第
20
表
）。

・
店
卸
し
に
つ
い
て
は
、
一
月
・
七
月
と
も
絹
方
を
勤
め
て
い
る
（
第
３
表
）。

・
元
方
寄
会
に
は
一
七
回
出
席
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
二
月
一
〇
日
に
は
、
上
之
店
の
初
寄
会
に
も
出
席
し
て
い
る
（
第
21
表
）。

・
他
店
の
目
録
の
押
切
り
は
、
四
月
一
〇
日
に
上
之
店
、
二
四
日
に
勘
定
場
、
五
月
一
〇
日
に
紅
店
に
つ
い
て
勤
め
て
い
る
。

・
法
事
・
葬
儀
等
の
仏
参
は
、
五
回
勤
め
て
い
る
（
第
22
表
）。

・
年
末
の
一
二
月
二
九
日
、
支
配
役
を
連
れ
て
北
三
井
家
を
訪
れ
、
歳
暮
の
祝
詞
と
年
末
の
仕
舞
方
が
無
事
済
ん
だ
報
告
を
し
て
い
る
。

﹇
報
酬
﹈
「
大
元
方
勘
定
目
録
」
春
季
・
秋
季
に
、
加
判
名
代
役
料
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
銀
一
貫
一
九
六
匁
二
分
五
厘
が
記
さ
れ
て
い
る
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（
第
19
表
）。

１
）
「
忠
銀
内
建
帳

六
番
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
一
九
七
九
）。

２
）
「
大
元
方
勘
定
目
録
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
三
一
二
九
）。

３
）
「
大
元
方
勘
定
目
録
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
三
一
三
一
）。

４
）
『
三
井
事
業
史

本
篇
一
』（
一
九

〇
年
）
五

四
ペ
ー
ジ
。

六

元
〆
期
（
六
〇
歳
〜
六
九
歳
）

安
政
三
辰
年
（
一

五
六
）
六
〇
歳
・
四
七
年
目

﹇
席
次
﹈

一
月
の
時
点
で
の
店
内
席
次
は
、
二
番
目
。

﹇
名
代
言
送
帳
﹈

二
月
一
六
日
、
月
並
寄
会
に
お
い
て
、
中
井
茂
兵
衛
（
加
判
名
代
）
と
と
も
に
、
元
〆
役
へ
の
昇
進
が
申
し
渡
さ
れ
た
。

手
代
の
最
高
位
に
到
達
し
た
こ
と
に
な
る
。

「
名
代
言
送
帳
」
に
み
ら
れ
る
、
加
判
名
代
の
時
期
か
ら
引
き
続
く
仕
事
と
し
て
は
、
①
月
番
・
外
用
な
ど
の
月
ご
と
の
当
番
、
②
半
年

ご
と
の
店
卸
し
、
③
元
方
寄
会
へ
の
出
席
、
④
店
々
の
勘
定
目
録
の
押
切
り
、
⑤
寺
社
参
詣
、
⑥
法
事
・
葬
儀
等
の
仏
参
で
あ
る
。

①
月
々
の
当
番
に
つ
い
て
は
、
五
月
に
月
番
、
二
月
・
六
月
・
九
月
に
外
用
を
勤
め
て
い
る
。
た
だ
し
、
月
番
・
外
用
と
も
こ
の
年
を
最
後

と
し
て
以
後
見
ら
れ
な
く
な
る
（
第
23
表
）。

②
店
卸
し
に
つ
い
て
は
、
一
月
に
唐
物
方
・
絹
方
、
七
月
に
唐
物
方
を
勤
め
て
い
る
（
第
３
表
）。
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③
元
方
寄
会
に
は
、
二
七
回
出
席
し
て
い
る
（
第
21
表
・
第
24
表
）。

④
店
々
の
目
録
の
押
切
り
に
つ
い
て
は
、
こ
の
年
に
は
記
事
が
見
ら
れ
な
い
。
一
月
二
二
日
、
上
之
店
益
印
代
呂
物
改
を
勤
め
て
い
る
。

⑤
寺
社
参
詣
に
つ
い
て
は
、
二
月
二
五
日
、
九
月
二
五
日
に
成
願
寺
講
に
出
席
、

月
二
二
日
に
は
木
嶋
社
の
顕
名
霊
神
に
社
参
し
て
い
る
。

⑥
法
事
・
葬
儀
等
の
仏
参
は
、
五
回
勤
め
て
い
る
（
第
22
表
・
第
25
表
）。

な
お
、
一
〇
月
一
九
日
の
蛭
子
講
内
祝
に
際
し
て
は
、
出
勤
し
て
本
膳
を
供
さ
れ
て
い
る
。

﹇
報
酬
﹈

元
〆
へ
の
昇
進
に
と
も
な
い
、「
大
元
方
勘
定
目
録
」
に
は
、
元
〆
役
料
と
し
て
、
半
季
で
銀
二
貫
四
七
五
匁
が
記
さ
れ
る
（
一

カ
年
に
銀
四
貫
九
五
〇
匁
）（
第
19
表
）。
第
６
表
の
規
定
と
比
べ
る
と
、
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
額
に
な
っ
て
い
る
。「
別
宅
役
料
増
減

之
覚１

）
」
に
よ
る
と
、
安
政
元
年
の
江
戸
大
火
と
翌
年
の
大
地
震
に
よ
る
被
害
を
理
由
に
、
安
政
三
年
春
季
よ
り
、
元
〆
か
ら
元
方
掛
名
代
ま

で
が
「
サ
サ
掛
」（
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
）、
勘
定
名
代
・
名
代
が
「
カ
サ
掛
」（
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
）、
後
見
が
「
エ
掛
」（
七
〇
パ
ー
セ
ン

ト
）、
通
勤
支
配
が
「
エ
サ
掛
」（
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
と
付
合
す
る
。

安
政
四
巳
年
（
一

五
七
）
六
一
歳
・
四

年
目

﹇
席
次
﹈

一
月
の
時
点
の
店
内
席
次
は
二
番
目
。
二
月
一
六
日
に
中
井
茂
兵

衛
（
元
〆
）
が
退
役
し
た
た
め
、
席
次
が
一
位
に
繰
り
上
が
っ
た
。

﹇
名
代
言
送
帳
﹈
「
名
代
言
送
帳
」
に
見
ら
れ
る
忠
三
郎
の
仕
事
は
以
下
の

通
り
。

・
月
々
の
当
番
に
つ
い
て
は
、
も
は
や
勤
め
て
い
な
い
。
京
本
店
の
最
高
位

と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

年 月 担 当 職階

安

政

３

年

２月 外 用

元

〆

３月 ―

４月 ―

５月 月 番

６月 外 用

７月 ―

９月 外 用

10月 ―

11月 ―

12月 ―

出所)「名代言送帳」(三

井文庫所蔵史料

別1778，1779)。

注) 第２表に同じ。

第23表 市川忠三郎の

当番勤務

(元〆期)

京本店元〆市川忠三郎奉公履歴 (続)(西坂)
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年 月 日 内 容

文

久

元

年

１月26日 元方御寄会

１月29日 元方功納御寄会

２月２日 元方御寄会

２月10日 上之店初寄会

２月16日 元方月並御寄会

３月５日 元方御寄会

３月16日 元方月並御寄会

４月２日 元方御寄会

４月16日 元方月並御寄会

７月２日 元方御寄会

７月26日 元方月並御寄会

７月30日 元方功納寄会

８月２日 元方御寄会

８月８日 元方内寄会

８月16日 元方月並御寄会

９月２日 元方御寄会

９月16日 元方月並御寄会

10月16日 元方月並御寄会

11月２日 元方月並御寄会

12月２日 元方御寄会

12月16日 元方月並御寄会

文

久

２

年

１月26日 元方御寄会

１月30日 元方功納御寄会

２月２日 元方御寄会

２月10日 上之店初寄会

２月13日 紅店初寄会

２月16日 元方月並御寄会

３月５日 元方御寄会

３月16日 元方御寄会

４月２日 元方御寄会

４月16日 月並元方御寄会

５月２日 元方御寄会

５月16日 元方月並御寄会

６月２日 元方御寄会

６月16日 元方月並御寄会

７月２日 元方御寄会

７月26日 元方月並御寄会

７月29日 元方功納寄会

８月２日 元方月並御寄会

８月16日 月並元方御寄会

閏８月２日 元方御寄会

９月２日 元方御寄会

９月16日 元方月並御寄会

出所)「名代言送帳」(三井文庫所

蔵史料 別1778～1780)。

年 月 日 内 容

安

政

６

年

７月２日 元方御寄会

７月26日 元方月並御寄会

７月30日 元方功納寄会

８月２日 元方御寄会

８月８日 元方内寄会

８月16日 月並元方御寄会

９月２日 元方御寄会

９月16日 元方月並御寄会

10月２日 元方御寄会

10月16日 月並元方御寄会

11月２日 元方御寄会

11月16日 元方御寄会

12月２日 元方御寄会

12月16日 元方月並御寄会

万

延

元

年

１月20日 元方臨時御寄会

１月26日 元方初御寄会

１月30日 元方功納御寄会

２月２日 元方御寄会

２月８日 元方内寄会

２月９日 上之店初寄会

２月16日 元方月並御寄会

３月５日 元方御寄会

３月16日 元方月並御寄会

閏３月２日 元方御寄会

閏３月16日 元方月並御寄会

４月２日 元方御寄会

４月16日 月並元方御寄会

５月２日 元方御寄会

５月16日 元方月並御寄会

６月２日 元方御寄会

６月16日 元方月並御寄会

７月２日 元方御寄会

７月26日 元方月並御寄会

７月29日 元方功納寄会

８月２日 元方月並御寄会

８月８日 元方内寄会

８月16日 月並元方御寄会

９月２日 元方月並御寄会

９月16日 元方月並御寄会

10月２日 元方御寄会

10月16日 月並御寄会

11月２日 元方御寄会

11月16日 元方月並御寄会

12月２日 元方御寄会

12月16日 元方月並御寄会
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年 月 日 内 容

安

政

４

年

10月２日 元方御寄会

10月16日 月並元方御寄会

11月２日 元方御寄会

11月16日 元方月並御寄会

12月２日 元方御寄会

12月16日 元方御寄会

安

政

５

年

１月26日 元方月並御寄会

１月29日 元方功納寄会

２月２日 元方御寄会

２月８日 元方内寄会

２月16日 元方月並御寄会

３月５日 元方御寄会

３月16日 元方御寄会

４月２日 元方御寄会

５月２日 元方御寄会

５月16日 月並元方御寄会

６月２日 元方御寄会

６月16日 元方月並御寄会

７月２日 元方月並御寄会

７月26日 元方月並御寄会

７月30日 元方功納寄会

８月２日 元方月並御寄会

８月16日 月並元方御寄会

９月２日 元方御寄会

９月16日 元方月並御寄会

10月２日 元方御寄会

10月16日 元方月並御寄会

11月２日 元方御寄会

11月16日 元方月並御寄会

安

政

６

年

１月26日 元方御寄会

１月30日 元方功納御寄会

２月２日 元方御寄会

２月８日 元方内寄会

２月９日 上之店初寄会

２月16日 元方月並御寄会

３月５日 元方御寄会

３月16日 元方月並御寄会

３月24日 元方臨時御寄会

４月２日 元方御寄会

４月16日 元方月並御寄会

５月２日 元方月並御寄会

５月16日 元方月並御寄会

６月２日 元方臨時御寄会

６月16日 元方月並御寄会

年 月 日 内 容

安

政

３

年

２月16日 元方月並御寄会

３月５日 元方御寄会

３月16日 元方月並御寄会

４月２日 元方御寄会

４月16日 月並元方御寄会

４月20日 元方臨時御寄会

５月２日 元方御寄会

５月16日 元方月並御寄会

６月２日 元方御寄会

６月16日 元方月並御寄会

７月２日 元方月並御寄会

７月26日 元方月並御寄会

７月29日 元方功納寄会

８月２日 元方月並御寄会

８月８日 元方内寄会

９月２日 元方月並御寄会

９月16日 元方月並御寄会

10月２日 元方御寄会

10月16日 元方月並御寄会

11月２日 元方月並御寄会

11月16日 元方月並御寄会

12月２日 元方御寄会

12月16日 元方月並御寄会

安

政

４

年

１月26日 元方初寄会

２月７日 元方月並御寄会

２月８日 元方内寄会

２月９日 上之店初寄会

２月21日 元方臨時御寄会

３月５日 元方御寄会

３月16日 元方月並寄会

４月２日 元方御寄会

４月16日 元方月並御寄会

５月２日 元方御寄会

５月16日 月並元方御寄会

閏５月２日 元方御寄会

閏５月15日 月並元方御寄会

６月16日 月並元方御寄会

７月２日 月並御寄会

７月26日 元方月並御寄会

７月29日 元方功納寄会

８月２日 元方御寄会

８月16日 元方月並御寄会

９月２日 元方御寄会

９月16日 月並御寄会出席

第24表 市川忠三郎の元方寄会等出席 (元〆期)

京本店元〆市川忠三郎奉公履歴 (続)(西坂)
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・
法
事
・
葬
儀
等
の
仏
参
が
、
前
年
の
五
回
に
比
べ
大
幅
に
増
加
し
、
都
合
二
〇
回
勤
め
て
い
る
（
第
25
表
）。

・
店
卸
し
に
つ
い
て
は
、
一
月
に
絹
方
、
七
月
に
唐
物
方
を
勤
め
て
い
る
。
こ
れ
以
後
、
店
卸
し
の
担
当
は
唐
物
方
で
一
定
す
る
（
第
３

表
）。

・
元
方
寄
会
に
は
、
二
六
回
出
席
し
て
い
る
。
二
月
に
は
上
之
店
の
初
寄
会
に
出
席
し
て
い
る
（
第
24
表
）。

・
寺
社
参
詣
に
つ
い
て
は
、

月
二
二
日
、
木
嶋
社
に
顕
名
霊
神
神
事
に
つ
き
社
参
し
て
い
る
。

・
一
月
二
〇
日
、
大
坂
に
船
で
下
り
、
二
二
日
に
帰
京
し
て
い
る
。

・
春
季
末
の
七
月
一
四
日
に
は
、
支
配
役
を
連
れ
て
北
三
井
家
を
訪
れ
、
初
荷
下
し
と
諸
払
方
が
無
事
済
ん
だ
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

・
年
末
の
一
二
月
二

日
に
は
、
三
井
家
同
族
宅
な
ら
び
に
店
々
を
廻
っ
て
「
歳
暮
御
礼
」
を
勤
め
て
い
る
。
ま
た
一
二
月
三
〇
日
に
は
、

支
配
役
を
連
れ
て
北
三
井
家
・
新
町
三
井
家
を
訪
れ
、
歳
暮
祝
詞
と
年
末
の
仕
舞
方
が
無
事
済
ん
だ
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

﹇
報
酬
﹈

こ
の
年
に
は
、
寅
卯
辰
（
安
政
元
・
二
・
三
年
）
の
割
銀
と
し
て
別
合
力
等
を
あ
わ
せ
て
銀
一
六
貫

七
九
匁
が
申
し
渡
さ
れ
て

い
る
（
第
９
表
）。
前
回
に
比
べ
る
と
五
割
以
上
増
加
し
て
い
る
。

元
〆
役
料
に
つ
い
て
は
、
こ
の
年
の
「
大
元
方
勘
定
目
録
」
が
欠
け
て
い
る
の
で
、
不
明
で
あ
る
。

安
政
五
午
年
（
一

五

）
六
二
歳
・
四
九
年
目

﹇
席
次
﹈

一
月
の
時
点
の
店
内
席
次
は
一
番
目
。
別
宅
手
代
と
し
て
は
、
忠
次
郎
の
下
に
、
井
上
甚
三
郎
（
加
判
名
代
）、
土
方
伊
兵
衛

（
勘
定
名
代
）、
吉
仲
庄
太
郎
（
名
代
）、
中
塚
茂
次
郎
（
通
勤
支
配
）
の
四
人
が
い
た
。

﹇
名
代
言
送
帳
﹈

こ
の
年
の
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、

月
に
嫡
子
の
徳
松
が
病
死
す
る
と
い
う
不
幸
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
と
、
一
一
月
に
江

戸
に
下
向
し
た
こ
と
で
あ
る
。
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年 月 日 内 容

安

政

５

年

４月25日 宗温・灰葬

５月６日 宗栄(伊①)・百五十回

忌法事(西教寺)

５月16日 宗温・初月忌

５月28日 宗温・尽七日

７月６日 真如堂墓参

７月25日 宗温・百ケ日

８月21日 宗山(新③)・祥月

９月10日 中村徳兵衛養母・葬式

10月６日 宗輝(新⑤)・祥月

10月13日 寿讃(北①室)・祥月

10月17日 宗清(北②)・祥月

10月27日 宗巴(伊③)・祥月

安

政

６

年

１月21日 中井太右衛門(元〆退

役)・中陰施餓鬼

３月８日 宗以(伊②)・祥月

３月11日 井上甚三郎(加判名

代)・葬式

３月15日 井上甚三郎・初七日

３月28日 井上甚三郎・三七日退

夜

４月６日 宗栄(伊①)・祥月／井

上甚三郎・四七日

５月６日 宗寿(北①)・祥月╱宗

粛(永⑤)・二十三回忌

６月５日 賢之助(北⑧男)・灰葬

７月６日 真如堂墓参

９月９日 宗億(新②)・祥月

10月６日 宗輝(新⑤)・祥月

10月13日 寿讃(北①室)・祥月

10月17日 崇清(北②)・祥月

11月15日 一成(北④)・祥月

万

延

元

年

１月６日 宗節(北⑥)・祥月

２月27日 宗和(小⑥)・三回忌

３月６日 宗徹(北⑤)・祥月

４月13日 宗本(室⑦)・五十回忌

４月15日 宗温(新⑥)・三回忌

４月24日 宗湛(小⑤)・二十三回

忌╱寿林(小②室)・百

回忌

４月28日 小森伊三次(加判名

代)・葬式

年 月 日 内 容

安

政

３

年

５月６日 宗寿(北①)・祥月

９月13日 寿讃(北①室)・祥月

11月27日 宗竺(北②)・祥月

12月15日 岡田九右衛門(糸店勘

定名代)・葬式

安

政

４

年

１月６日 宗潤(伊⑥)・初七日╱

宗節(北⑥)・祥月

３月６日 宗徹(北⑤)・祥月

４月６日 宗栄(伊①)・祥月

４月12日 宗潤・百ケ日

５月６日 宗寿(北①)・祥月

５月23日 宗陸(北⑦)・初七日

５月25日 宗陸・灰葬

６月17日 宗陸・月忌

６月18日 宗印(新①)・祥月

６月19日 宗陸・五七日

７月６日 真如堂墓参

８月９日 元 (伊⑥)・葬式

８月10日 元 ・灰葬

８月21日 宗山(新③)・祥月

９月20日 宗億(新②)・祥月

９月23日 寿光(北①六男室)・百

五十回忌

10月13日 寿讃(北①妻)・祥月

10月27日 宗巴(伊③)・祥月

11月15日 一成(北④)・祥月

11月27日 宗竺(北②)・祥月

安

政

５

年

３月２日 宗和(小⑥)・初七日

３月８日 宗以(伊②)・祥月

３月17日 宗陸(北⑦)・一周忌╱

宗和・初月忌

３月27日 宗和・尽七日

４月７日 宗栄(伊①)・百五十回

忌開闢法事

４月８日 丸山芳太郎(大元〆跡)

母・葬式

４月12日 宗栄(伊①)・百五十回

忌逮夜

４月13日 宗栄(伊①)・百五十回

忌法事

４月21日 宗温(新⑥)・初七日

４月24日 宗温・葬式

第25表 市川忠三郎の仏参 (元〆期)
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月
四
日
、
嫡
子
の
徳
松
が
、
急
病
の
た

め
死
去
し
た
。
徳
松
は
三
日
の
昼
頃
か
ら

「
疫
痢
之
症
」
を
発
し
、
療
養
の
手
が
尽
く

さ
れ
た
が
、
翌
四
日
の
七
ツ
半
時
に
死
去
し

て
し
ま
っ
た
。
数
え
で
一
〇
歳
で
あ
っ
た
。

徳
松
の
葬
儀
は
、

月
六
日
に
七
条
（
七
条

道
場
か
）
に
お
い
て
営
ま
れ
た
。
内
帳
場
、

野
帳
場
は
京
本
店
の
手
代
が
担
当
し
、
店
か

ら
は
土
方
伊
兵
衛
（
勘
定
名
代
）、
泉
平
吉

（
支
配
）、
ほ
か
に
別
宅
中
、
相
続
講
、
三
栄

講
か
ら
も
参
列
者
が
あ
っ
た
。
忠
三
郎
は
、

月

日
の
元
方
内
寄
会
は
欠
席
し
た
が
、

月
一
六
日
の
月
並
寄
会
か
ら
は
出
席
を
再

開
し
て
い
る
。

一
一
月
二
四
日
、
江
戸
表
用
向
の
た
め
、

東
海
道
経
由
で
江
戸
に
下
っ
た
。
今
回
の
用

向
き
は
、
一
一
月
一
五
日
の
江
戸
表
の
出
火

で
、
駿
河
町
の
越
後
屋
の
店
舗
を
は
じ
め
抱

年 月 日 内 容

文

久

元

年

９月20日 宗億(新②)・祥月

10月６日 宗輝(新⑤)・祥月

10月13日 栄昌院(北①室)・祥月

11月15日 一成(北④)・祥月

11月27日 宗竺(北②)・祥月

文

久

２

年

１月６日 宗節(北⑥)・祥月

１月25日 宗韻(松⑥)・七回忌

２月13日 佐々木喜左衛門(上之

店通勤支配)・五七日

３月６日 宗徹(北⑤)・祥月

３月８日 宗以(伊②)・祥月

４月６日 宗栄(伊①)・祥月

４月15日 宗温(新⑥)・祥月

５月６日 宗寿(北①)・祥月

７月６日 真如堂墓参╱寿禅(新

⑥室)二十三回忌╱宗

吟(新⑦)・三回忌

８月21日 宗山(新③)・祥月／妙

音・光明供

閏８月28日 田宮弥七(加判名代跡)

実母・葬式

９月20日 宗億(新②)・祥月／一

色藤四郎(江戸本店)・

法事

年 月 日 内 容

万

延

元

年

５月６日 宗寿(北①)・祥月／小

森伊三次・四七日

５月28日 小森伊三次・尽七日

６月18日 宗印(新①)・祥月

７月６日 真如堂墓参

７月25日 宗吟(新⑦)・初七日

８月10日 宗吟・三七日

９月17日 宗 (新④)・五十回忌

╱宗厳(室⑧)・二十七

回忌

９月20日 宗億(新②)・祥月／中

塚道仁(元〆退役)・施

餓鬼

10月６日 宗輝(新⑤)・祥月

10月13日 寿讃(北①妻)・祥月

10月17日 宗清(北②)・祥月／浄

観(小野⑤)・祥月

11月15日 一成(北④)・祥月

文

久

元

年

２月７日 村田浄意(江戸向店後

見格)・六七日光明供

３月６日 宗幹(松⑤)・二十三回

忌

４月６日 宗栄(伊①)・祥月

７月６日 真如堂墓参

８月21日 宗山(新③)・祥月

出所)「名代言送帳」(三井文庫所蔵史料 別1778～1780)。

注) 第５表に同じ。
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屋
敷
が
類
焼
し
た
事
態
に
対
応
す
る
た
め
の
も
の
だ
っ
た２

）
。
一
二
月
二
七
日
、
用
向
き
を
終
え
て
江
戸
を
出
立
し
、
東
海
道
経
由
で
帰
途
に

つ
い
た
（
京
都
着
は
翌
年
の
一
月

日
）。

そ
の
ほ
か
「
名
代
言
送
帳
」
に
見
ら
れ
る
忠
三
郎
の
仕
事
は
以
下
の
通
り
。

・
大
坂
表
用
向
と
し
て
、
一
月
一
九
日
、

郎
右
衛
門
（
北
三
井
家

代
高
福
）
に
付
き
添
っ
て
大
坂
に
下
り
、
二
一
日
に
帰
京
し
て
い
る
。

六
月
二
四
日
に
も
ま
た
大
坂
に
下
り
、
二
七
日
に
帰
京
し
て
い
る
。

・
店
卸
し
に
つ
い
て
は
、
一
月
・
七
月
と
も
唐
物
方
を
担
当
し
て
い
る
（
第
３
表
）。

・
元
方
寄
会
に
は
、
二
三
回
出
席
し
て
い
る
（
第
24
表
）。

・
寺
社
参
詣
に
つ
い
て
は
、
二
月
二
五
日
、
九
月
二
五
日
、
成
願
寺
講
に
出
席
し
て
い
る
。

・
法
事
・
葬
儀
等
の
仏
参
は
、
二
二
回
勤
め
て
い
る
（
第
25
表
）。

・
春
季
末
の
七
月
一
四
日
に
は
、
北
三
井
家
を
訪
れ
、
初
荷
下
し
と
諸
払
方
が
無
事
済
ん
だ
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

・
一
〇
月
一
九
日
の
蛭
子
講
内
祝
に
際
し
て
は
、
出
勤
し
て
本
膳
を
供
さ
れ
て
い
る
。

﹇
報
酬
そ
の
他
﹈

元
〆
役
料
は
、
秋
季
の
「
大
元
方
勘
定
目
録
」
に
よ
る
と
（
春
季
分
は
史
料
欠
）、
半
季
で
銀
二
貫
九
二
五
匁
に
上
昇
し

て
い
る
（
一
カ
年
に
換
算
す
る
と
銀
五
貫

五
〇
目
）（
第
19
表
）。
第
６
表
の
規
定
と
比
べ
た
削
減
率
は
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
年
の
秋
季
以
降
「
通
勤
元
手
銀
預
控
」
が
残
っ
て
お
り
、
忠
三
郎
の
預
け
銀
の
額
が
判
明
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
を
ま
と
め
た
も

の
が
第
26
表
で
あ
る
。
安
政
五
年
（
一

五

）
秋
季
の
期
首
の
預
高
と
し
て
、
銀
一
六
九
貫
九
五
〇
匁
一
分
一
厘
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

第
８
表
に
よ
る
と
、
天
保
九
年
（
一

三

）
秋
季
が
、
銀
二
三
貫
七
〇
〇
匁
二
分
七
厘
で
あ
っ
た
の
で
、
二
〇
年
間
に
七
倍
に
増
え
た
こ

と
が
わ
か
る
。
第
26
表
に
よ
れ
ば
、
安
政
五
年
秋
季
に
は
銀
一
五
貫
六
九
二
匁
余
が
引
き
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
使
途
は
詳
ら
か
に
で
き

な
い
。
徳
松
の
葬
儀
に
関
す
る
費
用
か
、
ま
た
は
自
己
資
金
の
活
用
の
た
め
の
何
ら
か
の
投
資
的
な
支
出
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
ほ
か
秋
季

京本店元〆市川忠三郎奉公履歴 (続)(西坂)
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第
26表

市
川
忠
三
郎
の
通
勤
元
手
銀
預
り
額

(安
政
５
年
秋
季
～
慶
応
元
年
秋
季
)

年
季

期
首

利
息

預
り

割
銀
預
り

渡
し

合
計

安
政
５
年
秋
季

169貫
950匁

11
３
貫
282匁

15貫
692匁

05
157貫

540匁
13

安
政
６
年
春
季

157貫
540匁

13
３
貫
880匁

６
貫
860匁

87
154貫

559匁
26

(1859)
秋
季

154貫
559匁

26
３
貫
282匁

３
貫
193匁

81
16貫

879匁
(寅

卯
辰
)

177貫
914匁

07

万
延
元
年
春
季

177貫
914匁

07
４
貫
485匁

３
貫
291匁

07
185貫

680匁
14

(1860)
秋
季

185貫
680匁

14
３
貫
282匁

343匁
89

188貫
618匁

25

文
久
元
年
春
季

188貫
618匁

25
３
貫
880匁

１
貫
415匁

17
193貫

913匁
42

(1861)
秋
季

193貫
913匁

42
３
貫
282匁

９
貫
241匁

86
206貫

437匁
28

文
久
２
年
春
季

206貫
437匁

28
３
貫
880匁

16貫
593匁

48
226貫

910匁
76

(1862)
秋
季

226貫
910匁

76
３
貫
282匁

23貫
414匁

(巳
午
未
)

926匁
82

253貫
277匁

94

文
久
３
年
春
季

253貫
277匁

94
３
貫
880匁

455匁
12

256貫
702匁

82

(1863)
秋
季

256貫
702匁

82
３
貫
282匁

267匁
99

260貫
252匁

81

元
治
元
年
春
季

260貫
252匁

81
３
貫
880匁

117匁
58

264貫
250匁

39

(1864)
秋
季

264貫
250匁

39
３
貫
282匁

１
貫
450匁

99
266貫

081匁
４

慶
応
元
年
春
季

266貫
081匁

４
４
貫
48 5匁

36貫
9 92匁

96
233貫

563匁
44

(1865)
秋
季

233貫
563匁

44
(退

勤
方
振
ル
)

出
所
)
「
通
勤
元
手
銀
預
控

十
五
」
(三

井
文
庫
所
蔵
史
料

本
1928)。
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に
は
、
店
へ
の
預
け
銀
の
半
期
分
利
息
と
し
て
、
銀
三
貫
二

二
匁
が
繰
り
込
ま
れ
て
い
る３

）
。

ち
な
み
に
第
27
表
は
、
安
政
五
年
秋
季
の
本
店
一
巻
の
別
宅
手
代
の
通
勤
元
手
銀
預
り
額
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
忠
三
郎
の
預
額
が

格
段
に
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
次
い
で
多
い
の
は
、
や
は
り
元
〆
役
を
勤
め
る
奥
村
忠
右
衛
門
（
大
坂
本
店
）
で
、
こ
れ
も
銀
一
〇
〇
貫
目

を
こ
え
て
い
る
。

安
政
六
未
年
（
一

五
九
）
六
三
歳
・
五
〇
年
目

﹇
席
次
﹈

一
月
の
時
点
の
店
内
席
次
は
一
番
目
。

﹇
名
代
言
送
帳
﹈

こ
の
年
の
六
月
に
は
、
越
後
屋
の
横
浜
店
が
店
開

き
し
て
い
る
。

忠
三
郎
に
関
し
て
、
こ
の
年
の
特
筆
す
べ
き
こ
と
と
し
て
は
、
四

月
一
四
日
、
室
町
通
竹
屋
町
下
ル
町
（
鏡
屋
町
）
東
側
に
転
居
し
た

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

そ
の
ほ
か
「
名
代
言
送
帳
」
に
見
ら
れ
る
忠
三
郎
の
仕
事
は
以
下

の
通
り
。

・
大
坂
表
御
用
向
の
た
め
、
一
〇
月
一
九
日
に
大
坂
に
下
り
、
二
三

日
に
帰
京
し
て
い
る
。

・
店
卸
し
に
つ
い
て
は
、
前
年
同
様
、
一
月
・
七
月
と
も
唐
物
方
を

担
当
し
て
い
る
（
第
３
表
）。

所 属 職 階 名 前 通勤元手銀預り高 (期首)

京本店 元 〆 市川忠三郎 銀169貫950匁１

加判名代 井上甚三郎 36貫993匁15

勘定名代 土方治兵衛 63貫494匁55

名 代 吉仲庄太郎 17貫650匁03

通勤支配 中塚茂次郎 20貫006匁33

江戸本店 加判名代 福井文十郎 24貫748匁87

元方掛名代 中村安兵衛 29貫374匁44

勘定名代 一色藤四郎 14貫995匁54

後 見 鍬形佐兵衛 ８貫297匁14

後見格 沢木新四郎 ８貫145匁18

大坂本店 元 〆 奥村忠右衛門 111貫390匁31

勘定名代 金川新太郎 13貫362匁11

後見格 土田次郎助 10貫612匁３

江戸向店 元方掛名代 刀根喜三郎 15貫394匁31

後見格 藤村徳三郎 ８貫522匁98

出所)「通勤元手銀預控 十五」(三井文庫所蔵史料 本1928)。

第27表 本店一巻別宅手代の通勤元手銀預り額

(安政５年秋季)

京本店元〆市川忠三郎奉公履歴 (続)(西坂)

155



・
元
方
寄
会
に
は
、
二

回
出
席
し
て
い
る
。
二
月
に
は
上
之
店
の
初
寄
会
に
出
席
し
て
い
る
（
第
24
表
）。

・
寺
社
参
詣
に
つ
い
て
は
、

月
二
二
日
に
は
木
嶋
社
の
顕
名
霊
神
神
事
に
社
参
、
九
月
二
五
日
は
成
願
寺
講
に
出
席
し
て
い
る
。

・
六
月
二
二
日
に
は
、
こ
の
月
に
開
店
し
た
横
浜
店
に
つ
い
て
、
北
三
井
家
の
稲
荷
に
「
御
千
度
」
を
、
木
村
忠
兵
衛
（
勘
定
名
代
）
ら
四

人
と
と
も
に
勤
め
て
い
る
。

・
法
事
・
葬
儀
等
の
仏
参
は
、
一
四
回
勤
め
て
い
る
（
第
25
表
）。

・
春
季
末
の
七
月
一
四
日
に
は
、
北
三
井
家
を
訪
れ
、
初
荷
下
し
と
諸
払
方
が
無
事
済
ん
だ
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
年
末
の
一
二
月
三
〇

日
に
も
、
北
三
井
家
を
訪
れ
、
歳
暮
祝
詞
と
年
末
の
仕
舞
方
が
無
事
済
ん
だ
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

﹇
報
酬
そ
の
他
﹈

「
内
永
書
」
に
よ
る
と
、

月
六
日
、
月
並
寄
会
に
て
「
太
儀
料
」
銀
三
〇
枚
が
申
し
渡
さ
れ
た
。
春
季
以
来
人
手
が
少

な
く
、
心
配
事
が
多
い
中
で
骨
を
折
っ
た
と
い
う
こ
と
に
よ
る
（
史
料
３
②
）。

元
〆
役
料
に
つ
い
て
は
、
こ
の
年
の
「
大
元
方
勘
定
目
録
」
が
欠
け
て
い
る
の
で
、
不
明
で
あ
る
。

「
通
勤
元
手
銀
預
控
」
に
よ
る
と
、
預
銀
の
利
息
と
し
て
、
春
季
・
秋
季
あ
わ
せ
て
七
貫
一
六
二
匁
が
繰
り
込
ま
れ
て
い
る
（
第
26
表
）。

万
延
元
申
年
（
一

六
〇
）
六
四
歳
・
五
一
年
目

﹇
席
次
﹈

一
月
の
時
点
の
店
内
席
次
は
一
番
目
。

﹇
名
代
言
送
帳
﹈

「
名
代
言
送
帳
」
に
見
ら
れ
る
忠
三
郎
の
仕
事
は
以
下
の
通
り
。

・
大
坂
表
御
用
向
と
い
う
こ
と
で
、
大
坂
に
三
度
下
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
一
月
一
四
日
に
次
郎
右
衛
門
（
北
三
井
家
九
代
高
就
）
と
と
も
に

大
坂
に
下
り
、
一
六
日
に
帰
京
。
二
回
目
は
、
九
月
一
〇
日
に
下
り
、
一
三
日
に
帰
京
。
三
回
目
は
、
一
一
月
二
五
日
に
三
郎
助
（
小
石

川
三
井
家
七
代
高
喜
）
に
同
行
し
て
下
り
、
二
九
日
に
帰
京
し
て
い
る
。
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・
店
卸
し
に
つ
い
て
は
、
一
月
・
七
月
と
も
唐
物
方
を
担
当
し
て
い
る
（
第
３
表
）。

・
元
方
寄
会
へ
の
出
席
は
三
〇
回
を
数
え
る
。
二
月
に
は
上
之
店
の
初
寄
会
に
出
席
し
て
い
る
（
第
24
表
）。

・
寺
社
参
詣
に
つ
い
て
は
、
二
月
二
三
日
に
稲
荷
代
参
、
九
月
二
二
日
に
木
嶋
社
の
顕
名
霊
神
神
事
に
つ
き
社
参
し
て
い
る
。

・
一
〇
月
一
九
日
の
蛭
子
講
内
祝
に
際
し
て
は
、
出
勤
し
て
本
膳
を
供
さ
れ
て
い
る
。

・
法
事
・
葬
儀
等
の
仏
参
は
、
一
九
回
勤
め
て
い
る
（
第
25
表
）。

・
春
季
末
の
七
月
一
四
日
に
は
、
北
三
井
家
を
訪
れ
、
初
荷
下
し
と
諸
払
方
が
無
事
済
ん
だ
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
ま
た
年
末
の
一
二
月

三
〇
日
に
も
、
北
三
井
家
を
訪
れ
、
歳
暮
祝
詞
と
年
末
の
仕
舞
方
が
無
事
済
ん
だ
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
年
の
四
月
、
忠
三
郎
は
、
京
本
店
支
配
役
の
上
島
半
三
郎
を
養
子
に
す
る
こ
と
を
願
い
出
て
い
る
（
史
料
５
）。
こ
の
場
合

の
養
子
と
は
、
娘
お
仲
の
婿
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
店
に
出
さ
れ
た
願
書
に
よ
る
と
、
養
子
を
希
望
す
る
理
由
に
つ
い
て
は

「
追
々
及
老
年
、
相
続
人
無
御
座
、
心
配
仕
候
ニ
付
」
と
あ
る
。
上
島
半
三
郎
は
、
天
保
七
年
（
一

三
六
）
三
月
よ
り
奉
公
開
始
。
親
は

京
都
新
町
通
御
池
下
ル
町
（
神
明
町
）
の
亀
屋
半
助
で
あ
る
。
弘
化
四
年
（
一

四
七
）
九
月
に
小
川
二
条
下
ル
町
の
越
中
屋
七
右
衛
門
に

親
元
（
宿
元
）
を
直
し
、
新
た
に
請
状
を
出
し
て
い
る
が
、
仔
細
は
不
明
で
あ
る
。
忠
三
郎
か
ら
の
養
子
願
に
先
立
つ
閏
三
月
に
は
、
半
三

郎
の
当
時
の
宿
元
で
あ
る
蛭
子
屋
徳
兵
衛
か
ら
、
京
本
店
に
宛
て
て
、「
養
子
入
家
願
」
が
出
さ
れ
て
い
る
（
史
料
４
）。

﹇
報
酬
﹈

こ
の
年
に
は
、
巳
午
未
（
安
政
四
・
五
・
六
年
）
の
割
銀
と
し
て
、
別
合
力
等
を
あ
わ
せ
て
銀
二
三
貫
四
一
四
匁
が
申
し
渡
さ
れ

て
い
る
（
第
９
表
）。

「
大
元
方
勘
定
目
録
」
春
季
・
秋
季
に
、
元
〆
役
料
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
銀
二
貫
九
二
五
匁
が
記
さ
れ
て
い
る
（
一
ヵ
年
で
銀
五
貫

五

〇
匁
）。
春
季
に
は
「
閏
月
増
」
と
し
て
銀
四

七
匁
五
分
、
秋
季
に
は
「

木
高
直
ニ
付
増
」
と
し
て
銀
一
四
六
匁
二
分
五
厘
が
付
け
加

え
ら
れ
て
い
る
（
第
19
表
）。
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「
通
勤
元
手
銀
預
控
」
に
よ
る
と
、
預
銀
の
利
息
と
し
て
、
春
季
・
秋
季
あ
わ
せ
て
七
貫
七
六
七
匁
が
繰
り
こ
ま
れ
て
い
る
（
第
26
表
）。

文
久
元
酉
年
（
一

六
一
）
六
五
歳
・
五
二
年
目

﹇
席
次
﹈

一
月
の
時
点
の
店
内
席
次
は
、
一
番
目
。

﹇
名
代
言
送
帳
﹈

前
年
四
月
に
願
い
出
て
い
た
、
上
嶋
半
三
郎
を
養
子
と
す
る
件
に
つ
い
て
は
、
こ
の
年
の
二
月
二
七
日
に
認
め
ら
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
上
嶋
半
三
郎
は
、
市
川
半
三
郎
と
改
め
ら
れ
た
。「
賄
方
永
代
帳
」
に
は
、
店
お
よ
び
大
元
方
・
本
店
の
別
宅
手
代
か
ら
の
祝

儀
が
記
載
さ
れ
て
い
る４

）
。

半
三
郎
は
、
京
本
店
の
支
配
役
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
年
の
一
月
一

日
に
退
役
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。「
名
代
言
送
帳
」
の
一
月
一

日
の
記
事
に
よ
る
と
、
半
三
郎
に
つ
い
て
は
「
親
類
相
続
筋
ニ
付
無
拠
暇
」
を
願
っ
た
の
で
「
首
尾
能
御
暇
望
性
銀
等
」
を
申
し
渡
し
た

が
、
紅
店
が
人
手
が
足
り
な
い
た
め
本
店
支
配
並
と
し
て
同
店
に
雇
勤
め
を
命
じ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
四
月
二
二
日
に
は
「
市
川
半
三
郎
、

今
日
日
執
宜
、
引
越
被
致
候
ニ
付
、
先
格
之
通
於
台
所
盃
い
た
し
」
と
記
さ
れ
、
半
三
郎
が
京
本
店
か
ら
引
越
し
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

忠
三
郎
は
、
四
月
二
一
日
、
江
戸
表
御
用
向
の
た
め
、
中
山
道
を
江
戸
に
向
け
て
下
っ
た
。
二
カ
月
弱
の
滞
在
の
後
、
六
月
一

日
に
江

戸
を
た
ち
、
東
海
道
を
経
て
六
月
二
九
日
に
帰
京
し
た
。
忠
三
郎
に
と
っ
て
は
、
別
宅
手
代
に
な
っ
て
か
ら

回
目
の
、
そ
し
て
最
後
の
江

戸
行
き
と
な
っ
た
。

そ
の
ほ
か
「
名
代
言
送
帳
」
に
見
ら
れ
る
忠
三
郎
の
仕
事
は
以
下
の
通
り
。

・
一
月
一
三
日
、
大
坂
表
御
用
向
の
た
め
、
三
郎
助
（
高
喜
）
に
同
道
し
大
坂
に
下
り
、
一
六
日
に
帰
京
し
て
い
る
。

・
店
卸
し
に
つ
い
て
は
、
一
月
・
七
月
と
も
唐
物
方
を
勤
め
て
い
る
（
第
３
表
）。

・
元
方
寄
会
に
は
二
〇
回
出
席
し
て
い
る
（
第
24
表
）。
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・
寺
社
参
詣
に
つ
い
て
は
、

月
二
二
日
、
木
嶋
社
の
顕
名
霊
神
神
事
に
つ
き
社
参
、
九
月
二
四
日
、
成
願
寺
講
に
出
席
し
て
い
る
。

・
一
〇
月
一
九
日
の
蛭
子
講
内
祝
に
際
し
て
は
、
出
勤
し
て
本
膳
を
供
さ
れ
て
い
る
。

・
法
事
・
葬
儀
等
の
仏
参
は
、
一
〇
回
勤
め
て
い
る
（
第
25
表
）。

・
春
季
末
の
七
月
一
四
日
に
は
、
北
三
井
家
を
訪
れ
、
初
荷
下
し
と
諸
払
方
が
無
事
済
ん
だ
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
ま
た
年
末
の
一
二
月

三
〇
日
に
は
、
北
三
井
家
に
、
歳
暮
祝
詞
と
年
末
の
仕
舞
方
が
無
事
済
ん
だ
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

﹇
報
酬
そ
の
他
﹈

「
内
永
書
」
に
よ
る
と
、
忠
三
郎
が
「
江
戸
表

横
浜
店
見
繕
」
の
た
め
に
江
戸
に
下
っ
た
こ
と
に
対
し
、
七
月
に
「
太

儀
料
」
と
し
て
銀
三
五
枚
が
申
し
渡
さ
れ
て
い
る
（
史
料
３
②
）。

「
大
元
方
勘
定
目
録
」
春
季
・
秋
季
に
、
元
〆
役
料
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
銀
二
貫
九
二
五
匁
が
記
さ
れ
て
い
る
（
一
ヵ
年
で
銀
五
貫

五

〇
匁
）。
春
季
・
秋
季
と
も
「

木
高
直
ニ
付
増
」
と
し
て
銀
一
四
六
匁
二
分
五
厘
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
（
第
19
表
）。

「
通
勤
元
手
銀
預
控
」
に
よ
る
と
、
預
銀
の
利
息
と
し
て
、
春
季
・
秋
季
あ
わ
せ
て
七
貫
一
六
二
匁
が
繰
り
込
ま
れ
て
い
る
（
第
26
表
）。

文
久
二
戌
年
（
一

六
二
）
六
六
歳
・
五
三
年
目

﹇
席
次
﹈

一
月
の
時
点
の
店
内
席
次
は
一
番
目
。

﹇
名
代
言
送
帳
﹈

こ
の
年
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
秋
頃
（
九
月
下
旬
か
ら
一
〇
月
初
旬
の
時
期
）
に
、
忠
三
郎
が
病
に
倒
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
一
〇
月
一
九
日
の
蛭
子
講
の
記
事
に
は
、
忠
三
郎
に
関
し
て
「
不
快
ニ
付
不
参
」
と
あ
る
。
一
〇
月
以
降
、
寄
会
、
神
社
参
詣
、
法

事
・
葬
儀
等
の
仏
参
に
関
す
る
記
事
も
な
く
な
る
。

「
賄
方
永
代
帳
」
に
よ
る
と
、
一
〇
月

日
、「
時
候
当
」
で
体
調
を
崩
し
、
家
で
養
生
し
て
い
る
忠
三
郎
に
対
し
、
見
舞
い
と
し
て
干
菓

子
一
折
（
代
銀
一
二
匁
）
が
お
く
ら
れ
て
い
る５

）
。
慶
応
元
年
七
月
一
日
に
忠
三
郎
が
死
去
し
た
際
の
「
名
代
言
送
帳
」
の
記
事
に
は
「
中
風
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之
気
味
合
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
中
風
で
倒
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

「
名
代
言
送
帳
」
に
見
ら
れ
る
、
病
気
に
な
る
以
前
の
、
忠
三
郎
の
仕
事
は
以
下
の
通
り
。

・
大
坂
表
御
用
向
の
た
め
、
一
月
一
四
日
、
大
坂
に
下
り
、
一
六
日
に
帰
京
し
て
い
る
。

・
店
卸
し
に
つ
い
て
は
、
一
月
・
七
月
と
も
唐
物
方
を
担
当
し
て
い
る
。
こ
の
七
月
が
店
卸
し
で
担
当

部
署
を
受
け
持
っ
た
最
後
と
な
っ
た
（
第
３
表
）。

・
元
方
寄
会
に
は
、
九
月
一
六
日
を
最
後
と
し
て
二
〇
回
出
席
し
て
い
る
。
二
月
に
は
上
之
店
・
紅
店

の
初
寄
会
に
も
出
席
し
て
い
る
（
第
24
表
）。

・
寺
社
参
詣
に
つ
い
て
は
、
二
月
一
六
日
に
稲
荷
代
参
、
二
月
二
五
日
に
成
願
寺
講
に
出
席
し
、

月

二
二
日
は
木
嶋
顕
名
霊
神
神
事
に
参
詣
し
て
い
る
。

・
法
事
・
葬
儀
等
の
仏
参
は
、
九
月
二
〇
日
ま
で
に
一
二
回
勤
め
て
い
る
（
第
25
表
）。

・
春
季
末
の
七
月
一
四
日
に
は
、
北
三
井
家
を
訪
れ
、
初
荷
下
し
と
諸
払
方
が
無
事
済
ん
だ
こ
と
を
報

告
し
て
い
る
。

﹇
報
酬
﹈

「
内
永
書
」
に
よ
る
と
、
九
月
に
忠
三
郎
と
吉
仲
庄
太
郎
に
対
し
「
太
儀
料
」
が
申
し
渡
さ

れ
て
い
る
。
理
由
は
「
春
来
不
人
、
殊
ニ
時
節
柄
何
角
骨
折
」
と
い
う
こ
と
で
、
忠
三
郎
に
与
え
ら
れ

た
銀
額
は
銀
三
〇
枚
で
あ
る
（
史
料
３
②
）。

元
〆
役
料
は
、「
大
元
方
勘
定
目
録
」
に
よ
る
と
、
半
季
で
銀
三
貫
三
七
五
匁
（
一
カ
年
銀
六
貫
七

五
〇
目
）
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
（
第
19
表
）。
第
６
表
の
規
定
と
比
べ
た
削
減
率
は
二
五
パ
ー
セ

ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。「
別
宅
役
料
増
減
之
覚
」
に
よ
る
と
「
諸
品
格
外
之
高
直
」
を
理
由
に
文
久
二

第28表 京本店別宅手代の役料 (文久２年春季)

職 階 名 前 a大元方出し b店出し １年分：(a＋b)×２

元 〆 市川忠三郎 銀３貫375匁 ― ６貫750匁

加判名代 木村忠兵衛 １貫012匁５ １貫687匁５ ５貫400匁

勘定名代 吉仲庄太郎 ― ２貫312匁５ ４貫625匁

後 見 中井茂兵衛 ― １貫781匁25 ３貫562匁５

出所)「大元方勘定目録」(三井文庫所蔵史料 続2411-1)，「忠銀内建帳」(三井文庫

所蔵史料 本1979)。
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年
春
季
よ
り
、
元
〆
か
ら
元
方
掛
名
代
ま
で
は
「
エ
半
掛
」（
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
）、
勘
定
名
代
・
名
代
は
「
チ
半
掛
」（

五
パ
ー
セ
ン

ト
）、
後
見
・
通
勤
支
配
は
「
ウ
半
掛
」（
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
と
付
合
す
る
。
秋
季
に
は
「
閏
月
増
」
と
い
う
こ
と

で
銀
五
六
二
匁
五
分
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
（
第
19
表
）。

「
通
勤
元
手
銀
預
控
」
に
よ
る
と
、
預
銀
の
利
息
と
し
て
、
春
季
・
秋
季
あ
わ
せ
て
銀
七
貫
一
六
二
匁
が
繰
り
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
巳

午
未
分
の
割
銀
二
三
貫
四
一
四
匁
も
繰
り
込
ま
れ
て
い
る
（
第
26
表
）。

文
久
三
亥
年
（
一

六
三
）
六
七
歳
・
五
四
年
目

﹇
席
次
﹈

一
月
の
時
点
の
店
内
席
次
は
一
番
目
。

﹇
名
代
言
送
帳
﹈

忠
三
郎
は
、
居
宅
で
養
生
を
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
一
〇
月
一
九
日
の
蛭
子
講
の
記
事
に
は
、
出
席
者
と
し
て
市
川
忠

三
郎
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
、
元
方
寄
会
へ
の
出
席
、
店
卸
し
、
寺
社
参
詣
、
法
事
・
葬
儀
等
の
仏
参
な
ど
に
関
す
る
記
事

に
は
忠
三
郎
の
名
は
あ
ら
わ
れ
な
い
。

「
賄
方
永
代
帳
」
に
よ
る
と
、
一
二
月
五
日
に
、
寒
中
見
舞
い
を
か
ね
て
店
か
ら
忠
三
郎
に
干
菓
子
一
折
（
代
銀
一
一
匁
）
が
贈
ら
れ
て

い
る
の
だ
が
、
そ
の
際
の
記
述
に
「
病
気
ニ
付
、
昨
冬
よ
り
在
宿
養
生
罷
在
、
折
々
出
勤
被
致
候
へ
共
」
と
あ
る６

）
。
忠
三
郎
の
病
状
は
完
治

に
は
至
ら
な
い
も
の
の
、
家
で
養
生
し
な
が
ら
、
時
々
は
京
本
店
に
出
勤
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

﹇
報
酬
そ
の
他
﹈

「
大
元
方
勘
定
目
録
」
春
季
・
秋
季
に
、
元
〆
役
料
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
銀
三
貫
三
七
五
匁
が
記
さ
れ
て
い
る
（
一
ヵ
年

で
銀
六
貫
七
五
〇
匁
）（
第
19
表
）。

こ
の
年
に
は
、
申
酉
戌
（
万
延
元
・
文
久
元
・
同
二
年
）
の
割
銀
と
し
て
、
別
合
力
等
を
あ
わ
せ
て
銀
二

貫
九
九
四
匁
が
申
し
渡
さ
れ

て
い
る
（
第
９
表
）。
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「
通
勤
元
手
銀
預
控
」
に
よ
る
と
、
預
銀
の
利
息
と
し
て
、
春
季
・
秋
季
あ
わ
せ
て
七
貫
一
六
二
匁
が
繰
り
込
ま
れ
て
い
る
（
第
26
表
）。

元
治
元
子
年
（
一

六
四
）
六

歳
・
五
五
年
目

﹇
席
次
﹈

一
月
の
時
点
の
店
内
席
次
は
一
番
目
。

﹇
名
代
言
送
帳
﹈

七
月
一
九
日
、
禁
門
の
変
に
よ
り
、
京
本
店
・
両
替
店
・
勘
定
場
等
が
類
焼
し
た
。「
内
永
書
」
に
よ
る
と
、
市
川
忠
三

郎
に
も
「
類
焼
ニ
付
」「
御
合
力
太
儀
料
」
が
遣
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
忠
三
郎
の
居
宅
（
安
政
六
年
に
転
居
し
た
室
町
通
竹
屋
町
下

ル
町
）
も
類
焼
し
た
ら
し
い
（
史
料
３
②
）。

月

日
の
「
別
宅
中
不
残
類
焼
ニ
付
、
当
分
仮
宅
住
居
左
ニ
」
と
い
う
記
事
の
中
に
、
市

川
忠
三
郎
に
つ
い
て
の
記
載
も
あ
り
、
忠
三
郎
が
中
筋
通
知
恵
光
院
西
入
町
（
菱
屋
町
）
の
借
宅
に
落
ち
着
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
元
方
寄

会
へ
の
出
席
、
店
卸
し
、
寺
社
参
詣
、
法
事
・
葬
儀
等
の
仏
参
な
ど
を
勤
め
た
記
事
は
見
ら
れ
な
い
。

﹇
報
酬
﹈

「
大
元
方
勘
定
目
録
」
春
季
・
秋
季
に
、
元
〆
役
料
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
前
年
と
同
額
の
銀
三
貫
三
七
五
匁
が
記
さ
れ
て
い
る

（
一
ヵ
年
銀
六
貫
七
五
〇
匁
）。
秋
季
に
は
「
諸
色
高
直
ニ
付
増
」
と
し
て
銀
六
七
五
匁
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
（
第
19
表
）。

「
通
勤
元
手
銀
預
控
」
に
よ
る
と
、
預
銀
の
利
息
と
し
て
、
春
季
・
秋
季
あ
わ
せ
て
七
貫
一
六
二
匁
が
繰
り
込
ま
れ
て
い
る
（
第
26
表
）。

慶
応
元
丑
年
（
一

六
五
）
六
九
歳
・
五
六
年
目

﹇
席
次
﹈

一
月
の
時
点
の
店
内
席
次
は
一
番
目
。

﹇
名
代
言
送
帳
﹈

こ
の
年
の
七
月
、
忠
三
郎
は
、
六
九
年
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

こ
れ
に
先
立
つ
四
月
、
忠
三
郎
は
、
大
元
方
・
京
本
店
・
京
両
替
店
等
の
別
宅
手
代
一
二
人
に
対
し
て
、
退
身
願
を
提
出
し
て
い
る
（
史

料
６
）。
こ
の
願
書
に
は
、
こ
れ
ま
で
健
康
が
す
ぐ
れ
ず
養
生
を
続
け
て
き
た
が
、
全
快
の
見
通
し
が
付
か
な
い
と
い
う
医
者
の
見
立
て
で
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あ
る
こ
と
、
具
体
的
に
は
「
未
眼
気
等
茂
不
宜
、
遠
方
歩
行
難
出
来
」
と
い
う
状
況
で
あ
る
こ
と
を
退
身
の
理
由
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。

「
賄
方
永
代
帳
」
に
よ
る
と
、
六
月
四
日
「
病
気
に
て
久
々
在
宿
養
生
罷
在
」
る
忠
三
郎
に
対
し
、
店
か
ら
暑
中
見
舞
い
を
か
ね
て
、
白

砂
糖
一
斤
半
（
代
銀
二
〇
匁
二
分
）
が
お
く
ら
れ
て
い
る７

）
。

「
名
代
言
送
帳
」
に
よ
る
と
、
六
月
一
七
日
に
は
、
京
本
店
の
森
藤
五
郎
（
名
代
）、
細
田
源
次
郎
（
支
配
）、
河
野
喜
太
郎
（
組
頭
）
が
、

忠
三
郎
の
病
気
全
快
を
願
っ
て
、
北
野
天
満
宮
で
御
百
度
参
り
を
勤
め
て
い
る
。
こ
の
こ
ろ
、
忠
三
郎
の
病
状
の
悪
化
が
進
ん
で
い
た
も
の

か
も
し
れ
な
い
。

七
月
一
日
、
市
川
忠
三
郎
死
去
。
行
年
六
九
歳
、
法
名
は
「
忠
誉
致
寛
義
法
禅
定
門
」
で
あ
っ
た
。「
名
代
言
送
帳
」
の
こ
の
日
の
記
事

に
よ
れ
ば
、
忠
三
郎
は
六
月
の
中
旬
ご
ろ
か
ら
「
時
候
当
り
」
で
下
痢
の
症
状
を
起
こ
し
、
福
井
丹
波
守
、
高
階
安
芸
守
の
二
人
の
朝
廷
御

用
医
師
の
診
察
・
投
薬
を
う
け
た
が
、
回
復
し
な
い
ま
ま
、
七
月
一
日
の
暁
卯
刻
に
世
を
去
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

七
月
三
日
、
忠
三
郎
（
義
法
）
の
葬
儀
が
、
七
条
で
営
ま
れ
た
。

七
月
六
日
、
忠
三
郎
（
義
法
）
の
初
七
日
。
店
々
か
ら
規
定
通
り
に
香
奠
が
送
ら
れ
た８

）
。
三
井
家
同
族
か
ら
は
志
と
し
て
、
真
如
堂
に
お

い
て
施
餓
鬼
が
執
行
さ
れ
て
い
る
。
七
月
一
一
日
、
忠
三
郎
（
義
法
）
の
二
七
日
に
は
吉
仲
庄
太
郎
以
下
四
名
が
仏
参
し
た
。
以
後
、
三
七

日
（
七
月
二
一
日
）、
四
七
日
（
七
月
三
〇
日
）、
五
七
日
（

月
六
日
）、
六
七
日
（

月
一
二
日
）、
尽
七
日
（

月
一
七
日
）
に
、
そ
れ

ぞ
れ
別
宅
手
代
は
じ
め
四
名
の
手
代
が
、
代
わ
る
代
わ
る
仏
参
し
て
い
る
。

月
二
〇
日
に
は
、
忠
三
郎
（
義
法
）
の
遺
言
に
よ
り
、
別
宅
手
代
と
支
配
役
の
手
代
に
対
し
て
「
遺
物
」
が
贈
ら
れ
て
い
る
（
支
配
役

へ
は
掛
物
一
幅
）。

﹇
報
酬
そ
の
他
﹈

「
大
元
方
勘
定
目
録
」
春
季
に
、
元
〆
役
料
と
し
て
銀
三
貫
三
七
五
匁
、
閏
月
増
と
し
て
銀
六
七
五
匁
、
諸
色
高
直
ニ
付

増
と
し
て
銀
六
七
五
匁
が
記
さ
れ
て
い
る
（
第
19
表
）。
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「
通
勤
元
手
銀
預
控
」
に
よ
る
と
、
預

銀
の
利
息
と
し
て
、
春
季
分
と
し
て
銀
四

貫
四

五
匁
が
繰
り
こ
ま
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
秋
季
の
期
首
の
時
点
で
、
銀
二
三
三

貫
五
六
三
匁
四
分
四
厘
が
記
録
さ
れ
、

「
退
勤
方
振
ル
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
第

26
表
）。
こ
の
額
が
「
通
勤
退
役
預
銀
控
」

と
い
う
帳
簿
に
移
さ
れ
る
。
こ
の
「
通
勤

退
役
預
銀
控
」
に
お
い
て
は
半
季
ご
と
に
、

利
息
・
預
り
・
渡
分
が
計
算
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
を
ま
と
め
た
の
が
第
29
表
で
あ
る
。
預
り
と
し
て
は
、
申
酉
戌
（
万
延
元
・
文
久
元
・
同
二
年
）
の
割
銀
二

貫
九
九
四
匁
、
亥
子
丑

（
文
久
三
・
元
治
元
・
慶
応
元
年
）
の
割
銀
二
二
貫
〇
六
四
匁
が
加
え
ら
れ
、
総
額
は
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
。
明
治
元
年
（
一

六

）
秋
季
ま
で
記
載
が
あ
り
、
そ
の
時
点
で
の
店
に
預
け
ら
れ
た
額
は
、
銀
二
七
七
貫
一
七
一
匁
七
分
一
厘
に
達
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
「
大
元
方
勘
定
目
録
」
に
よ
る
と
、
慶
応
元
年
（
一

六
五
）
秋
季
か
ら
明
治
元
年
（
一

六

）
春
季
ま
で
の
六
季
に
わ
た

り
、「
元
〆
隠
居
料
」
の
項
目
な
か
に
、「
元
〆
役
市
川
義
法
死
後
半
役
料
」
と
し
て
銀
一
貫
六

七
匁
五
分
（
生
前
の
元
〆
役
料
半
年
分＝

銀
三
貫
三
七
五
匁
の
半
額
）
が
計
上
さ
れ
て
い
る
（
第
19
表
）。
こ
れ
は
第
29
表
の
「
通
勤
退
役
預
銀
控
」
の
「
預
り
」
と
し
て
は
記
載
さ

れ
て
い
な
い
の
で
、
別
途
、
遺
族
に
渡
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る９

）
。

第
29表

市
川
義
法

(忠
三
郎
)
の
通
勤
退
役
銀
預
り
額

(慶
応
元
年
～
明
治
元
年
)

年
季

期
首

利
息

預
り

渡
し

期
末
合
計

慶
応
元
年
秋
季

銀
233貫

563匁
44

銀
２
貫
502匁

５
銀
28貫

994匁
(申

酉
戌
割
銀
)

銀
３
貫
895匁

83
銀
261貫

164匁
11

慶
応
２
年
春
季

261貫
164匁

11
２
貫
958匁

５
３
貫
880匁

92
260貫

240匁
69

同
秋
季

260貫
240匁

69
２
貫
502匁

５
４
貫
935匁

７
257貫

807匁
49

慶
応
３
年
春
季

257貫
807匁

49
２
貫
958匁

５
４
貫
174匁

９
256貫

590匁
09

同
秋
季

256貫
590匁

09
２
貫
502匁

５
３
貫
754匁

78
255貫

337匁
81

明
治
元
年
春
季

255貫
337匁

81
３
貫
412匁

５
３
貫
507匁

98
255貫

242匁
33

同
秋
季

255貫
242匁

33
２
貫
502匁

５
22貫

064匁
(亥

子
丑
割
銀
)

２
貫
637匁

12
277貫

171匁
71

出
所
)
「
通
勤
退
役
銀
預
控

拾
五
」
(三

井
文
庫
所
蔵
史
料

続
1777)。
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１
）
「
忠
銀
内
建
帳

六
番
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
一
九
七
九
）。

２
）
『
三
井
事
業
史

本
篇
一
』（
一
九

〇
年
）
五

四
ペ
ー
ジ
。

３
）
「
通
勤
元
手
銀
預
控

拾
五
」（
本
一
九
二

）
の
冒
頭
に
は
、
預
銀
に
対
す
る
利
息
に
つ
い
て
の
規
程
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
（
天
明

年
春

季
改
定
）。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
別
宅
手
代
の
店
へ
の
預
銀
の
う
ち
銀
三
〇
貫
目
ま
で
は
「
月
チ
朱
」（
月
〇
・

パ
ー
セ
ン
ト
）、
そ
れ
を
超
え

た
分
は
職
階
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
限
度
額
ま
で
「
年
サ
歩
」（
年
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
利
息
が
つ
き
、
限
度
額
以
上
の
預
銀
は
無
利
息
と
な
る
。

職
階
ご
と
の
利
息
が
つ
く
限
度
額
は
、
大
元
〆
が
銀
一
六
〇
貫
目
、
元
〆
が
一
三
〇
貫
目
、
加
判
名
代
が
一
〇
〇
貫
目
、
元
方
掛
名
代
が

〇

貫
目
、
勘
定
名
代
が
六
〇
貫
目
、
名
代
が
五
〇
貫
目
、
後
見
が
三
五
貫
目
、
通
勤
支
配
が
三
〇
貫
目
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
銀
三
〇
貫
目
ま
で

の
利
息
は
、
弘
化
元
年
か
ら
、
月
カ
朱
（
月
〇
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
る
。

４
）
「
賄
方
永
代
帳
」
文
久
二
年
二
月
二
四
日
の
記
事
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
一
五
六
〇
乙
）。

５
）
「
賄
方
永
代
帳
」
文
久
二
年
一
〇
月

日
の
記
事
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
一
五
六
〇
乙
）。

６
）
「
賄
方
永
代
帳
」
文
久
三
年
一
二
月
五
日
の
記
事
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
一
五
六
〇
乙
）。

７
）
「
賄
方
永
代
帳
」
慶
応
元
年
六
月
四
日
の
記
事
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
一
五
六
〇
乙
）。

８
）

ち
な
み
に
慶
応
元
年
の
春
季
の
「
大
元
方
勘
定
目
録
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
二
四
一
四

一
）
に
は
、「
元
〆
役
市
川
忠
三
郎
、
死
去

香
奠
」
と
し
て
金
一
両
の
支
出
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

９
）

明
治
一
五
年
「
西
京
相
続
講
中
履
歴
一
綴
」（
史
料
７
）
に
よ
る
と
、「
二
代
目
忠
三
郎
妻
市
川
な
か
」
の
名
義
で
相
続
講
に
加
入
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
「
な
か
」
は
、
天
保
一
二
年
に
忠
三
郎
と
よ
し
の
間
に
生
ま
れ
、
翌
年
に
疱
瘡
に
罹
っ
た
「
お
仲
」
で
あ
ろ
う
。
住
所

の
「
室
町
竹
屋
町
下
ル
鏡
屋
町
」
は
、
安
政
六
年
に
忠
三
郎
が
転
居
し
た
住
所
の
ま
ま
で
あ
る
。
職
業
が
「
雑
業
」
と
あ
る
の
は
、
忠
三
郎
が

「
無
商
売
ニ
而
勤
仕
」
し
た
た
め
、
自
分
商
売
を
営
ん
で
い
な
か
っ
た
こ
と
の
表
れ
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

な
か
の
夫
で
あ
る
半
三
郎
こ
と
二
代
目
忠
三
郎
は
、
明
治
以
降
も
、
紅
店
か
ら
西
京
本
店
に
転
じ
て
勤
務
を
続
け
、
明
治
一
二
年
に
は
支
配

格
雇
勤
に
な
っ
て
い
る
。
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そ
の
後
、
市
川
家
は
、
市
川
長
次
郎
と
い
う
人
物
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
市
川
長
次
郎
は
、
明
治
四
四
年
（
一
九
一

一
）

月
に
、
三
井
家
編
纂
室
が
大
阪
三
越
店
に
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
際
に
聞
き
取
り
対
象
と
な
っ
た
大
阪
三
越
店
古
老
三
人
の
う
ち

の
一
人
で
あ
り
、
談
話
の
記
録
で
は
「
市
川
忠
三
郎
の
後
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。「
五
十
五
六
の
老
人
」「
店
の
勤
仕
の
初
は
明
治
初
年
頃
」

と
の
説
明
も
あ
る
の
で
、
最
初
大
阪
三
越
店
に
勤
務
し
、
の
ち
に
市
川
忠
三
郎
家
の
養
子
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
樋
口
知
子
「
京

都
・
大
坂
越
後
屋
勤
仕
者
等
談
話
要
領
」『
三
井
文
庫
論
叢
』
二
六
号
、
一
九
九
二
）。
ち
な
み
に
、
史
料
７
で
、
市
川
な
か
が
居
住
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
鏡
屋
町
（
室
町
通
竹
屋
町
下
ル
）
の
、
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
の
地
図
に
は
二
三
・
二
五
番
地
（
東
側
）、
三
〇
番
地
（
西

側
）
の
地
面
の
所
有
者
と
し
て
、
市
川
長
次
郎
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
（
松
本
利
治
『
京
都
市
町
名
変
遷
史

御
所
周
辺
２
』
一
九
九
三
）。

む
す
び
に
か
え
て

京
本
店
の
元
〆
を
勤
め
た
市
川
忠
三
郎
の
五
六
年
に
及
ぶ
奉
公
人
人
生
の
う
ち
、
後
半
の
別
宅
時
代
の
三
〇
年
分
に
つ
い
て
、
一
年
ご
と

に
奉
公
履
歴
を
追
っ
て
み
た
。
以
下
、
二
点
ほ
ど
述
べ
て
結
び
に
か
え
た
い
。

第
一
に
、「
名
代
言
送
帳
」
な
ど
継
続
的
に
作
成
さ
れ
た
帳
簿
類
か
ら
、
別
宅
手
代
の
奉
公
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
が
ら
に
つ
い
て
。

市
川
忠
三
郎
に
即
し
て
み
る
と
、「
名
代
言
送
帳
」
か
ら
は
、
職
階
の
昇
進
、
月
番
の
担
当
、
店
卸
し
の
担
当
、
元
方
寄
会
へ
の
出
席
状

況
、
神
事
・
仏
事
の
出
席
状
況
、
江
戸
勤
番
を
含
む
京
都
の
外
の
地
域
へ
の
出
張
、
な
ど
が
明
ら
か
に
で
き
る
。
私
的
な
局
面
に
関
し
て
は
、

婚
姻
、
出
産
、
家
族
の
死
去
、
転
居
な
ど
の
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。

右
の
う
ち
、
店
の
職
務
に
関
し
て
、
後
見
か
ら
元
〆
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
職
階
の
時
期
ご
と
の
回
数
を
み
れ
ば
、
以
下
の
通
り
。
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江
戸
勤
番
に
つ
い
て
は
、
後
見
期
に
一
回
、
名
代
期
に
一
回
、
勘
定
名
代
期
に
一
回
、
元
方
掛
名
代
期
に
二
回
、
加
判
名
代
期
に
一
回
勤

め
て
い
る
。
勘
定
名
代
期
か
ら
は
、
ほ
ぼ
三
年
に
一
度
の
ペ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
元
〆
期
も
江
戸
に
出
か
け
て
い
る
が
、
こ
れ
は
勤
番
で
は
な

い
。元

方
寄
会
等
へ
出
席
は
、
後
見
期
に
一
四
回
、
名
代
期
に
一
三
回
、
勘
定
名
代
期
に
二
二
回
、
元
方
掛
名
代
期
に
五
〇
回
、
加
判
名
代
期

に
七
二
回
、
元
〆
期
に
は
九
一
回
と
な
る
。
元
方
掛
名
代
の
二
年
目
か
ら
急
増
し
、
元
〆
期
に
は
全
回
出
席
に
近
く
な
っ
て
い
る
。

店
々
勘
定
目
録
の
押
切
り
は
、
上
之
店
・
紅
店
・
勘
定
場
に
つ
い
て
、
後
見
期
に
七
回
、
名
代
期
に
四
回
、
勘
定
名
代
期
に
五
回
、
元
方

掛
名
代
期
に
四
回
、
加
判
名
代
期
に

回
み
ら
れ
る
。
元
〆
期
に
は
見
ら
れ
な
い
。

江
戸
・
大
坂
の
別
宅
手
代
へ
の
応
対
の
仕
事
は
、
後
見
期
に
一
〇
回
、
名
代
期
に
三
回
、
勘
定
名
代
期
に
六
回
み
ら
れ
る
。
元
方
掛
名
代

期
以
降
は
見
ら
れ
な
い
。

寺
社
参
詣
は
、
後
見
期
に
三
回
、
名
代
期
は
な
し
、
勘
定
名
代
期
に
三
回
、
元
方
掛
名
代
期
に
五
回
、
加
判
名
代
期
に
五
回
、
元
〆
期
に

増
え
て
一
五
回
み
ら
れ
る
。
参
詣
先
は
、
伏
見
稲
荷
の
初
午
、
成
願
寺
の
天
神
講
、
木
嶋
社
の
顕
名
霊
神
で
あ
る
。

仏
参
は
、
後
見
期
に
三
一
回
、
名
代
期
に
一
四
回
、
勘
定
名
代
期
に
二

回
、
元
方
掛
名
代
期
に
一
七
回
、
加
判
名
代
期
に
二
一
回
、
元

〆
期
に
は
大
幅
に
増
え
て
一
〇
一
回
と
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
後
見
か
ら
元
〆
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
職
階
に
お
い
て
、
固
有
な
職
務
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
か
、
月
番
・

外
用
・
非
番
の
役
割
分
担
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か１

）
、
出
勤
の
頻
度
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

第
二
に
、
市
川
忠
三
郎
の
店
に
対
す
る
預
銀
に
つ
い
て
。
店
に
預
け
た
銀
額
は
、
最
終
的
に
は
、
銀
二
七
七
貫
一
七
一
匁
七
分
一
厘
と
い

う
莫
大
な
額
に
達
し
て
い
る
（
銀
六
〇
匁＝

金
一
両
と
換
算
す
る
と
、
金
四
六
二
〇
両
に
な
る
）。
こ
の
「
蓄
財
」
の
具
体
的
な
過
程
は
、
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安
政
五
年
（
一

五

）
に
銀
一
六
九
貫
九
五
〇
匁
一
分
一
厘
に
達
し
て
か
ら
後
し
か
、
追
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
が
、「
無
商
売
ニ
而

勤
仕
」（
史
料
３
①
）
の
代
償
で
あ
る
、
預
銀
に
対
す
る
利
息
の
多
さ
が
特
徴
的
で
あ
る
。
死
後
も
四
季
（
二
年
）
に
わ
た
っ
て
「
死
後
半

役
料
」
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
市
川
忠
三
郎
の
事
例
か
ら
は
、
幕
末
の
経
営
難
の
中
で
、
あ
る
程
度
の
削
減
は
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
別
宅
の
重
役
手
代
に
対
す
る
厚
遇
が
基
本
的
に
維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

１
）

別
宅
手
代
の
勤
務
を
規
定
し
た
も
の
と
し
て
は
、
享
保
四
年
の
「
名
代
要
式
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
九
四
七
）
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

月
番
は
「
朝
飯
本
店
に
て
給
、
夜
四
つ
半
に
帰
宅
可
仕
事
、
勿
論
其
一
ケ
月
寄
会
に
も
出
申
間
鋪
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
一
カ
月
間
、
毎
日
出

勤
し
、
店
に
詰
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
非
番
の
手
代
は
「
隔
日
に
店
へ
相
詰
同
役

支
配
人
諸
事
示
合
可
申
候
、
出
勤
帰
宅
共
に

勝
手
次
第
相
心
得
可
申
事
」
と
隔
日
に
出
勤
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
勤
務
形
態
が
、
十
九
世
紀
半
ば
に
お
い
て
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
も
、
明
ら
か
に
な
ら
な
か
っ
た
。

ま
た
月
番
・
外
用
・
非
番
と
、
大
元
方
寄
会
へ
の
出
席
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
。

２
）

本
稿
で
は
市
川
忠
三
郎
に
つ
い
て
は
、
自
分
商
売
を
営
ま
ず
京
本
店
の
職
務
に
専
念
し
続
け
た
存
在
と
考
え
た
（
も
ち
ろ
ん
、
例
え
ば
借
家

経
営
な
ど
で
自
己
資
金
の
活
用
を
は
か
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
）。
都
市
住
民
の
渡
世
の
タ
イ
プ
で
い
え
ば
「
本
家
日
勤
」
ま
た
は

「
本
家
出
勤
」
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
（
西
坂
靖
『
越
後
屋
奉
公
人
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）
第
三
章
第
１
表
参
照
）。

こ
の
よ
う
に
判
断
し
た
の
は
、
天
保
七
年
（
一

三
六
）
一
月
に
後
見
格
に
昇
進
し
た
際
の
申
渡
書
（
史
料
３
①
）
に
あ
る
「
無
商
売
ニ
而
勤

仕
申
付
」
と
い
う
文
言
に
着
目
し
た
こ
と
に
よ
る
。
し
か
し
こ
れ
に
つ
い
て
も
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
は
じ
め
に
」
の

注
（
２
）
で
述
べ
た
、
江
戸
向
店
の
元
〆
を
勤
め
た
松
島
太
助
の
事
例
を
み
れ
ば
、
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
一
月
に
通
勤
支
配
に
な
っ
た
際

の
「
申
渡
之
覚
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
一
六
一
三

一
）
に
は
、
市
川
忠
三
郎
の
場
合
と
同
様
に
、「
無
商
売
ニ
而
勤
仕
申
付
」
け
る
の

で
預
銀
に
利
息
を
加
え
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
後
見
を
経
て
、
宝
暦
七
年
九
月
に
名
代
に
昇
進
す
る
が
、
そ
の
直
前
の
七
月
に
は
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妻
の
実
家
の
商
売
（
銭
薬
種
両
替
商
）
を
引
き
継
ぐ
許
可
を
求
め
る
願
書
を
出
し
て
い
る
（「
松
島
多
助
商
売
願
」
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本

一
四
九
四

四

九
）。
別
宅
手
代
が
「
無
商
売
」
を
強
い
ら
れ
る
の
は
建
前
に
過
ぎ
な
い
、
ま
た
は
通
勤
支
配
・
後
見
ま
で
で
あ
る
と
い
う
解

釈
も
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
は
引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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凡

例

一
、
字
体
は
原
則
と
し
て
通
用
の
字
体
を
用
い
た
。

一
、
変
体
仮
名
は
現
行
の
仮
名
に
改
め
た
が
、
助
詞
の
者
（
は
）、

江
（
え
）、
茂
（
も
）、
与
（
と
）、
而
（
て
）
は
漢
字
の
ま
ま
小
さ

く
し
て
用
い
た
。

一
、
読
み
や
す
く
す
る
た
め
、
適
宜
読
点
を
加
え
た
。

一
、
紙
幅
の
都
合
上
、
改
行
は
厳
密
に
お
こ
な
わ
ず
、
適
宜
追
い
込
み

と
し
た
。

一
、「
一
」
の
上
部
に
記
さ
れ
た
日
付
の
干
支
は
省
略
し
た
。

一
、
文
中
に
捺
さ
れ
た
印
判
等
は
適
宜
省
略
し
た
。

一
、
市
川
忠
三
郎
に
つ
い
て
は
、
太
字
で
表
記
し
た
。

一
、
符
牒
は
で
き
る
だ
け
行
間
に
実
数
を
付
し
た
が
、
紙
幅
の
都
合
で

省
略
し
た
場
合
も
あ
る
。
使
用
さ
れ
て
い
る
符
牒
は
左
の
通
り
。

（
一

二

三

四

五

六

七

九

十

百

千

貫

匁

分
）

イ

セ

マ

ツ

サ

カ

エ

チ

ウ

シ

舟

仙

〆

ヽ

入

野

見

江

佐

留

所

於

戒

敬

史
料
１
①
「
名
代
言
送
帳

二
十
一
番
」

三
井
文
庫
所
蔵
史
料

別
一
七
七
三
）

（
天
保
七
年
一
月
七
日
）

七
日
朝
雨
天
四
ツ
時
頃
よ
り
晴
る

一

例
之
通
出
役
、
家
内
三
ツ
割
、
弐
ツ
分
指
出
候

内
番

市
川
忠
三
郎

（
天
保
七
年
一
月
一
九
日
）

十
九
日
晴
天

一

今
朝
節
内
祝
、
主
中
様
方
御
出
店

ニ
元
方
掛
以
上
別
宅
中
御
出

席
之
上
、
名
目
役
替
御
暇
等
夫
々
結
構
被
仰
渡
候
、
則
御
出
席
左

之
通

（
略
）

一

役
替
銘
々
左
ニ

本
店

是
迄
支
配
役

市
川
忠
三
郎

右
此
度
後
見
格

是
迄
支
配
格

永
緒
源
四
郎

是
迄
組
頭
役

大
矢
伝
四
郎

右
此
度
支
配
役

（
略
）

（
天
保
七
年
三
月
一
二
日
）

十
二
日
曇
天
折
々
小
雨
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一

日
柄
宜
候
ニ
付
、
紅
店
押
切
相
務
申
候

後
見
市
川
、
シ
野

（
天
保
七
年
三
月
一
八
日
）

一

和
歌
山
表
年
賦
御
調
達
銀
御
講
、
先
達
而
御
仕
法
書
ヲ
以
御
頼
被

遊
候
ニ
付
、
為
御
世
話
方
、
此
方
様
御
名
前
差
出
シ
、

ニ
竹
原

弥
兵
衛
殿
、
万
屋
甚
兵
衛
殿
引
請
、
掛
切
銀
壱
人
ニ
付
、
カ
〆
ヽ

六
貫
匁
）

相
定
、
金
舟
両

百
）

建
、
則
百
五
拾
人
出
来
、
今
日
於
円
山
端
寮
初
会

御
務
無
滞
相
済
、
御
同
慶
奉
存
候

出
席

掛
り

松
山
喜
十
郎

勘
定
場
取
〆

市
川
忠
三
郎

書
役
方

大
橋
門
次
郎

右
之
通
罷
出
申
候

（
天
保
七
年
三
月
二
〇
日
）

廿
日
曇
天
少
々
小
雨

一

上
之
店
去
秋
勘
定
目
録
、
就
吉
辰
押
切
相
務
申
候

後
見
市
川
、
支
野

（
天
保
七
年
三
月
二
九
日
）

一

坂
部
半
右
衛
門
殿

大
坂
本
店
元
方
掛
名
代
）

儀
、
主
中
様
方
御
礼
罷
出
被
申
候

案
内

後
見

忠
三
郎

（
天
保
七
年
四
月
一
五
日
）

一

醍
醐
東
福
寺
三
拾
三
間
堂
開
帳
ニ
付
参
詣
い
た
し
候

後
山
下
、
後
格
市
川
、
組
脇
坂
、
組
井
上
、

元
後
上
原
、
上
支
奥
西

（
天
保
七
年
四
月
一
九
日
）

十
九
日
曇
天

一

勘
定
場
目
録
、
押
切
相
務
申
候後

格
市
川
、
支
奥
村

（
天
保
七
年
四
月
二
一
日
）

廿
一
日

一

瀧
鼻
弥
治
郎
殿

江
戸
向
店
通
勤
支
配
）

、
主
中
様
方
店
々
当
役
中
御
礼
廻
り
被
申
候

案
内

後
格

忠
三
郎

（
天
保
七
年
五
月
一
〇
日
）

一

後
見
格
市
川
忠
三
郎
、
江
戸
為
勤
番
近
々
出
立
被
致
、
且
又
向
店

通
務
支

マ
マ
）

配
瀧
鼻
弥
次
郎
先
達
而
上
京
在
之
候
、
用
向
相
済
出
立
被

申
候
ニ
付
、
一
緒
ニ
し
て
致
立
振
舞
候
、
尤
昼
本
膳
差
出
、
昼
後

示
合
相
済
候
上
、
盃
致
候相

伴

後
見

山
下

甚
蔵

支

野
村

喜
六

但
シ
盃
之
節
組
頭
不
残
、
役
頭
上
座
筆
頭
、
月
番
一
人
ツ
ヽ

罷
出
候
、
併
瀧
鼻
氏
ニ
ハ
筆
頭
盃
無
之
建
候

（
天
保
七
年
五
月
一
六
日
）

十
六
日
雨
天
励
敷

マ
マ
）

一

後
見
格
市
川
忠
三
郎
、
江
戸
表
為
初
務
番
、
今
朝
出
立
、
木

十

二
経
之
積
ヲ
以
罷
下
被
申
候
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見
送
り
後
見

中
井
茂
兵
衛

初
勤
番
見
送
り
、
支
印
筆
頭
之
建
候
得
共
無
人
ニ
付

組

山
岸

嘉
蔵

上

木

直
次
郎

子
共
一
人
、
山
岡
仙
三
郎

但
シ
別
宅
中
御
建
見
送
り
無
之
候
へ
共
、
御
同
役
之
儀
故
御
越

在
之
候

一

例
之
通
酒
肴
致
持
参
候

一

右
下
向
ニ
付
、
連
店
、
家
督
中
へ
宗
廻

マ
マ
）

文
差
出
申
候

一

市
川
忠
三
郎
、
未
店
表
御
引
越
無
御
座
候
ニ
付
、
今
朝
出
立
、
於

目
録
庭
御
建
之
通
振
舞
仕
候

（
天
保
七
年
一
〇
月
七
日
）

一

市
川
忠
三
郎
殿
義
、
山
方
買
方
為
見
繕
、
江
戸
九
月
廿
三
日
出
立
、

王
寺
へ

マ
マ
）

向
罷
越
被
申
候
旨
、
本
状
六
拾
三
番
追
啓
よ
り
通
達
在

之
候

（
天
保
八
年
一
月
一
九
日
）

一

江
戸
三
店
、
去
ル
十
一
日
晩
本
店
御
寄
会
御
勤
番
様
方
御
出
席
之

上
、
名
目
役
替

無
拠
暇
相
願
被
申
候
銘
々
被
仰
渡
候
所
左
之
通

本
店

是
迄
後
見
格

市
川
忠
三
郎

是
迄
通
勤
支
配

沢
木
新
四
郎

右
両
人
此
度
後
見
役

（
略
）

（
天
保
八
年
三
月
二
一
日
）

廿
一
日
雨
天

一

後
見
役
市
川
忠
三
郎
、
江
戸
表
勤
番
無
恙
相
済
、
彼
地
去
七
日
出

立
在
之
候
所
、
道
中
無
難
今
日
昼
時
帰
京
在
之
候
、
為
出
迎
左
ニ

役
頭

榎
並

平
七

子
供
壱
人

御
建
之
通
重
肴
、
酒
為
持
遣
ス

右
為
着
歓
、
支
配
組
頭
不
残
、
役
頭
上
座
月
番
壱
人
ツ
ヽ
参
可
申

筈
之
所
、
御
家
移
り
間
も
無
之
故
、
御
断
ニ
付
、
追
日
罷
出
可
申

積
御
座
候
、
且
又
右
御
着
為
知
と
し
て
宗
廻

マ
マ
）

文
差
出
シ
申
候

（
天
保
八
年
四
月
二
日
）

二
日
晴
天

一

元
方
御
寄
会
相
勤
申
候
間
、
御
定
刻
限
之
通
正
四
ツ
時
御
出
席

但
し
御
実
印
御
持
参
可
被
遊
候

松
山

一

廻
文
被
仰
渡
之
儀
御
座
候
間
、
昼
飯
早
々
御
出
席

但
し
御
実
印
御
持
参
可
被
成
候

中
塚
、
中
井
、
市
川
、

上
之
店
向
崎
、
江
戸
本
店
後
見
沢
木
、
紅
店
清
水

〆
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（
天
保
八
年
四
月
三
日
）

一

市
川
忠
三
郎
、
江
戸
勤
番
中
彼
地
示
合
、
於
目
録
相
務
申
候

盃
別
段
致
不
申
、
跡
ニ
而
一
寸
御
酒
指
出
申
候

（
天
保
八
年
四
月
一
九
日
）

一

沢
木
新
四
郎

江
戸
本
店
後
見
）

、
当
地
用
向
相
済
候
ニ
付
、
近
々
出
立
ニ
付
、
主
中

様
方
、
店
々

ニ
別
宅
中
へ
相
廻
り
被
申
候

案
内

後
見

市
川
忠
三
郎

（
天
保
八
年
四
月
二
〇
日
）

廿
日
晴
天

一

沢
木
新
四
郎
立
振
舞
、
本
膳
昼
飯
ニ
申
付
候
、
跡
ニ
而
別
宅
中
示

合
在
之
、
盃
者
別
宅
中
支
配
人
組
頭
不
残
、
役
頭
上
座
平
筆
頭
月

番
盃
い
た
し
候

相
伴

後

市
川
忠
三
郎

支

脇
坂
文
三
郎

〆

（
天
保
八
年
八
月
二
二
日
）

一

木
嶋
顕
名
霊
御
神
事
ニ
付
社
参

松
山
、
市
川
、
支

大
矢

但
し
廻
文
ヲ
以
子
供
壱
人
頼
参
候
ニ
付

早
朝
よ
り
勘
定
庭
へ
差
遣
し
申
候

（
天
保
八
年
九
月
一
四
日
）

十
四
日
曇
天

一

就
吉
辰
上
之
店
押
切
相
勤
申
候

後

市
川
、
支

脇
坂

（
天
保
八
年
九
月
二
六
日
）

廿
六
日
晴
天

一

市
川
忠
三
郎
殿
、
昨
年
指
支
之
儀
有
之
ニ
付
、
引
越
御
盃
等
出
来

不
申
、
然
ニ
就
吉
辰
廿

日
引
越
披
露
い
た
し
度
段
、
依
而
今
日

目
録
庭
本
膳
指
出
、
相
伴
左
ニ

後
中
井
茂
兵
衛
、
支
野
村
喜
六
、
組
村
上
喜
七
、

役
大
村
芳
兵
衛
、
上
井
上
仁
助

右
之
通
昼
飯
ニ
本
膳
指
出
、
飯
後
盃
別
宅
中
よ
り
組
頭
迄
不
残
、

役
頭
上
座
筆
頭
壱
人
宛
盃
い
た
し
候
、
献
立
者
覚
帳
記
ス

（
天
保
八
年
九
月
二
八
日
）

廿
日
雨
天

ツ
時
よ
り
晴

一

市
川
忠
三
郎
殿
、
今
日
引
越
被
致
候
ニ
付
、
於
台
所
盃
致
候
先
格

候
得
共
、
工
面
合
ニ
而
断
被
申
候
ニ
付
則
見
送
左
之
通

支
配
次

奥
村
磯
五
郎
、
組
頭

村
上
喜
七
、
役
頭

大
村
芳
兵

衛
、
上
座

井
上
仁
助
、
筆
頭

下
山
又
三
郎

但
、
当
人
計
昼
飯
之
節
、
平
皿
小
焼
物
猪
口

付
申
候

（
略
）

一

市
川
氏
宅
へ
、
為
惣
代
奥
村
磯
五
郎
御
礼
罷
出
申
候

（
天
保
八
年
一
一
月
三
日
）

一

当
店
後
見
役

市
川
忠
三
郎

一

同
支
配

紅
店
通
勤

清
水
覚
兵
衛
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右
両
人
共
幸
縁
在
之
、
先
達
而
御
伺
申
上
御
聞
済
被
成
候
ニ
付
、

内
婚
礼
相
整
申
候
、
弘
之
儀
者
追
而
可
被
致
積
御
座
候
段
、
被
申

出
候
ニ
付
、
惣
廻
文
指
出
し
候

史
料
１
②
「
名
代
言
送
帳

二
十
二
番
」

三
井
文
庫
所
蔵
史
料

別
一
七
七
四
）

（
天
保
九
年
二
月
一
五
日
）

十
五
日
晴
天

一

稲
荷
代
参
、
少
々
指
支
在
之
候
ニ
付
、
今
日
参
詣
仕
候

後
市
河
、
支
井
上
、
組
村
上
、
支
退
役
野
村

（
天
保
九
年
三
月
二
五
日
）

廿
五
日
晴
天

一

成
願
寺
天
神
講
相
務
申
候
、
則
参
詣

中
井
、
市
川
、
支
脇
坂
、
支
井
上

浅
治
郎
）、

支
井
上

甚
三
郎
）

（
天
保
九
年
四
月
一
六
日
）

十
六
日
晴
天

一

北
岡
氏
、
主
中
様
方

江
戸
本
店
加
判
名
代
）

店
々
当
役
中
、
御
礼
へ
相
廻
り
被
申
候

案
内

市
川
忠
三
郎

（
天
保
九
年
四
月
一
七
日
）

十
七
日
晴
天

一

北
岡
氏
着
振
舞
、

江
戸
本
店
加
判
名
代
）

本
膳
ハ
昼
飯
ニ
い
た
し
、
盃
ハ
七
ツ
時
よ
り
別

宅
中
支
配
人
不
残
い
た
し
候
、
組
頭
以
下
着
振
舞
之
節
無
之
建

相
伴

市
川
忠
三
郎

脇
坂
文
三
郎

但
し
焼
物
払
底
ニ
付
、
金
壱
朱
ツ
ヽ

四
匁
）

料
ニ
し
て
差
出
し
申
候

（
天
保
九
年
四
月
二
三
日
）

一

池
田
氏
着
振
舞
、

江
戸
本
店
後
見
格
）

本
膳
ハ
昼
飯
ニ
い
た
し
候

相
伴

市
川
忠
三
郎

脇
坂
文
三
郎

（
天
保
九
年
四
月
二
五
日
）

一

柴
田
氏
、
北
岡
氏
、

大
坂
本
店
加
判
名
代
）

池
田
氏
三
人
、
北
野
様
御
参
詣
、
夫
よ
り
上

之
店
へ
被
参
申
候

案
内

後
市
川
、
支
脇
坂
、
組
清
水

（
天
保
九
年
四
月
二
八
日
）

廿

日
雨
天

一

北
岡
氏
、
御
用
向
相
済
、
近
々
出
立
被
致
候
ニ
付
、
主
中
様
方

別
宅
中
御
暇
乞
被
相
廻
候

但
し
御
建
ハ
店
々
別
宅
中
不
残
相
廻
り
可
申
筈
ニ
候
得
共
、
前
書

ニ
相
認
候
通
江
戸
表
出
火
ニ
付
俄
ニ
出
立
過
急
ニ
相
成
候
間
、

此
度
ハ
相
談
之
上
、
暇
乞
ニ
者
店
々
当
店
別
宅
中
丈
ケ
相
廻

り
被
申
候
事

案
内

市
川
忠
三
郎

（
天
保
九
年
四
月
二
九
日
）

一

北
岡
氏
立
振
舞
、
本
膳
昼
飯
ニ
い
た
し
候
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相
伴

市
川
忠
三
郎

脇
坂
文
三
郎

（
天
保
九
年
九
月
一
五
日
）

一

加
判
名
代
役
松
山
喜
十
郎
、
此
度
北

郎
右
衛
門
高
福
様
御
名
前

替
ニ
付
御
出
府
被
遊
候
、
右
就
御
用
江
戸
表
江
近
々
出
立
ニ
付
、

立
振
舞
本
膳
昼
ニ
而
申
付
ル

相
伴

市
川
忠
三
郎

脇
坂
文
三
郎

右
盃
七
ツ
半
頃
相
始
メ
、
別
宅
中
支
配
人
組
頭
不
残
、
役
頭
上
座

平
筆
頭
月
番
い
た
し
候
、
尤
餞
別
ハ
店
表
よ
り
無
之
、
同
役
中
よ

り
餞
別
指
送
り
被
申
候
、
委
細
永
代
帳
拾
番
記
ス

（
天
保
九
年
一
二
月
一
七
日
）

十
七
日
晴
天

一

南

郎
次
郎
高
英
様
、
先
般
七
十
御
年
賀
御
整
被
遊
、
且
当
秋
和

歌
山
表
へ
御
下
向
之
節
一
位
様

徳
川
治
宝
）

御
目
見
得
被
為
在
、
目
出
度
御
儀

奉
存
候
、
依
之
御
鏡
餅
一
重
、
御
小
袖
壱
ツ
ツ
ヽ
、
店
々
当
役
へ

被
下
置
、
難
有
頂
戴
、
依
而
銘
々
よ
り
御
祝
物
左
ニ

御
肴
料

両
元
〆

中
野

勝
助

一

金
千
疋

間
加
判

岸
田
善
右
衛
門

両
同

窪
田
仁
兵
衛

本
同

松
山
喜
十
郎

間
元
方

吉
田
吉
右
衛
門

上
勘
定

向
崎
喜
左
衛
門

本
同

中
塚
徳
次
郎

元
同

中
村
万
兵
衛

間
名

柴
田

孫
七

糸
同

脇
坂
喜
右
衛
門

本
同

中
井
茂
兵
衛

元
後

上
原
甚
四
郎

本
同

市
川
忠
三
郎

両
後
格

林

与
七

同
通
支

山
中
伝
兵
衛

間
同

松
本

友
七

紅
店
通
支

清
水
覚
兵
衛

右
之
通
両
替
店
示
合
之
上
、
元
方
ニ
而
相
拵
差
上
候
也

但
し
店
々
支
配
人
へ
御
小
袖
壱
ツ
ツ
ヽ
被
下
置
候
得
共
、
御

祝
物
ハ
差
上
不
申
候

（
天
保
九
年
一
二
月
一
九
日
）

口
上

一

南
様
御
肴
料
、
昨
日
指
上
候
ニ
付
、
右
割
方
左
ニ

一

金
弐
両
弐
歩
也

代
舟
ツ
カ

百
四
十
五
匁
）ヽ

右
ヲ
十
七
人
割

壱
人
前
チ
サ
入
ウ
厘

匁
五
分
九
厘
）

ツ
ヽ

松
山
、
中
塚
、
向
崎
、
中
井
、
市
川
、
清
水

元

方
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（
天
保
一
〇
年
一
月
八
日
・
九
日
）

日
晴
天

一

市
川
忠
三
郎
、
若
山
表
就
御
用
向
、
明
昼
船
ニ
而
罷
下
被
申
候
ニ

付
、
於
目
録
庭
盃
い
た
し
候

九
日
晴
天

一

右
同
人
、
若
山
表
御
用
向
ニ
付
、
今
昼
船
ニ
而
下
坂
被
致
候

（
天
保
一
〇
年
一
月
二
一
日
）

一

市
河
忠
三
郎
、
若
山
表
御
用
向
相
済
、
今
早
昼
船
ニ
而
罷
登
被
申

候
所
、
船
中
無
故
障
、
則
五
ツ
時
帰
着
被
致
候

（
天
保
一
〇
年
二
月
八
日
）

一

市
川
忠
三
郎
、
若
山
表
御
用
向
ニ
付
、
今
夕
船
ニ
而
下
坂
被
致
候

（
天
保
一
〇
年
二
月
二
二
日
）

一

郎
右
衛
門

高
福
）

様
御
儀
、
若
山
表
御
用
向
被
為
済
、
御
道
中
無
故
障
、

今
四
ツ
時
倍
御
機
嫌
克
御
帰
着
被
遊
候
、
依
之
連
店
へ
廻
文
差
出

シ
、
別
宅
不
残
支
配
人
壱
人
御
着
歓
参
上
、
連
店
ハ
筆
頭
壱
人
宛

参
上
仕
候

一

市
川
忠
三
郎
義
、
右
御
用
向
相
済
、
今
昼
半
時
帰
京
致
候

（
天
保
一
〇
年
三
月
七
日
）

一

就
吉
辰
紅
店
目
録
押
切
相
整
申
候

市
川
、
井
上

（
天
保
一
〇
年
三
月
一
〇
日
）

十
日
曇
天

ツ
半
時
よ
り
晴
天

一

就
吉
辰
上
之
店
目
録
押
切
相
整
申
候

市
川
、
井
上
甚

（
天
保
一
〇
年
三
月
二
二
日
）

廿
二
日
晴
天

一

市
川
忠
三
郎
、
若
山
表
御
用
向
ニ
付
、
今
昼
船
ニ
而
下
坂
被
致
候

（
天
保
一
〇
年
三
月
二
九
日
）

一

市
川
忠
三
郎
、
若
山
表
御
用
向
相
済
候
ニ
付
、
今
昼
船
ニ
而
上
京
、

暮
半
時
ニ
被
致
帰
店
候

（
天
保
一
〇
年
四
月
一
一
日
）

一

就
吉
辰
勘
定
庭
去
秋
季
目
録
押
切
相
務
申
候

市
川
、
井
上

（
天
保
一
〇
年
五
月
一
六
日
）

一

右
同
人
餞
別
之
義

勤
番
中
塚
徳
次
郎
）

者
、
本
店
よ
り
者
御
建
無
御
座
、
別
宅
中
よ
り

左
ニ一

銀
サ
両

五
）

本
加
松
山
、
元
勘
中
村
、
本
名
中
井

元
後
上
原
、
本
後
市
川

右
之
通
差
贈
申
候

但

元
方
両
人
是
迄
勤
番
下
り
之
節
別
段
組
合
不
申
候
へ
共
、

此
度
ハ
先
方
よ
り
頼
ニ
付
左
ニ

（
天
保
一
〇
年
五
月
二
一
日
）

廿
一
日
曇
天
折
々
小
雨

一

長
崎
中
野
用
助
、
商
用
為
示
合
、
道
中
無
難
今
四
ツ
時
被
致
上
京

候
ニ
付
、
御
建
之
通
着
振
舞
、
本
膳
差
出
し
申
候

相
伴

後
見

市
川
忠
三
郎
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支
配

山
岸

嘉
蔵

役
所
懸
り

福
井
又
次
郎

（
天
保
一
〇
年
五
月
二
八
日
）

廿

日
晴
天
暮
半
時
よ
り
雨

一

出
水
三
郎
助

高
益
）

様
御
儀
、
今
朝
御
出
立
ニ
付
御
見
送
り
左
ニ

後
見

市
川
忠
三
郎

支
配
人
な
し

連
店
壱
人
宛

但
、
弁
当
連
店
組
合
ニ
而
当
店
よ
り
相
拵
サ
セ
致
持
参
候
、

蹴
上
茶
代

本
店

サ
舟
文

五
百
）

両
替
店

マ
舟
文

三
百
）

（
天
保
一
〇
年
六
月
一
八
日
）

一

長
崎
中
野
用
助
、
年
限
登
候
ニ
付
先
達
而
よ
り
上
京
、
追
々
示
合

等
相
済
、
近
々
出
立
被
致
候
ニ
付
、
今
日
三
本
木
於
茨
木
屋
振
舞

致
候
、
則
左
ニ

相
伴

松
山
、
市
川
、
支
井
上
、
同
山
岸

上
之
店
向
崎
、
大
矢
、
賄
方
上
役
取
持
松
岡

〆
七
人

右
之
通
罷
出
申
候

（
天
保
一
〇
年
六
月
二
一
日
）

一

長
崎
中
野
用
助
、
先
達
而
よ
り
上
京
在
之
候
処
、
用
向
相
済
候
ニ

付
明
夕
船
ニ
被
致
下
坂
候
ニ
付
、
御
建
之
通
立
振
舞
盃
い
た
し
候

相
伴

市
川
、
山
岸
、
荒
物
方
大
矢

但
し
当
役
福
井
又
次
郎
病
気
ニ
付
被
致
下
宿
、
依
之
大
矢
伝
四

郎
替
り
役
相
勤
被
申
候
ニ
付

（
天
保
一
〇
年
九
月
一
五
日
）

十
五
日
晴
天

一

本
店
後
見
市
川
忠
三
郎
、
上
之
店
支
配
退
役
上
島
平
五
郎
、
右
両

人
宿
入
婚
礼
、
組
頭
退
役
横
江
庄
七
入
家
婚
礼
、
当
十

日
十
九

日
、
弘
相
整
申
度
旨
被
願
出
、
則
御
聞
済
在
之
候
ニ
付
、
惣
廻
文

差
出
し
申
候

（
天
保
一
〇
年
九
月
一
六
日
）

一

市
川
氏
婚
礼
弘
ニ
付
、
使
者
之
儀
今
日
出
し
呉
候
様
被
相
頼
候
ニ

付
、
則
御
建
之
通
祝
物
差
送
り
申
候
、
委
細
永
代
帳
拾
番
記
ス

使
者

酒
〆
金
セ
舟

二
百
）

疋

筆
頭

杉
浦

利
助

銀
サ
両

五
）

也

平

伊
藤

嘉
三
郎

男
両
人

銭
サ
舟

五
百
）

文

マ
舟

三
百
）

文

紙
弐
折
ツ
ヽ

（
天
保
一
〇
年
九
月
一
七
日
）

十
七
日
雨
天

一

市
川
忠
三
郎
宿
入
婚
礼
弘
之
儀
、
明
十

日
十
九
日
相
整
被
申
候
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様
廻
文
差
出
候
処
、
俄
ニ
昨
日
よ
り
風
邪
発
熱
ニ
而
難
相
勤
候
ニ

付
延
引
被
致
候
、
依
之
右
之
趣
延
引
之
惣
廻
文
差
出
し
申
候

（
天
保
一
〇
年
九
月
一
八
日
）

十

日
曇
天

一

市
川
氏
婚
礼
弘
、
今
明
日
相
整
被
申
候
積
ニ
御
座
候
処
、
前
書
之

仕
儀
、
然
共
其
手
当
も
被
致
候
ニ
付
為
祝
儀
左
之
通

一

強
飯

弐
器

弐
斗

一

饅
頭

一
器

百
ツ

一

諸
白

弐
樽

壱
斗

一

鮮
鯛

五
掛

代
銀
セ
枚

二
）

右
之
通
、
鮮
鯛
ハ
目
録
ニ
し
て
差
送
り
被
申
候

右
溜
メ

銀
セ
両

二
）紙

五
折

銭
サ
舟
文

五
百
）

紙
三
折

〆

（
天
保
一
〇
年
九
月
二
四
日
）

一

真
如
堂
万
人
講
、
年
々
壱
朱
掛
加
入
左
之
通

但
し
三
ケ
年
掛
切
三
朱
也

本
店

五
拾
枚

代
ウ九

）両
イ一

）歩
セ二

）朱

松
山
、
中
塚
、
中
井
、
市
川

代
マ三

）歩
也

二
口
〆
シ十

）両
セ二

）朱
也

（
略
）

右
之
通
御
座
候
、
金
子
御
封
シ
此
者
へ
御
渡
し
可
被
成
候
、
以
上

元

方

（
天
保
一
一
年
二
月
九
日
）

九
日
曇
天
折
々
晴
ル

一

稲
荷
代
参
、
例
之
通
参
詣
仕
候

勘
中
塚
、
後
市
川
、
シ
村
上
、
組
福
井

（
天
保
一
一
年
二
月
一
六
日
）

一

今
日
元
方
月
並
御
寄
会
出
席

松
山
、
中
塚
、
中
井
、
市
川
、
支
村
上
、
組
永
緒

一

右
御
寄
会
之
上
、
店
々
名
目
役
替
左
之
通

一

京
両
替
店

是
迄
元
〆
格

中
野

勝
助

右
此
度
元
〆
本
役
被
仰
付
候

一

大
坂
本
店

是
迄
加
判
名
代

柴
田

勘
助

右
此
度
元
〆
格
被
仰
付
候

一

大
坂
本
店

元
方
懸
り
名
代

坂
部
半
右
衛
門

右
此
度
加
判
名
代
役
被
仰
付
候

一

京
本
店

是
迄
勘
定
名
代
役

中
塚
徳
次
郎
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一

大
坂
本
店

同

福
田
万
右
衛
門

一

元

方

同

中
村
万
兵
衛

右
三
人
此
度
元
方
掛
名
代
役
被
仰
付
候

一

間
之
町
店

是
迄
名
代
役

柴
田

孫
七

一

糸

店

同

脇
坂
喜
右
衛
門

右
両
人
此
度
勘
定
名
代
役
被
仰
付
候

一

元

方

是
迄
後
見
役

上
原
甚
四
郎

一

京
本
店

同

市
川
忠
三
郎

右
両
人
此
度
名
代
役
被
仰
付
候

（
略
）

右
之
通
被
仰
渡
候
間
、
此
段
御
申
上
可
被
成
候
、
以
上

二
月
十
六
日

元

方

連
店
へ
茂
御
達
し
可
被
成
候

右
之
通
廻
文
到
来
ニ
付
、
則
惣
廻
文
差
出
し
申
候
、
柴
田
氏
、

中
塚
氏
、
市
川
氏
者
帰
店
早
々
役
人
中
不
残
致
挨
拶
候
、
尤
当

地
別
宅
中
両
人
宅
江
支
配
組
頭
不
残
、
役
頭
上
座
月
番
壱
人

ツ
ヽ
祝
ニ
参
、
但
両
替
店
筋
役
替
本
人
宅
江
者
支
配
人
歓
ニ
参

り
候
、
店
々
共

（
天
保
一
一
年
二
月
一
八
日
）

一

元
〆
格
大
坂
本
店
柴
田
勘
助
、
此
度
役
替
ニ
付
下
河
原
於
栂
尾
振

舞
仕
候

相
伴
人

加
判

松
山
喜
十
郎

名
代

市
川
忠
三
郎

支

井
上
甚
三
郎

同

山
岸

嘉
蔵

組

福
井
又
次
郎

上
之
店
支

小
森
清
太
郎

取
持

賄
方
上
役

杉
浦

利
助

子
供
藤
吉

男
頭
弥
兵
衛

下
男
両
人

右
之
通
罷
出
申
候

（
天
保
一
一
年
二
月
一
九
日
）

十
九
日
晴
天

一

此
度
役
替
衆
中
、
於
北
様
御
宅
御
酒
被
下
候
ニ
付
、
左
ニ

大
坂
本
店
元
〆
格

柴
田

勘
助

京
本
店
元
方
掛

中
塚
徳
次
郎

同

名
代
役

市
川
忠
三
郎

右
三
人
、
正
午
刻
ニ
罷
上
り
申
候

（
天
保
一
一
年
二
月
二
五
日
）

廿
五
日
雨
天
七
ツ
半
時
よ
り
晴
ル

一

成
願
寺
天
神
講
相
整
申
候
ニ
付
、
出
席

松
山
、
市
川
、
支
山
岸
、
支
清
水

（
天
保
一
一
年
三
月
一
八
日
）
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十

日
晴
天

一

今
日
嵐
山
振
舞
、
左
ニ

江
戸
本
店

藤
村
金
兵
衛

同
芝
口
店

小
林
惣
兵
衛

大
坂
本
店

奥
村
忠
右
衛
門

池
田
藤
九
郎

同
組
頭

吹
田

与
七

相
伴

松
山
喜
十
郎

市
川
忠
三
郎

支

村
上

喜
七

同

清
水
弥
七

組

辻
利
七

外
ニ
供
付
六
七
人
計

右
之
通
罷
越
し
申
候

（
天
保
一
一
年
三
月
二
五
日
）

廿
五
日
雨
天

一

坂
部
氏
、
主
中
様

大
坂
本
店
加
判
名
代
）

方
別
宅
中
店
々

両
替
店
筋
別
宅
中
不
残
、
御

礼
ニ
相
廻
り
申
候

案
内

市
川
忠
三
郎

（
天
保
一
一
年
四
月
一
五
日
）

一

三
郎
助
様

高
益
）

御
儀
、
御
道
中
無
故
障
益
御
機
嫌
克
、
今

ツ
時
御
上

着
被
遊
候

但
、
御
出
迎
蹴
上
ケ
、
重
詰
持
参

名

市
川
忠
三
郎

右
御
着
ニ
付
惣
廻
文
差
出
候
上
、
別
宅
中
支
配
人
不
残
、
組
頭
壱

人
参
上
仕
候

尤
、
連
店
よ
り
茂
壱
人
ツ
ヽ
参
上
仕
候
事

（
天
保
一
一
年
四
月
一
八
日
）

一

紀
州
様
御
入
国
ニ
付
、
大
津
駅
迄
御
出
迎
罷
被
出
候

市
川

（
天
保
一
一
年
五
月
八
日
）

日
晴
天

一

新

様

高
就
）

、

郎
兵
衛

高
満
）

様
、

郎
右
衛
門

高
福
）

様
、
若
山
表
御
用
向
ニ
付
、

明
昼
御
船
ニ
而
御
下
坂
被
遊
候
御
積
り
、
依
之
別
宅
中
不
残
支
配

人
壱
人
御
暇
乞
ニ
罷
出
申
候
、
尤
連
店
江
廻
文
指
出
壱
人
宛
罷
出

候
様
申
遣
ス

但
し

郎
兵
衛
様
御
儀
、
当
時
木
屋
町
江
御
隠
居
被
遊
候
ニ
付
、

御
暇
乞
之
所
間
き
ら
敷
、
依
之
両
替
店
示
合
之
上
、
新
町

様
御
宅
江
御
越
之
折
罷
出
候
事

一

市
川
忠
三
郎
殿
、
右
御
用
向
ニ
付
、
今
昼
船
ニ
而
下
坂
被
致
候

（
天
保
一
一
年
五
月
二
三
日
）

廿
三
日
晴
天

ツ
時
曇
ル
小
雨
少
々
雷
鳴

一

新

様
、

郎
兵
衛
様
、

郎
右
衛
門
様
、
若
山
表
御
用
向
相
済
、

今
早
昼
御
船
ニ
而
御
登
京
被
遊
候
所
、
則
船
中
御
故
障
な
く
益
御
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機
嫌
克
、
七
ツ
時
ニ
御
帰
着
被
遊
、
目
出
度
御
儀
奉
存
候
、
依
而

別
宅
中
不
残
支
配
人
壱
人
連
店
壱
人
宛
御
歓
ニ
罷
出
申
候

一

市
河
忠
三
郎
、
右
御
用
向
相
済
候
ニ
付
、
今
早
昼
船
ニ
而
罷
登
被

申
候
所
、
則
船
中
無
難
ニ
今

ツ
時
過
ニ
帰
着
被
致
候

（
天
保
一
一
年
九
月
二
一
日
）

廿
一
日
晴
天

一

今
日
就
吉
辰
上
之
店
押
切
相
勤
申
候

市
川
、
井
上

（
天
保
一
一
年
九
月
二
三
日
）

一

今
日
就
吉
辰
紅
店
押
切
相
勤
申
候

市
川
、
支

井
上

（
天
保
一
一
年
九
月
二
八
日
）

廿

日
晴
天

一

今
日
就
吉
辰
勘
定
庭
押
切
相
勤
申
候

市
川
、
井
上

（
天
保
一
一
年
一
〇
月
五
日
）

五
日
晴
天

一

市
川
忠
三
郎
殿
、
若
山
表
御
用
向
ニ
付
、
今
昼
船
ニ
而
被
罷
下
申

候

（
天
保
一
一
年
一
〇
月
二
七
日
）

一

市
川
忠
三
郎
殿
、
若
山
表
御
用
向
相
済
、
今
四
ツ
時
上
京
在
之
候

（
天
保
一
一
年
一
一
月
一
二
日
）

一

去
ル

日
大
坂
本
店
見
世
開
無
滞
相
寿
候
ニ
付
、
北
野
天
満
宮
へ

御
礼
之
御
千
度
相
整
申
候
、
則
人
数
左
之
通

役
頭
よ
り
上
座
迄

三
人

平
よ
り
初
元
迄

十
一
人

子
供

十
四
人

上
之
店

人

勘
定
庭

四
人

台
所
、
出
入
共

七
人

〆

右
之
通
差
出
し
申
候
、
尤
本
御
供
料
シ
セ

十
二
匁
）ヽ

奉
献
候
、
前
日
代
参

之
者
持
遣
せ
相
頼
置
候

右
人
数
之
外

松
山
、
市
川
、
支
井
上
、
組
福
井

〆

右
何
れ
も
中
飯
清
山
与
申
茶
ニ
而
壱
人
前
エ
シ
イ

マ
マ
）

入
ツ
ヽ
ニ
而
相

作
、
飯
汁
菓
子
椀
猪
口
外
少
々
田
楽
取
申
候
、
其
余
酒
に
し
め
等

ハ
上
之
店
よ
り
被
送
候
ニ
付
、
本
店
よ
り
差
出
し
不
申
候
、
外
ニ

小
豆
餅
四
百
ツ
ヽ
差
遣
し
申
候

史
料
１
③
「
名
代
言
送
帳

二
十
三
番
」

三
井
文
庫
所
蔵
史
料

別
一
七
七
五
）

（
天
保
一
二
年
一
月
二
日
）

一

名
代
役
市
川
忠
三
郎
殿
妻
お
よ
し
、
安
産
女
子
出
生
、
母
子
共
ニ

無
難
肥
立
被
申
候
ニ
付
、
早
速
支
配
壱
人
歓
ニ
罷
出
申
候

但
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御
祝
儀

一

金
五
百
疋

一

諸
白

五
升

鰹
節

一
連

〆
此
代
金
百
疋
、
料
ニ
し
て
送
り
申
候

樽
肴
料

一

白
銀

五
両

別
宅
中
六
人
よ
り

右
之
通
差
送
り
申
候
、
委
細
拾
番
永
代
帳
ニ
印
ス
、
尤
惣
廻

文
差
出
し
、
江
戸
三
店
大
坂
勢
州
共
及
通
達
事

（
天
保
一
二
年
三
月
二
四
日
）

廿
四
日
雨
天

一

例
年
二
月
相
勤
候
成
願
寺
天
神
講
、

ニ
日
伝
上
人
百
回
忌
兼
相

勤
申
候
ニ
付
参
詣

中
塚
、
井
上
、
支
清
水
、
支
福
井

明
廿
五
日
参
詣

市
川
、
支
岸

但
し
松
山
、
支
村
上
太
々
ニ
付
不
参

（
天
保
一
二
年
八
月
一
九
日
）

一

今
日
相
撲
興
行
左
之
通市

川
、
支
清
水
、
組
矢
嶋
、

上
之
店
植
村
、
江
戸
福
井
、
京
支
福
井

（
天
保
一
二
年
一
〇
月
五
日
）

五
日
曇
晴

一

瀧
鼻
弥
次
郎

江
戸
向
店
名
代
）

、
主
中
様
方
店
々
江
相
廻
り
被
申
候

案
内

市
川
忠
三
郎

一

右
同
人
着
振
舞
、
御
建
之
通
於
目
録
庭
本
膳
差
出
し
申
候

相
伴

名
市
川
、
支
清
水

（
天
保
一
二
年
一
〇
月
一
四
日
）

十
四
日
曇
晴

一

瀧
鼻
弥
次
郎
、
上
之
店
江
相
廻
り
被
申
候

案
内

市

川

（
天
保
一
二
年
一
〇
月
一
七
日
）

十
七
日
晴
天

一

瀧
鼻
弥
次
郎
、
当
地
御
用
向
相
済
、
近
々
出
立
ニ
付
、
立
振
舞
於

目
録
庭
本
膳
差
出
し
申
候

相
伴

市
川
忠
三
郎

同
支

村
上

喜
七

（
天
保
一
三
年
一
月
八
日
）

日
曇
天

一

市
川
忠
三
郎
、
若
山
表
御
用
向
ニ
付
、
明
朝
被
致
出
立
候
ニ
付
、

於
目
録
庭
盃
い
た
し
候

（
天
保
一
三
年
一
月
九
日
）

九
日
曇
天

一

市
川
忠
三
郎
、
若
山
表
御
用
向
ニ
付
、
今
昼
船
ニ
而
罷
下
り
被
申
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候

供
付

文
吉

（
天
保
一
三
年
一
月
二
二
日
）

一

市
川
忠
三
郎
、
若
山
表
御
用
向
相
済
、
道
中
無
難
今
初
夜
時
被
致

帰
京
候

（
天
保
一
三
年
二
月
三
日
）

一

稲
荷
、
例
之
通
り
参
詣

中
塚
、
市
川
、
支
福
井
、
同
並
川
、
支
通
村
上

（
天
保
一
三
年
二
月
一
九
日
）

一

大
坂
店
奥
村
忠
右
衛
門

名
代
）

、
今
般
役
替
被
蒙
仰
上
京
ニ
付
、
下
河
原

栂
尾
ニ
而
振
舞
致
し
候

相
伴

元
名
中
塚
、
名
市
川
、
支
福
井
、
同
並
川

支
井
上
、
支
通
村
上
、
大
支
通
北
河
、
郡
内
小
泉
武
七

取
持

賄
方
磯
次
郎

（
天
保
一
三
年
二
月
二
一
日
）

一

元
〆
格
松
山
喜
十
郎
殿
、
江
戸
表
御
用
向
ニ
付
、
来
ル
廿
四
日
出

立
、
店
表
よ
り
餞
別
無
之
建
、
別
宅
中
よ
り
左
之
通

餞
別

一

銀
カ
両

六
）

本
元
掛
中
塚
、
同
勘
中
井
、
同
名
市
川

上
元
掛
向
崎
、
元
元
中
村
、
同
名
上
原

右
之
通
差
送
り
候
事
、
但
シ
本
後
格
井
上
氏
在
江
ニ
付
除
之

（
天
保
一
三
年
二
月
二
四
日
）

一

松
山
喜
十
郎
殿
、
東
海
道
十
二
日
経
之
積
を
以
、
今
朝
出
立
罷
下

り
被
申
候
ニ
付
、
見
送
り
左
之
通

後
見

マ
マ
）

市
川
忠
三
郎

支

山
岸

嘉
蔵

組

土
方

惣
七

筆

村
井
常
次
郎

子
供
壱
人
幾
次
郎

但
、
御
建
之
通
、
重
詰
酒
三
升
持
参
致
候
事

（
天
保
一
三
年
三
月
一
八
日
）

十

日
雨

一

出
水
三
郎
助

高
益
）

様
御
儀
、
今
朝
御
出
立
ニ
付
御
見
送
り
左
ニ

名
代

市
川
忠
三
郎

支
配
人
な
し

連
店
壱
人
宛

但
シ
、
弁
当
、
連
店
組
合
ニ
而
当
店
よ
り
為
相
拵
致
持
参
候
、

蹴
上
ケ
茶
代
、
本
店
サ
舟

五
百
）

文
、
両
替
店
マ
舟

三
百
）

文

（
天
保
一
三
年
三
月
二
七
日
）

一

北
様
牡
丹
拝
見
参
り
候
、
御
酒
頂
戴
仕
候

市
川
、
支
福
井
、
支
並
河
、
組
井
上

右
之
通
罷
上
候

（
天
保
一
三
年
三
月
二
九
日
）

一

別
宅
中
よ
り
重
之
内
到
来
ニ
付
、
左
ニ

青
物
料
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一

金
百
疋

松
山
、
向
崎
、
中
村
、
中
井

上
原
、
市
川
、
井
上
、
上
通
支
小
森

右
之
通
差
送
り
候
也

（
天
保
一
三
年
四
月
四
日
）

一

紅
店
去
秋
季
目
録
押
詰
目
出
度
相
整
申
候

市
川
、
福
井

（
天
保
一
三
年
七
月
七
日
）

一

当
役
中
よ
り
中
元
御
祝
儀
与
し
て
酒
弐
升
宛
被
差
送
申
候

松
山
、
中
塚
、
中
井
、
市
川
、
井
上

（
天
保
一
三
年
七
月
九
日
）

九
日
晴
天

一

於
元
方
臨
時
被
仰
渡
御
座
候
ニ
付
、
出
席

松
山
、
中
塚
、
中
井
、
市
川

（
天
保
一
三
年
八
月
一
四
日
）

一

名
代
役
市
川
忠
三
郎
、
江
戸
表
為
勤
番
罷
下
り
被
申
候
付
、
今
昼

飯
ニ
立
振
舞
い
た
し
候

相
伴

元

中
塚
徳
次
郎

支

清
水

弥
七

但
し
昼
後
よ
り
別
宅
中
示
合
有
之
、
跡
ニ
而
御
建
之
通
暇
乞
盃

い
た
し
候
、
組
頭
不
残
、
役
頭
上
座
筆
頭
月
番
壱
人
ツ
ヽ

（
天
保
一
三
年
八
月
一
六
日
）

十
六
日
晴
天

一

市
川
忠
三
郎
、
江
戸
本
店
為
勤
番
、
紀
印
帳
面
を
以
、
今
朝
出
立

ニ
付
、
見
送
り
左
ニ

支

清
水

弥
七

上
座

大
西
万
三
郎

子
供
壱
人

但
し
、
御
建
之
通
重
組
酒
持
参
い
た
し
候

（
天
保
一
三
年
一
二
月
六
日
）

一

名
代
役
市
川
忠
三
郎
惣
領
娘
お
仲
、
疱
瘡
ニ
付
、
為
見
舞
支
配
壱

人
罷
越
候
、
就
別
宅
中
よ
り
見
舞
被
差
送
候
、
委
細
拾
番
永
代
帳

記
ス

史
料
１
④
「
名
代
言
送
帳

二
十
四
番
」

三
井
文
庫
所
蔵
史
料

別
一
七
七
六
）

（
天
保
一
四
年
三
月
一
四
日
）

十
四
日
晴
天

一

江
戸
向
店
勤
番
市
川
忠
三
郎
、
彼
地
用
向
相
済
候
ニ
付
、
去
ル
六

日
出
立
、
木

路
十
三
日
経
を
以
罷
登
り
候
段
、
通
達
在
之
候
ニ

付
、
宿
元
へ
も
し
ら
せ
申
候

（
天
保
一
四
年
三
月
一
六
日
）

一

元
方
月
並
寄
会
出
席

松
山
、
井
上
、
支
並
河
、
組
木
定

廻
文

一

今
日
月
並
御
寄
会
之
上
、
店
々
名
目
役

御
願
暇
等
被
仰
渡
候
処
、

左
ニ
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一

元

方

是
迄
名
代
役

上
原
甚
四
郎

右
此
度
勘
定
名
代
役

一

京
本
店

同

市
川
忠
三
郎

右
此
度
勘
定
名
代
役
被
仰
付
候
処
、
此
節
在
旅
ニ
付
帰
京
之
上

被
仰
渡
候
筈

（
中
略
）

右
之
通
被
仰
渡
候
、
此
段
御
申
上
可
被
成
候
、
以
上

三
月
十
六
日

元

方

連
店
へ
も
御
達
し
可
被
成
候

右
之
通
廻
文
到
来
付
、
惣
廻
文
差
出
し
、
江
戸
大
坂
勢
州
店
共
無

番
状
を
以
通
達
ニ
お
よ
び
申
候

（
天
保
一
四
年
三
月
一
八
日
）

一

勘
定
名
代
市
川
忠
三
郎
、
江
戸
向
店
勤
番
中
無
滞
相
済
候
ニ
付
、

去
ル
六
日
彼
地
出
立
、
尤
紀
州
御
帳
面
を
以
、
木

路
十
三
日
経

ニ
而
無
難
ニ
今
昼
時
上
着
被
致
候
、
右
ニ
付
惣
廻
文
さ
し
出
、
御

宅
へ
ハ
な
し
、
尚
ま
た
別
宅
中
支
配
組
頭
不
残
、
役
頭
上
座
月
番

一
人
宛
御
宅
へ
歓
ニ
罷
上
り
申
候

但
、
御
着
否
先
格
を
以

出
迎

生
肴
一
折
着
歓
与
シ
テ

役
頭

細
田
平
十
郎

御
宅
へ
持
セ
遣
し
候

子
供
安
之
助

重
詰
酒
持
参

右
帰
京
之
儀
、
江
戸
三
店
大
坂
店
勢
州
店
へ
も
及
通
達
候

（
天
保
一
四
年
三
月
二
八
日
）

一

市
川
氏
、
上
之
店
小
森
氏
、
両
人
と
も
無
難
帰
京
ニ
付
、
役
替
之

被
仰
渡
在
之
候
、
仍
之
市
川
氏
方
へ
別
宅
中
支
配
組
頭
不
残
、
役

頭
上
座
月
番
壱
人
宛
歓
ニ
参
候
、
尤
小
森
氏
方
ハ
別
宅
中
不
残
、

支
配
壱
人
歓
ニ
罷
出
候
、
尤
宅
上
之
店
へ
も
参
り
候
事

（
天
保
一
四
年
四
月
二
〇
日
）

廿
日
晴
天

一

先
達
而
役
替
被
仰
付
候
別
宅
中
江
、
北
御
宅
ニ
而
御
盃
被
下
置
候

ニ
付
何
れ
茂
参
上
被
致
候

市
川
、
井
上
、
折
節
御
礼
上
京
池
田
、
上
後
格
小
森

〆

（
天
保
一
四
年
四
月
二
八
日
）

廿

日
雨
天

一

支
配
役
山
岸
嘉
蔵
、
当
春
紅
店
通
勤
支
配
役
被
仰
付
、
近
々
引
越

被
致
候
ニ
付
、
於
目
録
庭
ニ
而
、
今
昼
本
膳
差
出
し
候

相
伴

市
川
忠
三
郎

支

清
水

弥
七

組

木
村
定
次
郎

役

杉
浦
多
兵
衛

上

川
島
専
次
郎

但
、

ツ
半
時
よ
り
別
宅
中
支
配
組
頭
不
残
、
役
頭
上
座
筆
頭
月

番
壱
人
宛
盃
い
た
し
候
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（
天
保
一
四
年
五
月
二
七
日
）

一

出
水
三
郎
助
様

高
益
）

御
儀
、
御
道
中
無
御
故
障
益
御
機
嫌
克
、
今
昼
時

御
上
着
被
遊
候

御
供
付

道
家
喜
太
郎

御
草
履
取

政
吉

才
領

吉
郎
兵
衛

但
し
御
出
迎
蹴
上
ケ
迄
、
重
詰
持
参

勘
名

市
川
忠
三
郎

無
支
配
人
、
連
店
一
人
ツ
ヽ

右
御
着
ニ
付
、
早
速
別
宅
中
支
配
人
不
残
、
組
頭
壱
人
参
上
仕
候
、

尤
連
店
へ
も
相
達
し
申
候

（
天
保
一
四
年
七
月
七
日
）

「
控
ニ
不
及
候
」

一

当
役
中
よ
り
中
元
御
祝
儀
与
し
て
並
酒
弐
升
宛
被
差
送
申
候

松
山
、
中
塚
、
中
井
、
市
川
、
井
上

（
天
保
一
四
年
九
月
一
五
日
）

一

紅
店
当
春
季
目
録
、
就
吉
辰
押
切
相
整
申
候

市
川
、
支
清
水

（
天
保
一
四
年
九
月
二
二
日
）

一

顕
名
社
御
神
事
先
月
差
支
有
之
御
延
引
、
今
日
相
整
候
ニ
付
参
詣

松
山
、
中
塚
、
中
井
、
市
川
、
清
水
、
土
方

子
供
両
人
差
出
候
様
廻
文
到
来
ニ
付
、
早
朝
元
方
江

差
遣
し
申
候

孝
吉
、
栄
次
郎

（
天
保
一
四
年
九
月
二
七
日
）

廿
七
日
晴
天

一

上
之
店
当
春
季
目
録
、
就
吉
辰
押
切
相
整
申
候

市
川
、
支
清
水

（
天
保
一
四
年
一
〇
月
八
日
）

一

当
店
勘
定
名
代
市
川
忠
三
郎
儀
、
当
節
柄
候
得
共
、
無
拠
儀
ニ
付

御
願
申
上
、
室
町
通
二
条
下
ル
東
川
中

マ
マ
）

程
江
変
宅
被
致
候
、
依
之

惣
廻
文
差
遣
し
申
候
、
尤
今
日
移

ニ
付
、
御
建
之
通
祝
物
差
送

り
申
候
、
右
ニ
付
別
宅
中
不
残
支
配
壱
人
御
歓
ニ
参
り
候

（
天
保
一
四
年
一
一
月
二
九
日
）

一

市
川
忠
三
郎
、
大
坂
表
就
御
用
向
、
去
ル
廿
七
日
夕
船
に
罷
下
り

被
申
候
処
、
彼
地
用
向
相
済
、
今
夕
被
致
帰
京
候

（
弘
化
元
年
一
月
二
六
日
）

廿
六
日
折
々
雨

ツ
半
時
よ
り
小
雨

一

市
川
忠
三
郎
、
若
山
表
御
用
向
ニ
付
、
今
昼
船
罷
下
り
申
候

（
弘
化
元
年
二
月
一
五
日
）

一

郎
右
衛
門

高
福
）

様
御
儀
、
若
山
表
御
用
向
被
為
済
、
御
陸
舟
無
御
故

障
益
御
機
嫌
克
、
今

ツ
時
ニ
御
上
着
被
為
遊
候
、
依
之
別
宅
中

不
残
、
支
配
人
壱
人
御
歓
ニ
罷
上
り
申
候
、
連
店
ハ
壱
人
宛
御
歓

ニ
罷
上
り
候
様
相
達
し
候
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一

市
川
忠
三
郎
、
右
御
用
向
相
済
、
昨
夕
船
ニ
被
罷
登
被
、
船
中
無

障
今

ツ
時
帰
着
有
之
候

（
弘
化
元
年
四
月
二
四
日
）

一

近
藤
良
三
殿
、
今

紀
州
徳
川
家
出
入
医
師
）

朝
出
立
被
致
候
ニ
付
、
市
川
忠
三
郎
、
蹴
上
迄

見
送
い
た
し
申
候

（
弘
化
元
年
八
月
二
二
日
）

廿
二
日
晴
天

一

木
嶋
顕
名
霊
、
例
之
通
今
日
神
事
ニ
付
、
元
方
よ
り
前
以
如
例
廻

文
到
来
、
則
社
参
左
之
通

松
山
、
市
川
、
支
福
井

例
之
通
子
供
壱
人
差
出
し
候
様
廻
文
ニ
認
有
之
、
則

喜
太
郎

但
し
、
廻
文
之
通
り
御
初
穂
料
与
し
て
本
店
分
銀
エ
サ
入

七
匁
五
分
）、

元

方
へ
差
出
シ
候

（
弘
化
元
年
九
月
一
一
日
）

一

紀
州
様
調
達
講
、
此
度
壱
組
取
結
出
来
、
於
丸
山

マ
マ
）

座
敷
、
今
日
相

整
申
候
、

出
席承

り

市
川
忠
三
郎

（
弘
化
元
年
九
月
一
二
日
）

一

勘
定
名
代
市
川
忠
三
郎
、
江
戸
表
為
勤
番
罷
下
り
被
申
候
付
、
昼

後
よ
り
別
宅
中
示
合
有
之
、
跡
ニ
而
御
建
之
通
暇
乞
盃
い
た
し
候
、

尤
組
頭
不
残
、
役
頭
上
座
筆
頭
月
番
壱
人
ツ
ヽ

（
弘
化
元
年
九
月
一
四
日
・
一
五
日
）

十
四
日
雨
五
ツ
時
よ
り
天
ル

マ
マ
）

一

市
川
氏
、
明
朝
出
立
ニ
付
、
昼
飯
立
振
舞
い
た
し
候

相
伴

加

中
塚
徳
次
郎

支

並
河

清
助

今
夕
為
暇
乞
別
宅
支
配
不
残
、
組
頭
役
頭
上
座
月
番
壱
人
ツ
ヽ
罷

越
候

十
五
日
晴
天

一

右
同
人
紀
印
帳
面
ヲ
以
、
今
朝
出
立
被
致
候
ニ
付
見
送
り
左
ニ

支

井
上

仁
助

上
座

伊
藤
嘉
三
郎

子
供
孝
太
郎

但
し
御
建
之
通
、
重
組
酒
持
参
い
た
し
候

右
ニ
付
江
戸
大
坂
勢
州
店
へ
無
番
状
ヲ
以
及
通
達
、
惣
廻
文
差
出

し
申
候

（
弘
化
二
年
三
月
一
七
日
）

一

勘
定
名
代
役
市
川
忠
三
郎
、
江
戸
表
勤
番
無
故
障
為
相
済
、
彼
地

去
ル
六
日
昼
出
立
在
之
候
所
、
道
中
無
難
ニ
今
昼
時
帰
京
在
之
候
、

為
出
迎
左
ニ

役

伊
藤
嘉
三
郎

子
供
壱
人
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御
建
之
通
重
肴
酒
為
持
遣
し
申
候

但
、
着
否
先
格
之
通
生
肴
一
折
着
歓
与
シ
テ
御
宅
江

為
持
遣
し
候

右
為
着
歓
別
宅
よ
り
支
配
迄
不
残
、
組
頭
役
頭
上
座
月
番
壱
人

ツ
ヽ
参
上
い
た
し
候
、
且
又
右
御
着
為
知
惣
廻
文
差
出
し
申
候

一

江
戸
本
店
後
見
役
福
井
庄
兵
衛
、
在
所
表
無
拠
用
向
、
且
者
当
地

御
礼
登
り
旁
々
、
市
川
忠
三
郎
同
道
に
て
上
京
被
致
候

（
弘
化
二
年
三
月
二
四
日
）

一

勘
定
名
代
市
川
忠
三
郎
、
勤
番
無
故
障
為
相
済
帰
京
ニ
付
、
示
合

有
之
、
跡
ニ
而
一
献
差
出
し
申
候

（
弘
化
二
年
四
月
二
八
日
）

廿

日
曇
天
四
ツ
過
時
よ
り
雨

一

祇
園
神
幸
通
清
井
於
座
鋪
振
舞
い
た
し
候
処
、
左
ニ

江
本

福
井
庄
兵
衛

相
伴

中
塚
、
市
川
、
支
並
河
、
支
土
方
、
役
松
岡

元
方
小
森
、
上
之
店
入
江

給
仕
与
し
て

賄
方

伝
次
郎

子
供

和
吉

下
男

作
兵
衛
、
林
助

大
和
屋

下
女
両
人
、
下
男
一
人

右
之
通
在
之
、
料
理
万
端
出
入
伊
勢
長
相
誂
、
委
細
覚
帳
控
置
申

候

（
弘
化
二
年
八
月
二
四
日
）

廿
四
日
晴
天

一

市
川
忠
三
郎
、
紀
州
御
簾
中
様
御
逝
去
ニ
付
、
若
山
表
江
御
用
向

ニ
付
、
今
日
昼
船
ニ
而
罷
下
り
被
申
候

（
弘
化
二
年
九
月
三
日
）

一

勘
定
名
代
役
市
川
忠
三
郎
義
、
若
山
表
御
用
向
相
済
、
船
陸
無
故

障
、
今
初
夜
半
時
致
帰
着
候

（
弘
化
二
年
九
月
一
四
日
）

一

勘
定
場
去
秋
季
目
録
押
切
相
努
申
候

市
川
、
木
村

（
弘
化
二
年
一
〇
月
一
九
日
）

十
九
日
朝
少
々
雨
降
四
ツ
時
よ
り
晴
ル

一

蛭
子
講
内
祝
目
出
度
相
寿
候
、
尤
例
之
通
出
役
差
出
し
家
内
銘
々

小
箱
相
片
付
、
朝
よ
り
休
夜
之
通
り
、
且
店
表
通
常
体
也
、
偖
別

宅
中
不
残
出
勤
之
上
、
会
所
ニ
而
本
膳
差
出
し
申
候

神
服
様
、
松
山
、
中
塚
、
中
井
、
市
川
、
井
上

（
弘
化
三
年
五
月
一
四
日
）

十
四
日
晴
天

一

元
方
懸
り
名
代
中
井
茂
兵
衛
、
江
戸
為
勤
番
近
々
出
立
ニ
付
、
立

振
舞
本
膳
差
出
し
申
候

相
伴

市
川
忠
三
郎
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井
上

仁
助

（
弘
化
三
年
五
月
二
七
日
）

廿
七
日
曇
天

一

当
春
稲
荷
初
午
代
参
、
当
日
参
詣
可
致
之
処
、
御
停
止
中
且
ハ
江

戸
表
仮
屋
普
請
未
出
来
申
候
ニ
付
、
如
斯
延
引
ニ
相
成
申
候
、
則

参
詣
人
数
左
之
通

市
川
、
支
土
方
、
組
細
田

（
弘
化
三
年
閏
五
月
一
四
日
）

一

江
戸
芝
口
店
岡
田
源
三
郎

後
見
）

、
今
日
元
方
様
方
御
宅
江
御
礼
ニ
罷
上

り
申
候

案
内

市
川
忠
三
郎

但
し
、
外
主
中
様
方

ニ
当
役
中
御
礼
者
、
一
両
日
之
内

江
戸
両
店
当
役
中
上
京
ニ
付
、
其
節
一
緒
ニ
御
礼
ニ
罷

上
り
候
積
ニ
御
座
候

（
弘
化
三
年
閏
五
月
一
七
日
）

一

江
戸
三
店
村
田
常
五
郎
、

江
戸
向
店
元
方
掛
名
代
）

沢
木
新
四
郎
、

江
戸
本
店
勘
定
名
代
）

岡
田
源
三
郎
、
右
三
人

今
昼
着
振
舞
い
た
し
候

相
伴

市
川
忠
三
郎

支

木
村
直
次
郎

但
し
、
跡
ニ
而
別
宅
中
不
残
、
支
配
人
不
残
、
御
盃
致
候

史
料
１
⑤
「
名
代
言
送
帳

二
十
五
番
」

三
井
文
庫
所
蔵
史
料

別
一
七
七
七
）

（
弘
化
三
年
九
月
二
二
日
）

一

木
嶋
御
神
事
参
詣

松
山
、
市
川
、
支
井
上
仁

（
弘
化
三
年
九
月
二
五
日
）

廿
五
日
晴
天

一

成
願
寺
講
出
席

中
塚
、
市
川
、
支
井
上
、
支
木
村

（
弘
化
三
年
九
月
二
七
日
）

一

江
戸
店
々
三
人
衆
、
今
昼
着
振
舞
い
た
し
、
跡
ニ
而
別
宅
中
支
配

不
残
御
盃
い
た
し
候

但
、
小
林
氏
少
々
不
快

江
戸
芝
口
店
名
代
）

ニ
付
跡
江
相
廻
し
全
快
之
上
致
し
候

積
り
御
座
候

相
伴

市
川
、
支
木
邨

（
弘
化
三
年
九
月
二
八
日
）

廿

日
晴
天

一

松
田
徳
右
衛
門

江
戸
向
店
名
代
）

、
福
井
庄
兵
衛

江
戸
本
店
名
代
）

、
今
日
主
中
様
方
店
々

ニ
当
役

中
江
着
御
礼
ニ
廻
り
申
候

案
内

市
川
忠
三
郎

但
、
小
林
氏
不
快
ニ
付
、
全
快
之
上
相
廻
り
可
申
積
り
ニ
御
座
候

（
弘
化
三
年
一
〇
月
七
日
）

七
日
曇
天
未
中
刻
よ
り
雨

一

江
戸
別
宅
中
松
田
福
井
両
人
、
逗
留
間
合
無
之
ニ
付
、
着
礼
暇
乞
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旁
上
之
店
へ
致
出
店
候

案
内

市
川
忠
三
郎

（
弘
化
三
年
一
〇
月
九
日
）

九
日
曇
晴

一

江
戸
別
宅
中
松
田
福
井
両
人
、
近
々
出
立
ニ
付
、
主
中
様
方

店
々
江
暇
乞
ニ
相
廻
り
申
候

案
内
名
代

市
川
忠
三
郎

（
弘
化
三
年
一
〇
月
一
五
日
）

一

紀
州
御
勘
定
奉
行
下
村
三
郎
右
衛
門
様
、
御
参
府
ニ
付
、
伏
見
表

為
御
出
迎
、
左
ニ

名

市
川
忠
三
郎

（
弘
化
四
年
一
月
九
日
）

九
日
晴
天

一

紀
州
年
礼
下
り
、
市
川
忠
三
郎
、
今
昼
船
ニ
而
罷
下
り
被
申
候

（
弘
化
四
年
一
月
二
二
日
）

一

市
川
忠
三
郎
、
若
山
表
御
用
向
相
済
候
ニ
付
、
彼
地
十
九
日
出
立
、

大
坂
表
今
昼
船
ニ
而
船
中
無
故
障
、
四
ツ
半
時
帰
京
被
致
候

（
弘
化
四
年
二
月
九
日
）

一

元
〆
役
松
山
喜
十
郎
実
母
、
九
十
年
賀
ニ
付
、
大
元
方
よ
り
御
祝

物
御
差
贈
ニ
付
、
相
談
之
上
為
祝
左
之
通

祝
儀

一

銀
三
枚

樽
肴
料

一

金
弐
百
疋

御
肴
料

一

金
百
疋

中
塚
、
中
井
、
市
川
、
井
上

右
之
通
差
送
り
申
候
、
委
細
拾
壱
番
永
代
帳
へ
記
ス

（
弘
化
四
年
三
月
一
五
日
）

十
五
日
晴
天

一

上
之
店
目
録
押
切
相
務
申
候

市
川
、
シ
井
上

（
弘
化
四
年
三
月
一
八
日
）

十

日
晴
天

一

就
吉
辰
紅
店
押
切
相
務
申
候

市
川
、
井
上

（
弘
化
四
年
四
月
二
三
日
）

廿
三
日
晴
天

一

伊
勢
代
参
、
今
朝
出
立

本
店

市
川
忠
三
郎

木
村
直
次
郎

霜
山
又
三
郎

大
本
店

東

市
兵
衛

上
之
店

植
村
七
右
衛
門

見
送
り

シ

細
田
平
十
郎

上

野
崎

万
七
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道
中
供
付

男
脇

五
兵
衛

出
入

孫
四
郎

大
本
同

藤
兵
衛

右
参
詣
之
者
台
所
ニ
而
平
炙
猪
口

付
、
尤
飯
台
ニ
而
酒

出
ス
、
肴
ニ
者
小
鉢
取
肴
也

右
之
通
目
出
度
出
立
有
之
候
、
尤
伊
勢
太
々
御
神
楽
廿

日
之
積

御
座
候

但
、
蹴
上
ケ
之
処
重
詰
之
建
ニ
候
へ
と
も
、
暖
気
之
時
候
ニ
付
、

硯
蓋
ニ
而
差
出
し
申
候
、
酒
三
升
、
上
之
店
よ
り
酒
弐
升
吸

物
差
出
し
被
申
候
筈
之
所
、
本
店
へ
頼
参
り
候
ニ
付
、
拵

遣
し
申
候

加
賀
屋

茶
料

サ
舟

五
百
）

文

参
詣
之
銘
々
江
金
舟
疋

百
）

右
之
通
差
遣
し
申
候

（
弘
化
四
年
五
月
一
五
日
）

一

太
々
参
詣
之
衆
中
、
御
神
楽
参
宮
無
滞
相
済
、
道
中
無
難
目
出
度

帰
京
有
之
候
、
則
左
ニ

市
川
忠
三
郎

木
村
直
次
郎

霜
山
又
三
郎

何
れ
も
廿
二
日
間

上
之
店

植
村
七
右
衛
門

昨
日
帰
京
い
た
し
申
候

大
本
店

東

市
兵
衛

直
ニ
帰
京
い
た
し
申
候

（
弘
化
四
年
五
月
二
三
日
）

一

土
方
次
兵
衛
殿
、
年
来
無
故
障
相
勤
、
此
度
通
勤
支
配
大
元
方
役

所
勤
被
仰
付
、
近
々
元
方
役
所
へ
出
勤
初
、
依
之
御
建
之
振
舞
、

右
跡
に
て
盃
い
た
し
申
候

相
伴

市
川
忠
三
郎

シ

細
田
平
十
郎

組

松
岡
要
三
郎

役

大
橋

貞
七

上

青
木
常
三
郎

右
跡
ニ
而
別
宅
中
支
配
組
頭
不
残
、
役
頭
上
座
筆
頭
月
番
壱
人

ツ
ヽ
盃
い
た
し
申
候

（
弘
化
四
年
六
月
六
日
）

六
日
晴
天

一

市
川
忠
三
郎
、
紀
州
方
御
用
向
ニ
付
、
大
坂
表
へ
今
昼
船
ニ
而
下

坂
被
致
候

（
弘
化
四
年
六
月
八
日
）

一

市
川
忠
三
郎
、
紀
州
方
大
坂
表
御
用
向
相
済
、
今
昼
船
ニ
而
上
京

い
た
し
候
処
、
船
中
無
難
、
今
夜
四
ツ
時
帰
着
い
た
し
候

（
弘
化
四
年
九
月
一
六
日
）
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一

今
日
月
並
御
寄
会
之
上
、
店
々
へ
名
目
役
替
被
仰
渡
候
処
、
左
之

通一

京
本
店

是
迄
勘
定
名
代

市
川
忠
三
郎

右
此
度
元
方
掛
名
代
役

一

間
之
町
店

同

後
見
役

松
本

友
七

右
此
度
名
代
役

右
之
通
廻
文
到
来
候
付
、
江
戸
大
坂
勢
州
店
へ
無
番
状
を
以
及
通

達
、
惣
廻
文
さ
し
出
申
候

一

市
川
氏
、
役
替
ニ
付
帰
店
之
上
、
役
人
中
不
残
挨
拶
い
た
し
、
扨

又
今
夕
支
配
組
頭
不
残
、
役
頭
上
座
月
番
一
人
ツ
ヽ
罷
越
候

（
弘
化
四
年
一
〇
月
二
二
日
）

一

元
方
名
代
市
川
忠
三
郎
、
江
戸
為
勤
番
近
々
出
立
ニ
付
、
立
振
舞

致
申
候

相
伴

中
井
茂
兵
衛

支

木
村
直
次
郎

一

市
川
忠
三
郎
、
示
合
有
之
、
跡
ニ
而
於
目
録
庭
、
別
宅
中
支
配
人

組
頭
不
残
、
役
頭
上
座
筆
頭
月
番
壱
人
ツ
ヽ
盃
い
た
し
申
候

（
弘
化
四
年
一
〇
月
二
四
日
）

廿
四
日
七
ツ
半
時
よ
り
雨

一

市
川
忠
三
郎
、
明
日
出
立
ニ
付
、
暇
乞
別
宅
中
支
配
不
残
、
組
頭

役
頭
上
座
壱
人
ツ
ヽ
参
り
申
候

（
弘
化
四
年
一
〇
月
二
五
日
）

廿
五
日
朝
曇
天

ツ
時
雷
夕
雨

一

市
川
忠
三
郎
、
江
戸
為
勤
番
、
今
朝
紀
印
帳
面
ニ
而
東
海
道
十
二

日
経
を
以
罷
下
り
申
候

見
送

中
井
茂
兵
衛

支

松
岡
要
三
郎

上

御
池
弥
五
郎

子
供
伊
三
吉

但
、
御
建
之
通
り
、
重
詰
酒
持
参
い
た
し
候

右
ニ
付
江
戸
大
坂
勢
州
通
達
ニ
及
、
惣
廻
文
差
出
し
申
候

（
嘉
永
元
年
三
月
一
五
日
）

十
五
日
晴
天
暮
々
よ
り
雨

一

市
川
忠
三
郎
、
江
戸
勤
番
相
済
、
彼
地
去
ル
六
日
出
立
、
東
海
道

十
二
日
経
ニ
而
罷
登
り
被
申
候
処
、
大
井
川
二
日
支
在
之
候
得
共

道
中
無
難
今
昼
時
帰
京
被
致
候
、
依
之
惣
廻
文
差
出
し
、
暮
早
々

為
着
歓
別
宅
中
支
配
不
残
、
組
頭
よ
り
上
座
迄
壱
人
宛
罷
出
申
候

一

右
ニ
付
、
為
着
歓
生
肴
一
折
代
シ
ヽ

十
匁
）

切
手
ニ
而
差
送
り
申
候

（
嘉
永
元
年
三
月
一
七
日
）

一

東
海
道
浜
松
駅
定
宿
川
口
次
郎
兵
衛
義
、
此
度
元
方
役
所
へ
願
筋

ニ
而
上
京
、
別
宅
中
へ
為
土
産
干

三
枚
、
扇
子
一
対
宛
、
代

ツ
ヽ

四
匁
）

位
之
品
、
被
差
送
候
付
為
返
礼
左
ニ

一

金
百
疋

松
山
、
中
塚
、
中
井
、
市
川
、
井
上
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右
之
通
差
送
り
候
也
、
委
細
十
一
番
永
代
帳
ニ
記
ス

（
嘉
永
元
年
五
月
一
〇
日
）

十
日
晴
天

一

北

郎
右
衛
門

高
福
）

様
御
儀
、
若
山
表
御
用
向
ニ
付
、
今
昼
御
船
ニ
而

御
下
坂
被
遊
候
、
右
ニ
付
別
宅
不
残
、
支
配
人
壱
人
罷
上
り
申
候

但
、
惣
廻
文
差
出
し
、
連
店
ハ
筆
頭
壱
人
宛
罷
上
り
候
様
申
遣

し
候

一

右
御
用
向
ニ
付
、
市
川
忠
三
郎
、
今
昼
船
ニ
而
下
坂
被
致
候

（
嘉
永
元
年
六
月
二
日
）

一

北

郎
右
衛
門
様
御
儀
、
若
山
表
御
用
向
無
滞
被
為
済
、
御
船
陸

無
御
故
障
昨
夜
暮
半
時
御
帰
着
被
遊
、
目
出
度
御
儀
奉
存
候
、
右

ニ
付
為
御
歓
別
宅
不
残
、
支
配
壱
人
連
店
ハ
壱
人
宛
罷
上
り
申
候

但
し
、
連
店

別
宅
中
へ
即
刻
廻
文
差
出
し
申
候

一

市
川
忠
三
郎
、
右
御
用
向
相
済
、
昨
夜
暮
半
時
帰
京
い
た
し
申
候

（
嘉
永
元
年
九
月
一
五
日
）

十
五
日
晴
天

一

就
吉
辰
紅
店
押
切
相
務
申
候

市
川
、
支
細
田

（
嘉
永
元
年
九
月
一
八
日
）

一

就
吉
辰
勘
定
場
押
切
相
務
申
候

市
川
、
支
細
田

（
嘉
永
二
年
一
月
二
一
日
）

一

御
用
談
之
義
有
之
候
間
、
早
々
御
出
席
可
被
成
候
、
已
上

正
月
廿
日

元

方

松
山
引
、
中
塚
在
江

中
井
在
坂
、
市
川

右
之
通
廻
文
就
到
来
、
直
様
市
川
氏
出
勤
被
致
候

（
嘉
永
二
年
二
月
七
日
）

七
日
晴
天

一

稲
荷
代
参

市
川
、
支
松
岡
、
組
白
井

（
嘉
永
二
年
二
月
二
五
日
）

廿
五
日
晴
天

一

成
願
寺
講
出
席

中
塚
、
中
井
、
市
川
、
木
む
ら

（
嘉
永
二
年
閏
四
月
二
〇
日
）

一

北
於
御
宅
、
役
替
之
銘
々
へ
御
酒
被
下
候
ニ
付

中
塚
徳
次
郎

市
川
忠
三
郎

井
上
甚
三
郎

上
之
店

植
村
喜
左
衛
門

辻
川
七
次
郎

白
井
繁
次
郎

向
崎
文
四
郎

御
池
弥
五
郎

野
崎

万
七

近
藤
多
兵
衛
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川
崎
専
次
郎

上
之
店

原
田
七
右
衛
門

西
条
清
三
郎

森
野

新
助

紅
店

西
田

清
七

右
之
通
罷
上
り
申
候
、
尤
翌
日
御
礼
罷
上
り
申
候

不
参

上
之
店

南

和
三
郎

病
気
ニ
付

（
嘉
永
二
年
六
月
五
日
）

五
日
晴
天
申
刻
少
々
白
雨
雷
鳴
も
少
し

一

元
方
名
代
役
市
川
忠
三
郎
、
二
条
通
間
之
町
東
へ
入
ル
南
側
へ
変

宅
ニ
付
、
御
建
之
祝
物
差
贈
、
惣
廻
文
差
出
し
申
候

（
嘉
永
二
年
六
月
二
八
日
）

廿

日
曇
天
五
ツ
時
よ
り
晴
ル

一

元
方
御
用
談
有
之
、
昼
飯
後
早
々
出
席

中
塚
、
市
川

（
嘉
永
二
年
八
月
二
二
日
）

廿
二
日
曇
天
五
ツ
時
よ
り
晴
ル

一

木
嶋
顕
名
霊
神
就
御
神
事
、
元
方
よ
り
如
例
前
以
廻
文
到
来
、
則

社
参
、
左
ニ

中
塚
、
市
川
、
支
細
田

但
、
例
年
之
通
為
御
初
穂
本
店
分
エ
サ
入

七
匁
五
分
）

元
方
へ
差
出
し
、

早
朝
子
供
壱
人
差
出
し
申
候

山
口
喜
三
郎

（
嘉
永
二
年
一
〇
月
一
九
日
）

一

蛭
子
講
内
祝
目
出
度
相
寿
申
候
、
尤
例
之
通
出
役
差
出
し
、
店
表

通
り
常
体
、
且
別
宅
中
不
残
出
勤
之
上
会
所
蛭
子
尊
神
前
ニ
而
本

膳
差
出
し
申
候

神
服
様
、
中
井
、
市
川
、
井
上

不
快
ニ
付
不
参
中
塚

但
膳
差
贈
り
申
候

（
嘉
永
二
年
一
二
月
二
日
）

一

市
川
氏
安
産
有
之
候
、
然
ニ
次
男

マ
マ
）

ニ
候
得
共
、
惣
領
女
子
ニ
候
所
、

御
建
之
通
り
ニ
付
、
惣
領
ニ
相
成
候
付
、
祝
物
差
送
り
申
候
、
委

細
永
代
帳
拾
壱
番
ニ
印
置
也

但
、
為
歓
与
し
て
支
配
壱
人
参
り
申
候
、
右
使
者
角
前
髪
差
遣

し
申
候

（
嘉
永
三
年
一
月
九
日
）

一

市
川
忠
三
郎
、
若
山
表
就
御
用
向
、
今
昼
船
ニ
而
下
坂
被
致
候

（
嘉
永
三
年
一
月
二
一
日
）

一

市
川
忠
三
郎
、
若
山
表
御
用
向
相
済
、
今
昼
船
無
難
ニ
初
夜
時
帰

着
被
致
候

（
嘉
永
三
年
二
月
一
四
日
）

一

元
方
掛
名
代
市
川
忠
三
郎
、
江
戸
向
店
為
勤
番
近
々
被
致
出
立
候

ニ
付
、
於
目
録
場
別
宅
中
示
合
在
之
候
、
跡
ニ
而
別
宅
支
配
不
残
、

組
頭
役
頭
上
座
月
番
壱
人
宛
致
盃
候
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但
シ
、
昨
秋
御
改
革
ニ
付
本
膳
止
メ
ニ
相
成
候
事

（
嘉
永
三
年
二
月
一
五
日
）

一

市
川
忠
三
郎
、
江
戸
為
勤
番
明
日
出
立
ニ
付
暇
乞
与
し
て
別
宅
支

配
不
残
、
組
頭
役
頭
上
座
月
番
壱
人
宛
参
り
申
候

十
六
日
晴
天

一

右
同
人
紀
州
御
帳
面
ニ
而
今
朝
出
立
ニ
付
見
送
り
与
し
て
左
ニ

支
配

細
田
平
兵
衛

上
座

森

藤
四
郎

子
供
嘉
十
郎

但
シ
御
建
之
通
重
組
酒
持
参
可
致
筈
ニ
候
へ
共
、
昨
秋
御
改
革

相
改
り
候
通
料
物
差
送
申
候
、
江
戸
表
へ
無
番
状
を
以
、

大
坂
勢
州
店
本
状
追
啓
を
以
及
通
達
、
且
又
惣
廻
文
差
出

し
申
候

（
嘉
永
三
年
九
月
一
日
）

一

元
方
名
代
役
市
川
忠
三
郎
、
江
戸
向
店
勤
番
無
滞
為
相
済
、
彼
地

去
ル
廿
日
出
立
、
東
海
道
十
二
日
経
ヲ
以
、
道
中
無
難
今
昼
時
無

難
帰
京
被
致
候
、
依
之
惣
廻
文
差
出
し
申
候
、
夕
刻
別
宅
支
配
不

残
、
組
頭
役
頭
上
座
月
番
壱
人
ツ
ヽ
着
歓
参
り
申
候

蹴
上
出
向

役
頭

川
合
茂
次
郎

子
供
常
次
郎

但
、
昨
年
相
改
候
通
り
、
酒
肴
料
為
持
遣
し
候
也

（
嘉
永
三
年
九
月
五
日
）

五
日
晴
天

一

今
昼
後
、
市
川
氏
示
合
相
務
申
候

但
、
跡
ニ
而
手
軽
ク
盃
い
た
し
候

（
嘉
永
三
年
九
月
二
七
日
）

一

市
川
忠
三
郎
、
大
坂
表
御
用
向
ニ
付
、
今
昼
船
ニ
而
罷
下
り
申
候

（
嘉
永
三
年
一
〇
月
三
日
）

一

市
川
忠
三
郎
、
大
坂
御
用
向
相
済
候
ニ
付
、
舟
中
無
難
、
昨
夜
初

夜
時
帰
着
被
致
候

（
嘉
永
四
年
二
月
二
五
日
）

一

成
願
寺
天
神
講
相
務
被
申
候
ニ
付
、
参
詣

元
〆
中
塚
、
元
方
市
川
、
支
中
塚

（
嘉
永
四
年
八
月
二
二
日
）

廿
二
日
雨
天
七
ツ
時
よ
り
晴

一

木
嶋
顕
名
御
霊
神
就
御
神
事
、
元
方
よ
り
如
例
前
以
廻
文
到
来
、

社
参
左
ニ

元
〆
中
塚
、
元
方
市
川
、
シ
吉
仲

但
し
、
例
之
通
御
初
穂
、
本
店
之
分
エ
サ
入

七
匁
五
分
）、

元
方
江
指
出
し
、

早
朝
子
供
差
遣
し
申
候

（
嘉
永
四
年
八
月
二
八
日
）

一

今
日
就
吉
辰
紅
店
当
春
季
目
録
押
切
相
務
申
候
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元
市
川
、
支
中
塚

（
嘉
永
四
年
九
月
二
六
日
）

一

当
春
季
上
之
店
目
録
押
切
相
勤
申
候

市
川
、
中
塚
孫

史
料
１
⑥
「
名
代
言
送
帳

二
十
六
番
」

三
井
文
庫
所
蔵
史
料

別
一
七
七

）

（
嘉
永
五
年
二
月
一
六
日
）

一

今
日
月
次
御
寄
会
之
上
、
店
々
名
目
役
替
被
仰
渡
候
所
左
之
通

一

京
本
店

是
迄
元
方
掛
名
代
役

市
川
忠
三
郎

一

大
坂
本
店

同

奥
村
忠
右
衛
門

右
両
人
此
度
加
判
名
代
役

（
略
）

右
之
通
被
仰
渡
候
段
、
元
方
よ
り
廻
文
到
来
ニ
付
惣
廻
文
指
出
候
、

江
戸
大
坂
勢
州
店
々
へ
無
番
状
を
以
及
通
達
申
候
、
且
又
市
川
氏

土
方
氏
両
家
へ
、
別
宅
中
支
配
不
残
、
組
頭
役
頭
上
座
月
番
壱
人

宛
歓
ニ
参
り
申
候

（
嘉
永
五
年
閏
二
月
一
二
日
）

十
二
日
雨
天

ツ
時
よ
り
晴
ル

一

右
同
人
、
乙
之
助
召
連

加
判
名
代
中
井
茂
兵
衛
）

、
紀
州
御
帳
面
ニ
而
今
朝
出
立
候
付
為
見

送
、
左
ニ

加

市
川
忠
三
郎

支

吉
仲
庄
太
郎

上

松
田
政
次
郎

子
供

徳
三
郎

但
し
、
御
建
之
通
重
組
酒
持
参
可
致
筈
ニ
候
得
ど
も
、
去
ル
酉
年

よ
り
御
改
革
ニ
而
相
改
候
通
、

又
出
立
之
節
飯
差
出
し
候
所
、

是
又
此
度
両
用
共
料
物
ニ
而
差
送
り
、
江
戸
表
無
番
状
ヲ
以
大

坂
勢
州
店
へ
ハ
本
状
追
啓
よ
り
及
通
達
惣
廻
文
差
出
し
申
候

（
嘉
永
五
年
閏
二
月
二
五
日
）

一

成
願
寺
講
出
席

市
川
、
土
方
、
支
吉
仲

（
嘉
永
五
年
三
月
一
七
日
）

十
七
日
雨
天

一

上
之
店
去
秋
季
目
録
押
切
相
勤
申
候

加
市
川
、
支
吉
仲

（
嘉
永
五
年
三
月
二
一
日
）

廿
一
日
曇
天

一

紅
店
去
秋
季
目
録
押
切
相
勤
申
候加

市
川
、
支
吉
仲

（
嘉
永
五
年
四
月
四
日
）

一

昨
暁
近
火
ニ
付
早
速
御
見
舞
被
下
候
御
方
へ
、
夫
々
御
礼
ニ
相
廻

り
申
候

紀
州
御
屋
敷

加

市
川
忠
三
郎

御
宅
々

支

吉
仲
庄
太
郎
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諸
方

買
先

筆

塚
本
為
三
郎

平

辻

勘
三
郎

同

高
山
新
三
郎

西
ノ
御
組
飯
室
様
へ

屋
敷
方
初
元

岸
田
利
三
郎

右
之
通
挨
拶
ニ
相
廻
り
申
候
、
尤
飯
室
様
へ
ハ
袴
羽
織
ニ
而
御
礼

上
リ
、
其
節
昨
夜
出
火
御
見
舞
序
ニ
為
申
上
候
事

（
嘉
永
五
年
五
月
七
日
）

一

三
本
木
大
和
屋
岩
治
郎
方
ニ
而
振
舞
い
た
し
候
処
、
左
ニ

江
向
後
見
岡
田
岩
次
郎
、
江
本
同
一
色
喜
四
郎

相
伴

市
川
、
井
上
、
支
吉
仲
、
組
格
河
井

元
方
木
村
、
上
之
店
植
村

給
仕
与
し
て

賄
方

専
三
郎

子
供

力

蔵

右
之
通
ニ
有
之
、
料
理
万
端
右
方
ニ
而
相
誂
、
委
細
覚
帳
ニ
控
置

申
候

（
嘉
永
五
年
一
〇
月
一
一
日
）

十
一
日
曇
天

一

加
判
名
代
役
市
川
忠
三
郎
殿
、
大
坂
為
勤
番
罷
下
り
被
申
候
ニ
付
、

於
目
録
場
致
盃
候

（
嘉
永
五
年
一
〇
月
一
三
日
）

一

加
判
名
代
役
市
川
忠
三
郎
殿
、
大
坂
為
勤
番
今
昼
船
ニ
而
罷
下
り

被
申
候

朱
書
）
「
但
し
是
迄
廻
文
差
出
し
無
之
候
得
共
、
已
来
者
御
宅
々
店
々

惣
廻
文

差
出
し
可
申
事
」

（
嘉
永
五
年
一
一
月
一
二
日
）

十
二
日
晴
天
冬
至

一

加
判
名
代
役
市
川
忠
三
郎
儀
、
大
坂
本
店
勤
番
無
滞
為
相
済
、
今

船
ニ
而
罷
登
被
申
候
、
船
中
無
難
初
夜
時
帰
京
被
致
候
段
、
御
宅

よ
り
申
参
候
ニ
付
、
不
取
敢
支
配
壱
人
着
歓
参
り
申
候

（
嘉
永
六
年
正
月
一
〇
日
）

一

上
之
店
益
印
店
颪
改
相
勤
申
候

加
市
川
、
支
吉
仲

（
嘉
永
六
年
二
月
一
九
日
）

十
九
日
晴
天

一

初
午
停
止
中
ニ
付
、
今
日
稲
荷
代
参
相
整
申
候

市
川
、
大
橋
、
赤
尾

相
伴

奈
良
三
懸
り
大
石

（
嘉
永
六
年
二
月
二
二
日
）

廿
一
日
晴
天

一

紀
州
御
家
老
江
戸
表
江
御
出
府
、
今
日
伏
見
表
へ
御
着
、
依
之
紀

州
懸
り
市
川
忠
三
郎
為
御
伺
、
今
朝
彼
地
へ
罷
越
被
申
候

（
嘉
永
六
年
二
月
二
三
日
）

廿
三
日
晴
天
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一

市
川
氏
、
昨
日
伏
見
表
被
越
候
所
、
御
家
老
御
着
一
日
延
引
ニ
而
、

江
戸
表
江
御
出
府
、
今
日
伏
見
表
へ
御
着
、
依
之
紀
州
懸
り
市
川

忠
三
郎
為
御
伺
、
今
朝
彼
地
へ
罷
越
被
申
候

（
嘉
永
六
年
二
月
二
五
日
）

廿
五
日
晴
天
初
夜
時
分
よ
り
雨
降
申
候

一

成
願
寺
講
出
席

中
井
、
市
川
、
支
吉
仲
、
同
大
橋

（
嘉
永
六
年
三
月
五
日
）

五
日
晴
天

一

宗
六
様

高
就
）

御
儀
、
若
山
表
御
用
向
ニ
付
、
今
夕
早
船
ニ
而
御
向
被
遊

候
、
尤
俄
之
御
事
ニ
付
、
当
店
よ
り
惣
代
別
宅
壱
人
御
暇
乞
罷
上
、

連
店
ハ
別
段
御
暇
乞
不
及
候
段
、
廻
文
差
出
シ
申
候
、
尤
江
戸
三

店
大
坂
勢
州
店
江
及
通
達
申
候

一

就
右
御
用
向
、
加
判
名
代
役
市
川
忠
三
郎
、
今
夕
御
同
船
ニ
而
下

坂
被
致
候
ニ
付
、
右
之
通
江
戸
三
店
大
坂
勢
州
店
へ
及
通
達
申
候

（
嘉
永
六
年
三
月
二
五
日
）

廿
五
日
晴
天
昼
後
雨
天

一

加
判
名
代
役
市
川
忠
三
郎
、
若
山
表
御
用
向
相
済
候
ニ
付
、
彼
地

廿
三
日
出
立
今
今
井
船
ニ
而
罷
被
登
、
船
中
無
難
暮
前
時
帰
京
被

致
候

（
嘉
永
六
年
六
月
一
七
日
）

十
七
日
晴
天

一

北
真

郎

高
朗
）

様
御
儀
、
治
郎
右
衛
門
様
御
名
前
御
譲
請
被
遊
候
付
、

為
御
悦
左
之
通
り

花
色
晒
帷
子

壱
反
宛

瓜
ノ
御
紋
附

元
〆
中
塚

溜
メ
紙
弐
折
、
銀
セ
ヽ

二
匁
）

桐
ノ
御
紋
附

加
中
井
、
加
市
川
、
元
井
上
、
名
土
方

溜
メ
紙
弐
折
、
金
セ
朱

二
）

也

右
之
通
被
下
置
候

但
し
御
使
勝
次
郎

右
御
礼
と
し
て
左
ニ

御
樽
肴
料

一

金
弐
百
疋

右
之
通
差
上
被
申
候

（
嘉
永
六
年
六
月
二
〇
日
）

一

紅
店
無
人
ニ
付
、
当
春
支
配
退
役
向
崎
文
四
郎
、
本
店
限
紅
店
詰

切
御
雇
申
渡
、
立
会
左
ニ

加

市
川
忠
三
郎

元

井
上
甚
三
郎

支

吉
仲
庄
太
郎

紅
通
支

山
下
甚
蔵

右
之
通
立
会
候
後
、
今
廿
日
よ
り
致
出
勤
候

（
嘉
永
六
年
九
月
二
日
）

一

今
日
元
方
御
寄
会
之
上
、
市
川
忠
三
郎
殿
是
迄
紀
州
方
無
故
障
相

勤
被
申
候
処
、
此
度
御
差
免
、
跡
役
土
方
治
兵
衛
殿
へ
被
仰
渡
候

（
嘉
永
六
年
一
〇
月
九
日
）
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一

加
判
名
代
役
市
川
忠
三
郎
、
江
戸
本
店
為
勤
番
近
々
出
立
ニ
付
、

今
日
目
録
場
別
宅
中
示
合
有
之
候
、
跡
ニ
而
別
宅
中
支
配
人
不
残
、

組
頭
役
頭
上
座
月
番
壱
人
宛
致
盃
申
候

但
去
ル
酉
年
御
改
之
通
、
本
膳
相
止
メ
申
候

（
嘉
永
六
年
一
〇
月
一
〇
日
）

一

市
川
忠
三
郎
、
江
戸
表
為
勤
番
明
日
出
立
ニ
付
、
暇
乞
と
し
て
別

宅
支
配
不
残
、
組
頭
役
頭
上
座
月
番
壱
人
宛
参
り
申
候

（
嘉
永
六
年
一
〇
月
一
〇
日
）

十
一
日

一

右
同
人
、
紀
州
御
帳
面
ニ
而
今
朝
出
立
、
為
見
送
り
左
ニ

名

土
方
治
兵
衛

支

中
塚
徳
治
郎

上

塚
本
為
三
郎

子
供

松
太
郎

但
、
御
建
之
通
、
蹴
上
へ
重
組
酒
持
参
可
申
筈
ニ
候
得
共
、
去
ル

酉
年
御
改
之
通
、
料
物
ニ
而
差
送
り
申
候
、
江
戸
表
無
番
状
を

以
、
大
坂
勢
州
店
本
状
追
啓
よ
り
及
通
達
申
候
、
尤
惣
廻
文
差

出
し
申
候

（
嘉
永
六
年
一
〇
月
三
〇
日
）

晦
日
晴
天

一

江
戸
本
状
九
拾
四
番
廿
二
日
出
、
今
日
到
着
、
右
追
啓
を
以
、
市

川
忠
三
郎
殿
道
中
無
難
今
七
ツ
時
着
府
之
趣
申
参
候

（
安
政
元
年
四
月
二
一
日
）

廿
一
日
晴
天

一

加
判
名
代
役
市
川
忠
三
郎
、
江
戸
勤
番
無
滞
為
相
済
、
彼
地
去
ル

十
一
日
出
立
東
海
道
十
二
日
経
ニ
而
帰
京
被
致
候
、
尤
日
程
者
明

日
之
着
ニ
付
、
出
迎
等
ニ
も
得
遣
し
不
申
候

但
し
右
之
訳
柄
ニ
付
蹴
揚
酒
弁
当
料
金
舟
サ
シ

百
五
十
）

疋
、
前
書
断
手

紙
添
宅
江
指
送
り
申
候

（
安
政
元
年
四
月
二
二
日
）

廿
二
日
晴
天
昼
後
曇
折
々
小
雨
夜
中
烈
敷
降

一

市
川
氏
帰
京
、
惣
廻
文
指
出
し
江
戸
大
坂
勢
州
店
へ
及
通
達
申
候
、

尤
着
歓
と
し
て
生
肴
一
折
指
送
り
候
、
且
別
宅
支
配
不
残
、
組
頭

役
頭
上
座
月
番
壱
人
宛
着
歓
ニ
参
り
申
候

（
安
政
元
年
四
月
二
四
日
）

廿
四
日
曇
晴

一

今
昼
後
市
川
氏
示
合
有
之
、
跡
ニ
而
致
盃
申
候

（
安
政
元
年
七
月
一
四
日
）

十
四
日
晴
天

一

当
初
荷
諸
役
所
工
面
克
指
下
、
諸
請
払
万
端
都
合
能
相
仕
舞
大
慶

奉
存
候
、
依
之
北

郎
右
衛
門
様

高
福
）

御
届
ケ
申
上
候

加
市
川
、
支
中
塚

（
安
政
元
年
七
月
一
五
日
）
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一

北

郎
右
衛
門
様
御
方
御
籌
様
御
儀
、
去
ル
五
月
御
疱
瘡
被
遊
、

右
御
歓
請
、
当
中
元
御
請
被
遊
候
ニ
付
、
別
宅
筆
頭
壱
人
支
配
壱

人
家
督
為
惣
代
壱
人
罷
上
り
申
候

加
市
川
、
支
中
塚

（
安
政
元
年
七
月
二
七
日
）

廿
七
日
晴
天

一

上
之
店
益
印
代
呂
物
改
相
勤
申
候

加
市
川
、
支
大
橋

（
安
政
元
年
八
月
一
二
日
）

十
二
日
落

一

勘
定
庭
当
春
季
目
録
押
切
相
努
申
候

加
市
川
、
支
大
橋

（
安
政
元
年
八
月
二
二
日
）

廿
二
日
晴
天

一

木
嶋
顕
名
霊
神
就
御
神
事
、
元
方
よ
り
如
例
前
以
廻
文
到
来
、
社

参
左
ニ

加
市
川
、
紅
勤
中
村
、
支
中
塚
孫

例
之
通
御
初
穂
本
店
之
分
エ
サ
入
、
元
方
へ
指
出
し
早
朝
子
共

差
遣
し
申
候

野
村
源
吉

但
し
江
戸
中
村
氏
、
此
程

江
戸
本
店
勘
定
名
代
）

御
上
京
ニ
付
参
詣
被
致
候

（
安
政
元
年
八
月
二
二
日
）

廿
五
日
曇
晴

一

上
之
店
当
春
季
目
録
押
切
相
努
申
候

加
市
川
、
支
大
橋

（
安
政
元
年
九
月
二
二
日
）

一

当
節
柄
ニ
候
へ
と
も
江
戸
中
村
氏
、
祇
園
中
村
屋
座
敷
お
い
て
酒

指
出
候
ニ
付
左
ニ

加
市
川
、
名
土
方
、
支
中
塚
、
組
角
野

上
名
植
村
、
元
後
木
村
、
子
供
源
吉

右
之
通
、
尤
振
舞
ニ
申
で
も
無
之
ニ
付
、
賄
方
役
人
参
り
不
申
候
、

且
献
立
ハ
覚
帳
記
文
有
之
候

（
安
政
元
年
九
月
二
五
日
）

廿
五
日
晴
天

一

成
願
寺
出
講

加
市
川
、
支
中
井

（
安
政
元
年
一
〇
月
六
日
）

一

進
蔵
様

高
敏
）

御
儀
、
去
ル
亥
十
月
廿
一
日
よ
り
当
店
江
御
習
学
被
遊
候

処
、
明
七
日
よ
り
元
方
江
御
引
越
、
両
替
店
御
日
勤
被
遊
候
様
、

右
御
寄
会
之
上
蒙
御
仰
被
遊
候

立
会

加
中
井
、
同
市
川

（
安
政
元
年
一
〇
月
七
日
）

七
日
晴
天

一

紅
店
当
春
季
目
録
押
切
相
務
申
候

加
市
川
、
支
大
橋

（
安
政
元
年
一
〇
月
一
九
日
）

十
九
日
晴
天
風
立

一

蛭
子
講
内
祝
目
出
度
相
寿
申
候
、
例
之
通
出
役
之
者
差
出
し
、
店

表
通
り
常
体
、
且
別
宅
中
不
残
出
勤
之
上
、
会
所
蛭
子
尊
前
ニ
而

本
膳
差
出
し
申
候
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神
服
様
、
市
川
、
土
方

不
参眼

病
中
塚
、
不
快
ニ
付
中
井
、
在
坂
井
上

但

不
参
之
御
方
膳
部
差
送
り
申
候

（
安
政
二
年
一
月
一
二
日
）

一

加
判
名
代
役
市
川
忠
三
郎
、
大
坂
表
御
用
向
ニ
付
、
今
夕
東
氏
同

大
坂
本
店
勘
定
名
代
）

船
に
て
下
坂
被
致
候

但
、
元
之
助
様
御
下
坂
、
市
川
氏
下
坂
之
趣
、
江
戸
店
々
勢
州

店
へ
本
状
追
啓
を
以
通
達
ニ
お
よ
ひ
申
候

（
安
政
二
年
一
月
一
五
日
）

一

市
川
忠
三
郎
、
大
坂
表
御
用
向
相
済
、
昨
日
夕
船
ニ
而
罷
登
被
申

候
処
、
船
中
無
難
今
五
ツ
半
時
帰
京
被
致
候

（
安
政
二
年
一
月
二
六
日
）

廿
六
日
晴
天

一

江
州
佐
々
木
社
為
御
代
参
、
加
判
名
代
役
市
川
忠
三
郎
、
今
朝
出

立
被
致
候
事

供
付

出
入

久
兵
衛

（
安
政
二
年
一
月
二
九
日
）

廿
九
日

一

市
川
忠
三
郎
儀
、
江
州
佐
々
木
御
社
御
代
参
無
滞
相
務
、
昨
暮
時

帰
京
被
致
候

（
安
政
二
年
四
月
一
〇
日
）

十
日
晴
天

一

昨
秋
季
上
之
店
目
録
押
切
相
務
申
候

加
市
川
、
支
中
井
弥

（
安
政
二
年
四
月
二
四
日
）

廿
四
晴
天

一

昨
秋
季
勘
定
庭
目
録
押
切
相
務
申
候

加
市
川
、
支
中
井

（
安
政
二
年
五
月
一
〇
日
）

十
日
曇
晴
七
ツ
半
頃
よ
り
雨
降

一

紅
店
昨
秋
季
目
録
押
合
相
務
申
候

加
市
川
、
支
中
井

（
安
政
二
年
九
月
一
二
日
）

十
二
日
曇
晴

一

加
判
名
代
市
川
忠
三
郎
、
江
戸
表
御
用
向
ニ
付
近
々
出
立
、
依
之

今
昼
後
於
目
録
庭
ニ
別
宅
中
示
合
有
之
候
、
右
相
済
候
上
ニ
而
別

宅
中
支
配
不
残
、
組
頭
よ
り
筆
頭
迄
月
番
壱
人
ツ
ヽ
盃
致
申
候

（
安
政
二
年
九
月
一
三
日
）

十
三
日
曇
晴

一

加
判
名
代
役
市
川
忠
三
郎
、
江
戸
表
明
朝
出
立
、
依
之
為
暇
乞
別

宅
中
支
配
不
残
、
組
頭
役
頭
上
座
月
番
壱
人
宛
参
り
申
候

（
安
政
二
年
九
月
一
四
日
）

十
四
日
晴
天

一

同
氏
義
、
紀
州
御
帳

市
川
忠
三
郎
）

面
ニ
而
今
朝
出
立
ニ
付
、
為
見
送
左
ニ

支

中
井
弥
五
郎

上

小
森
久
次
郎
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子
供

常
之
助

但
、
蹴
揚
重
組
酒
持
参
可
致
筈
ニ
候
へ
共
、
去
ル
酉
年
御
改
之
通
、

料
物
ニ
而
指
送
申
候
、
扨
江
戸
表
無
番
状
、
大
坂
勢
州
店
江
本

状
追
啓
よ
り
及
通
達
申
候
、
惣
廻
文
指
出
し
申
候

（
安
政
二
年
一
二
月
九
日
）

九
日
晴
天

一

加
判
名
代
役
市
川
忠
三
郎
義
、
江
戸
表
御
用
向
相
済
、
彼
地
去
ル

廿

日
出
立
東
海
道
十
二
日
経
ニ
而
罷
登
り
被
申
、
道
中
無
難
今

四
ツ
時
帰
京
被
致
候

出
迎

組

中
川
平
助

子
供

為
吉

但
し
蹴
揚
江
為
酒
弁
当
料
金
舟
サ
シ

百
五
十
）

疋
送
ル

一

市
川
氏
帰
京
ニ
付
、
江
戸
大
坂
勢
州
店
へ
及
通
達
惣
廻
文
指
出
し

申
候
、
為
着
歓
別
宅
中
支
配
不
残
、
組
頭
役
頭
上
座
月
番
壱
人
宛

参
上
致
候

（
安
政
二
年
一
二
月
一
二
日
）

十
二
日
晴
天

一

市
川
氏
帰
京
ニ
付
、
昼
後
於
目
録
場
別
宅
中
示
合
有
之
、
跡
ニ
而

別
宅
中
支
配
不
残
致
盃
申
候

（
安
政
二
年
一
二
月
二
九
日
）

一

例
之
通
、
北
様
江
、
御
歳
暮
御
祝
詞

際
仕
舞
方
万
端
都
合
能
相

仕
舞
候
段
、
御
届
罷
上
り
申
候

加
市
川
、
支
中
塚

（
安
政
三
年
一
月
一
〇
日
）

十
日
曇
天

一

加
判
名
代
役
市
川
忠
三
郎
、
就
右
御
用
向
今
昼
船
ニ
而
下
坂
被
致

候

（
安
政
三
年
一
月
一
二
日
）

一

加
判
名
代
市
川
忠
三
郎
、
大
坂
表
御
用
向
相
済
、
今
昼
船
ニ
而
罷

登
り
被
申
候
所
、
船
中
無
難
暮
半
時
帰
京
被
致
候

（
安
政
三
年
一
月
一
二
日
）

廿
一
日
晴
天

一

当
店
支
配
役
中
塚
孫
次
郎
、
此
度
紅
店
勤
被
蒙
仰
、
今
日
よ
り
紅

店
へ
引
越
被
致
候
ニ
付
、
別
宅
中
支
配
不
残
盃
い
た
し
候
筈
ニ
候

へ
共
、
紅
店
不
人
過
急
之
儀
ニ
付
、
宿
元
へ
引
越
候
節
致
一
集
可

申
候
、
今
日
彼
店
示
合
旁
伺
意
被
致
候
所
左
ニ

加
市
川
、
後
格
吉
仲

右
之
通
出
勤
示
合
相
済
候
上
、
酒
被
出
候
ニ
付
役
人
中
に
て
盃
被

致
候

（
安
政
三
年
一
月
二
二
日
）

一

上
之
店
益
印
代
呂
物
改
相
務
申
候

加
市
川
、
支
中
井
弥

（
安
政
三
年
二
月
一
六
日
）

一

今
日
月
並
御
寄
会
之
上
、
店
々
名
目
役
替
被
仰
渡
候
処
、
左
之
通
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り一

京
本
店

是
迄
加
判
名
代
役

中
井
茂
兵
衛

一

同

同

市
川
忠
三
郎

右
両
人
此
度
元
〆
役

（
略
）

右
之
通
被
仰
渡
候
、
此
段
御
申
上
可
被
成
候
、
已
上

二
月
十
六
日

元

方

右
之
通
就
廻
文
到
来
、
惣
廻
文
差
出
し
江
戸
大
坂
勢
州
店
へ
及
通

達
、
且
今
夕
支
配
不
残
組
頭
役
頭
上
座
月
番
壱
人
ツ
ヽ
御
歓
ニ
参

り
候

一

中
井
、
市
川
両
氏
大
役
之
義
ニ
付
、
今
夕
飯

平
付
ニ
し
て
膳
差

出
し
申
候
、
尤
炙
物
ハ
な
し

（
安
政
三
年
二
月
一
七
日
）

十
七
日
雨
天

一

中
井
茂
兵
衛
、
市
川
忠
三
郎
両
人
共
、
今
般
元
〆
役
蒙
仰
候
ニ
付

店
表
へ
為
祝
物
左
ニ

一

鮮
鯛

拾
尾

一

諸
白

弐
斗

但
溜
メ
先
格
ヲ
以
金
弐
朱
也
紙
弐
折
ツ
ヽ

右
之
通
両
家
よ
り
到
来
ニ
付
、
店
表
よ
り
も
差
贈
り
申
候
、
委
細

拾
壱
番
永
代
帳
ニ
記
ス

使
者

角
前
髪

安
田
寅
吉

中
山
清
之
介

（
略
）

一

中
井
茂
兵
衛
、
市
川
忠
三
郎
元
〆
役
被
蒙
仰
候
ニ
付
、
今
夕
よ
り

本
状

郎
右
衛
門
様
御
名
前
相
除
申
候

（
安
政
三
年
二
月
二
二
日
）

廿
二
日
雨
天

一

元
〆
役
市
川
忠
三
郎
、
役
替
為
祝
義
、
此
程
酒
肴
被
差
送
候
ニ
付
、

今
夕
料
理
申
附
家
内
休
夜
申
渡
候

尤
家
内
廻
文
相
廻
し
申
候

（
安
政
三
年
二
月
二
五
日
）

廿
五
日
曇
天
昼
時
よ
り
雨
降

一

成
願
寺
講
参
詣

元
市
川
、
後
吉
仲
、
支
中
井

（
安
政
三
年
八
月
二
二
日
）

彼
岸
入
、
廿
二
日
晴
天

一

木
嶋
顕
名
霊
神
就
御
神
事
、
元
方
よ
り
如
例
前
以
廻
文
到
来
、
社

参
左
ニ

元
〆
市
川
、
後
吉
仲
、
支
川
合

但
し
例
之
通
御
初
穂
本
店
之
分
エ
サ
入

七
匁
五
分
）、

元
方
へ
差
出
し
、
子

供
是
迄
早
朝
ニ
差
遣
し
候
へ
共
、
遅
ク
相
成
候
故
、
前
夜
ニ

勘
定
庭
へ
一
宿
頼
遣
し
申
候

泉

常
吉
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史
料
１
⑦
「
名
代
言
送
帳

二
十
七
番
」

三
井
文
庫
所
蔵
史
料

別
一
七
七
九
）

（
安
政
三
年
九
月
二
五
日
）

廿
五
日
晴
天

一

成
願
寺
講
出
席

元
市
川
、
加
格
井
上
、
支
中
川

（
安
政
三
年
一
〇
月
一
九
日
）

十
九
日
晴
天

一

蛭
子
講
内
祝
目
出
度
相
寿
申
候
、
例
之
通
出
役
之
者
差
出
し
店
表

通
り
常
体
、
且
別
宅
中
不
残
出
勤
之
上
、
会
所
蛭
子
尊
前
ニ
而
本

膳
差
出
し
申
候

神
服
様
、
中
井
、
市
川
、
土
方
、
後
吉
中
、
支
中
塚

（
安
政
四
年
正
月
二
〇
日
）

廿
日
落

一

元
〆
役
市
川
忠
三
郎
、
就
右
御
用
向
、
今
夕
船
ニ
而
下
坂
被
致
候

（
安
政
四
年
正
月
二
二
日
）

廿
二
日
曇
天
折
々
小
雪

一

元
〆
役
市
川
忠
三
郎
、
大
坂
表
御
用
向
相
済
、
今
昼
船
ニ
而
罷
登

り
被
申
候
処
、
船
中
無
難
夜

ツ
時
帰
京
被
致
候

（
安
政
四
年
七
月
一
四
日
）

十
四
日
雨
天

一

当
初
荷
諸
役
所
工
面
克
差
下
、
諸
請
払
万
端
都
合
能
相
仕
舞
致
大

慶
候
、
依
而
北

郎
右
衛
門
様

高
福
）

江
御
届
申
上
候

元
〆
市
川
、
支
中
塚

（
安
政
四
年
八
月
三
日
）

三
日
晴
天

一

中
井
弥
五
郎
今
日
よ
り
紅
店
へ
引
越
、
就
右
為
引
附
左
ニ

元
〆
市
川
、
支
中
塚

右
之
通
出
勤
御
示
合
相
済
候
上
、
酒
出
候
ニ
付
致
盃
候
事

（
安
政
四
年
八
月
二
二
日
）

廿
二
日
晴
天

一

木
嶋
顕
名
御
霊
神
就
御
神
事
、
元
方
よ
り
如
例
前
以
廻
文
到
来
、

社
参
左
ニ

元
〆
市
川
、
勘
名
土
方
、
支
泉

但
し
例
之
通
御
初
穂
本
店
之
分
エ
サ
入

七
匁
五
分
）、

元
方
へ
差
出
し
、
子

供
是
迄
早
朝
ニ
指
遣
し
候
へ
共
、
遅
ク
相
成
候
故
、
前
夜
ニ

勘
定
庭
へ
一
宿
頼
遣
し
申
候

井
上
嘉
次
郎

（
安
政
四
年
一
二
月
二
八
日
）

一

御
宅
々

ニ
店
々
歳
暮
御
礼
、
市
川
氏
廻
勤
被
申
候

（
安
政
四
年
一
二
月
晦
日
）

一

例
之
通
、
北
様
、
新
町
様
へ
、
歳
暮
御
祝
詞

ニ
際
仕
舞
方
万
端

都
合
克
相
仕
舞
候
段
御
届
申
上
候

元
〆
市
川
、
支
中
塚
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（
安
政
五
年
一
月
九
日
）

九
日
朝
雪
昼
時
よ
り
晴
天

一

北
於
御
宅
陀
羅
尼
経
御
執
行
被
遊
候
ニ
付
、
致
参
詣
候
様
被
仰
越

候
ニ
付
、
致
参
詣
候
処
左
ニ

元
〆
市
川
、
勘
定
土
方
、
後
吉
仲
、
支
中
塚

（
安
政
五
年
一
月
一
九
日
）

一

元
〆
役
市
川
忠
三
郎
、
大
坂
表
御
用
向
ニ
付
、
今
夕
船
ニ
而
下
り

被
申
候

供
付

出
入
久
兵
衛

（
安
政
五
年
一
月
二
一
日
）

廿
一
日
曇
天
、
七
ツ
時
よ
り
少
雨

一

元
〆
役
市
川
忠
三
郎
、
大
坂
表
御
用
向
相
済
、
今
昼
船
ニ
而
罷
登

り
被
申
、
船
中
無
難
四
ツ
時
帰
京
被
致
候

（
安
政
五
年
二
月
二
五
日
）

廿
五
日
晴
天

一

成
願
寺
講
出
席

元
市
川
、
支
通
中
塚
、
支
森

（
安
政
五
年
二
月
二
七
日
）

一

助

様

高
益
）

御
儀
、
御
太
切
ニ
付
、
今
日
竹
屋
町
御
借
宅
江
御
引
取
被

遊
候
、
此
段
御
心
得
迄
ニ
御
申
上
可
被
成
候

二
月
廿
七
日

出
水

喜
太
郎

右
之
通
御
宅
よ
り
廻
文
到
来
ニ
付
、
早
速
別
宅
壱
人
支
配
壱
人
罷

上
り
申
候

元
〆
市
川
、
支
泉

（
安
政
五
年
三
月
九
日
）

九
日
晴
天

一

郎
右
衛
門
様

高
福
）

御
方
五
十
助

高
棟
）

様
御
儀
、
御
疱
瘡
被
遊
候
所
、
御
順

克
御
肥
立
御
笹
湯
御
引
被
遊
候
ニ
付
、
為
御
歓
左
ニ

元
市
川

（
安
政
五
年
六
月
二
四
日
）

一

元
〆
役
市
川
忠
三
郎
、
大
坂
表
御
用
向
ニ
付
、
今
昼
船
ニ
而
罷
下

り
被
申
候

供
付

久
兵
衛

（
安
政
五
年
六
月
二
七
日
）

廿
日
七
晴
天

一

元
〆
役
市
川
忠
三
郎
、
大
坂
表
御
用
向
相
済
、
今
昼
船
ニ
而
罷
登

り
被
申
、
船
中
無
難
暮
半
時
帰
京
被
致
候

（
安
政
五
年
七
月
一
四
日
）

十
四
日
雨
天

一

当
初
荷
諸
役
所
工
面
能
差
下
し
、
諸
請
払
万
端
都
合
能
相
仕
舞
致

大
慶
候
、
依
而
北

郎
右
衛
門
様
江
御
届
ケ
申
上
候

元
〆
市
川
、
通
支
中
塚

（
安
政
五
年
八
月
五
日
）

一

元
〆
役
市
川
忠
三
郎
倅
徳
松
義
、
一
昨
三
日
昼
後
よ
り
疫
痢
之
症

ニ
而
、
療
養
種
々
被
尽
手
候
得
共
無
其
甲
斐
、
昨
四
日
七
ツ
半
時

死
去
被
致
、
残
念
之
至
気
之
毒
奉
存
候
、
依
之
明
六
日
朝
よ
り
表
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遠
慮
、
葬
式
之
義
者
同
日
山
七
ツ
時
於
七
条
相
営
可
申
積
、
惣
廻

文
差
出
、
江
戸
大
坂
勢
州
店
へ
無
番
状
ヲ
以
及
通
達
申
候

（
安
政
五
年
八
月
六
日
）

一

市
川
氏
倅
葬
式
、
今
山
七
ツ
時
於
七
条
相
営
被
申
、
則
左
ニ

勘
定

土
方
伊
兵
衛

支

泉

平
吉

別
宅
中
代

平

村
上
安
次
郎

内
帳
場

平

中
井
房
三
郎

尾
崎
徳
三
郎

野
帳
場

平

大
井
小
助

福
島
秀
三
郎

外
ニ
三
栄
講

越
後
屋
市
右
衛
門

右
葬
式
ニ
付
取
持
方
よ
り
願
出
候
ニ
付

相
続
講
弐
人

中
井
三
郎
兵
衛
、
白
井
弥
兵
衛

三
栄
講
弐
人

松
葉
屋
嘉
兵
衛
、
越
後
屋
市
右
衛
門

右
之
通
さ
し
遣
し
申
候

（
安
政
五
年
九
月
二
五
日
）

廿
五
日

一

例
之
通
成
願
寺
講
出
席

元
〆
市
川
、
支
泉

（
安
政
五
年
一
〇
月
一
九
日
）

十
九
日
晴
天

一

蛭
子
講
内
祝
目
出
度
相
寿
申
候
、
例
之
通
出
役
之
者
差
出
し
店
表

通
り
常
体
、
且
別
宅
中
不
残
出
勤
之
上
、
会
所
蛭
子
尊
前
ニ
而
本

膳
差
出
し
申
候

神
服
様
、
市
川
、
井
上
、
土
方
、
中
塚
、
不
参
在
江
吉
仲

但
、
不
参
之
御
方
膳
部
差
送
り
申
候

（
安
政
五
年
一
一
月
二
二
日
）

一

元
〆
役
市
川
忠
三
郎
、
江
戸
表
御
用
向
ニ
付
明
後
廿
四
日
出
立
ニ

付
、
今
日
於
目
録
庭
御
示
合
在
之
、
跡
ニ
而
別
宅
中
支
配
組
頭
不

残
、
役
頭
上
座
筆
頭
月
番
壱
人
ツ
ヽ
盃
い
た
し
申
候

但
、
膳
部
御
宅
江
差
送
り
申
候

（
安
政
五
年
一
一
月
二
三
日
）

一

市
川
忠
三
郎
、
明
朝
出
立
ニ
付
、
為
暇
乞
別
宅
中
支
配
不
残
、
組

頭
役
頭
上
座
月
番
壱
人
宛
罷
越
申
候

（
安
政
五
年
一
一
月
二
四
日
）

廿
四
日
曇
天
暮
時
よ
り
小
雪

一

右
同
人
、
東
海
道
十
日
経
之
積
ヲ
以
、
今
朝
出
立
罷
下
り
被
申
候

ニ
付
、
見
送
り
と
し
て
左
ニ勘

定

土
方
治
兵
衛

支

森

藤
五
郎

組

井
口
新
七

筆

松
山
米
三
郎

子
供
壱
人

卯
之
助

但
、
御
建
之
提
重
酒
持
参
可
申
之
処
、
当
節
柄
ニ
付
料
ニ
而
指
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送
申
候

一

市
川
忠
三
郎
、
今
朝
出
立
ニ
付
、
惣
廻
文
差
出
し
申
候
、
尤
江
戸

大
坂
勢
州
店
江
及
通
達
申
候

（
安
政
六
年
一
月
八
日
）

日
一

元
〆
役
市
川
忠
三
郎
義
、
江
戸
表
御
用
向
相
済
、
彼
地
去
ル
廿
七

日
出
立
東
海
道
十
一
日
経
ニ
而
罷
登
り
被
申
候
所
、
道
中
無
難
今

昼
時
帰
京
被
致
候

出
迎

支

上
嶋
半
三
郎

上

辻

勘
三
郎

子
供
森
嶋
卯
之
助

但
、
為
酒
弁
当
料
金
セ
舟

二
百
）

疋
、
蹴
揚
ニ
而
送
ル

一

市
川
氏
帰
京
ニ
付
、
江
戸
大
坂
勢
州
店
へ
及
通
達
惣
廻
文
指
出
し

申
候
、
着
悦
と
し
て
別
宅
中
支
配
不
残
、
組
頭
役
頭
上
座
月
番
壱

人
宛
参
上
致
候

（
安
政
六
年
三
月
二
七
日
）

廿
七
日
雨
天

一

土
方
治
兵
衛
、
中
塚
徳
次
郎
、
自
今
日
上
之
店
、
紅
店
江
出
勤
い

た
し
候

元
〆

市
川
忠
三
郎

（
安
政
六
年
四
月
一
四
日
）

一

元
〆
役
市
川
忠
三
郎
、
御
時
節
柄
ニ
候
得
共
無
拠
義
ニ
付
御
願
申

上
、
此
度
室
町
通
竹
屋
町
下
ル
町
東
側
へ
変
宅
被
致
候
、
依
之
祝

物
差
送
り
、
惣
廻
文
差
出
し
申
候
、
尤
別
宅
不
残
、
支
配
人
壱
人

歓
ニ
参
申
候

（
安
政
六
年
五
月
二
六
日
）

一

前
書
之
通
、
油
小
路
於
御
宅
御
料
理
被
下
置
候
ニ
付
参
上

元
〆
市
川
、
大
同
奥
村
、
勘
定
木
村
、

支
泉
、
同
森
、
組
原
、
組
井
口

（
安
政
六
年
六
月
二
二
日
）

廿
二
日
晴
天

一

横
浜
店
御
開
店
ニ
付
、北
御
宅
稲
荷
様
江
御
千
度
相
勤
申
候
、左
ニ

元
〆
市
川
、
勘
名
木
村
、
名
吉
仲
、
支
泉
、
組
井
口

右
之
通
参
詣
相
勤
申
候

一

宗
之
助

高
猷
）

様
、
御
歓
御
暇
乞
兼
左
ニ

別
宅
不
残
支
配
壱
人

元
〆
市
川
、
勘
名
木
村
、
名
吉
仲
、
支
泉

右
之
通
罷
上
り
申
候

（
安
政
六
年
七
月
一
四
日
）

十
四
日
晴
天

一

当
初
荷
諸
役
所
工
面
克
差
下
、
諸
請
払
万
端
都
合
能
相
仕
舞
致
大

慶
候
、
依
而
北

郎
右
衛
門
様
江
御
届
ケ
申
上
候

元
〆
市
川
、
支
泉
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（
安
政
六
年
八
月
二
二
日
）

廿
二
日
曇
天
七
ツ
時
よ
り
小
雨

一

木
嶋
顕
名
御
霊
神
御
神
事
ニ
候
処
、
元
方
よ
り
前
以
廻
文
到
来
、

社
参
左
ニ

元
〆
市
川
、
支
森
、
組
原

但
し
当
年
御
初
穂
元
方
よ
り
一
集
ニ
差
上
ニ
申
候
、
子
供
是
迄

早
朝
ニ
指
遣
し
候
へ
共
、
遅
ク
相
成
候
故
、
前
夜
よ
り
勘
定

庭
へ
一
宿
頼
遣
し
申
候

森
嶋
卯
之
助
、
小
谷
松
之
助

（
安
政
六
年
九
月
二
五
日
）

廿
五
日
晴
天

一

成
願
寺
講
出
席

元
〆
市
川
、
支
森

（
安
政
六
年
一
〇
月
一
九
日
）

一

元
〆
役
市
川
忠
三
郎
、
大
坂
表
御
用
向
ニ
付
、
今
昼
船
ニ
而
下
坂

被
致
候

（
安
政
六
年
一
〇
月
二
三
日
）

廿
三
日
晴
天

一

市
川
忠
三
郎
、
大
坂
表
御
用
向
相
済
、
今
昼
船
ニ
而
罷
登
り
被
申

候
処
、
船
中
無
難
ニ
初
夜
時
帰
京
被
致
候

（
安
政
六
年
一
二
月
三
〇
日
）

一

例
之
通
、
北
様
江
、
御
歳
暮
御
祝
詞

際
仕
舞
方
万
端
都
合
能
相

仕
舞
候
段
御
届
罷
上
り
申
候

元
〆
市
川
、
支
上
嶋

（
万
延
元
年
一
月
一
四
日
）

一

元
〆
役
市
川
忠
三
郎
、
大
坂
表
御
用
向
ニ
付
、
次
郎
右
衛
門

高
朗
）

様
御

同
道
ニ
而
下
坂
被
致
候

（
万
延
元
年
一
月
一
六
日
）

一

元
〆
役
市
川
忠
三
郎
、
大
坂
表
御
用
向
相
済
、
今
昼
船
ニ
而
罷
登

り
被
申
、
船
中
無
難
初
夜
半
時
帰
京
被
致
候

（
万
延
元
年
二
月
二
三
日
）

廿
三
日
曇
天

一

今
日
稲
荷
代
参
相
勤
申
候

元
市
川
、
支
原
、
組
里
田

（
万
延
元
年
七
月
一
四
日
）

十
四
日
晴
天

一

当
初
荷
諸
役
所
工
面
克
差
下
、
諸
請
払
万
端
都
合
能
相
仕
舞
致
大

慶
候
、
依
而
北

郎
右
衛
門
様

高
福
）

江
御
届
ケ
申
上
候

元
〆
市
川
、
支
森

（
万
延
元
年
九
月
一
〇
日
）

十
日
雨
天

一

市
川
忠
三
郎
殿
、
大
坂
表
御
用
向
ニ
付
、
今
昼
船
ニ
而
罷
下
り
被

申
候

供
付
出
入

藤
兵
衛

（
万
延
元
年
九
月
一
三
日
）

一

市
川
忠
三
郎
殿
、
大
坂
表
御
用
向
相
済
、
今
昼
船
ニ
而
罷
登
り
被

申
、
船
中
無
難
初
夜
時
ニ
帰
京
被
致
候
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（
万
延
元
年
九
月
二
二
日
）

廿
二
日
雨
天

一

木
嶋
顕
名
御
霊
神
御
神
事
、
先
月
之
処
、
御
差
支
ニ
付
今
日
御
執

行
有
之
、
元
方
よ
り
如
例
前
以
廻
文
到
来
、
社
参
左
ニ

元
〆
市
川
、
名
吉
仲
、
支
原

例
之
通
御
初
穂
料
、
本
店
よ
り
エ
サ
入

七
匁
五
分
）、

元
方
江
指
出
し
、
早

朝
子
供
指
遣
し
候

子
供

平
井
嘉
三
郎

（
万
延
元
年
一
〇
月
一
九
日
）

十
九
日
晴
天

一

蛭
子
講
内
祝
目
出
度
相
寿
申
候
、
例
之
通
差
出
し
店
表
通
り
常
体
、

且
別
宅
中
不
残
出
勤
之
上
、
会
所
蛭
子
尊
前
ニ
而
本
膳
差
出
し
申

候
市
川
、
吉
仲
、
中
井

病
気
ニ
付
不
参
神
服
様
、

江
戸
勤
番
昨
日
帰
京
多
用
ニ
付
不
参
木
邨

但
焼
物
斗
送
ル

（
万
延
元
年
一
一
月
二
五
日
）

廿
五
日
晴
天

一

市
川
忠
三
郎
、
大
坂
表
御
用
向
ニ
付
、
今
昼
船
ニ
而
下
坂
被
致
候

（
万
延
元
年
一
一
月
二
九
日
）

廿
九
日
晴
天

一

市
川
忠
三
郎
、
大
坂
表
御
用
向
相
済
候
付
、
今
今
井
船
ニ
而
罷
登

り
、
船
中
無
難
暮
半
時
帰
京
被
致
候

（
万
延
元
年
一
二
月
二
二
日
）

廿
二
日
晴
天

一

出
水
御
宅
御
普
請
就
出
来
、
御
引
越
被
遊
候
御
歓
之
義
者
、
来
年

頭
之
節
ニ
御
歓
申
上
候
様
、
元
方
よ
り
廻
文
致
到
来
候
得
共
、
今

日
別
宅
支
配
筆
頭
壱
人
宛
御
歓
ニ
罷
上
り
申
候
、
且
上
ケ
物
之
義

ハ
拾
弐
番
永
代
帳
ニ
記
有
之
候元

〆
市
川
、
支
森

（
万
延
元
年
一
二
月
三
〇
日
）

一

例
之
通
、
北
様
江
御
歳
暮
御
祝
詞

際
仕
舞
方
万
端
都
合
克
相
仕

舞
候
段
御
届
申
上
候

元
〆
市
川
、
支
森

（
文
久
元
年
一
月
一
三
日
）

一

元
〆
役
市
川
忠
三
郎
、
大
坂
表
御
用
向
ニ
付
、
今
昼
船
ニ
而
下
坂

被
致
申
候

（
文
久
元
年
一
月
一
六
日
）

一

市
川
忠
三
郎
、
大
坂
表
御
用
向
相
済
、
今
昼
船
ニ
而
罷
登
り
被
申

候
所
、
船
中
無
故
障
暮
半
時
帰
京
被
致
候

（
文
久
元
年
二
月
二
七
日
）

廿
七
日
曇
晴

一

元
〆
役
市
川
忠
三
郎
義
、
当
店
支
配
並
紅
店
雇
勤
上
縞
半

マ
マ
）

三
郎
、
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養
子
取
極
置
度
段
、
御
願
被
申
候
処
、
御
聞
済
相
成
、
今
般
取
詰

被
相
整
候
ニ
付
、
左
ニ上

嶋
半
三
郎
事

市
川
半
三
郎

右
之
通
、
相
改
候
付
、
惣
廻
文
差
出
し
、
江
戸
大
坂
勢
州
店
へ
無

番
状
ヲ
以
及
通
達
、
尤
祝
物
差
送
申
候
、
委
細
拾
弐
番
永
代
帳
ニ

記
し
有

（
文
久
元
年
四
月
一
九
日
）

十
九
日
曇
天
小
雨

一

元
〆
役
市
川
忠
三
郎
、
江
戸
表
御
用
向
ニ
付
明
後
廿
一
日
出
立
ニ

付
、
今
日
於
目
録
庭
御
示
合
有
之
、
跡
ニ
而
別
宅
中
支
配
組
頭
不

残
、
役
頭
上
座
筆
頭
月
番
壱
人
ツ
ヽ
盃
い
た
し
申
候

但
、
膳
部
御
宅
江
差
送
り
申
候

（
文
久
元
年
四
月
二
〇
日
）

一

市
川
忠
三
郎
、
明
朝
出
立
ニ
付
、
為
暇
乞
別
宅
中
支
配
不
残
、
組

頭
役
頭
上
座
月
番
壱
人
宛
罷
越
申
候

（
文
久
元
年
四
月
二
一
日
）

廿
一
日
晴
天

一

右
同
人
、
中
仙
道
十
三
経
之
積
ヲ
以
、
今
朝
出
立
罷
下
り
被
申
候

ニ
付
、
見
送
り
と
し
て
左
ニ

名
代

吉
仲
庄
太
郎

支

森

藤
五
郎

組

上
原
仙
三
郎

筆

山
口
庄
五
郎

子
供
壱
人

米
次
郎

但
、
御
建
之
提
重
酒
持
参
可
申
之
処
、
当
節
柄
ニ
付
料
ニ
し
て

差
送
申
候

一

市
川
忠
三
郎
、
今
朝
出
立
ニ
付
、
惣
廻
文
差
出
し
申
候
、
尤
江
戸

大
坂
勢
州
店
江
及
通
達
申
候

（
文
久
元
六
年
六
月
二
九
日
）

廿
九
日
雨
天

一

元
〆
役
市
川
忠
三
郎
義
、
江
戸
表
御
用
向
為
相
済
、
彼
地
去
ル
十

日
出
立
東
海
道
十
二
日
経
ヲ
以
罷
登
り
被
申
候
処
、
道
中
無
難

今
四
ツ
時
帰
京
被
致
候出

迎

支

井
口
新
七

上

大
井
小
助

子
供
栄
次
郎

但
、
蹴
上
ケ
江
為
酒
弁
当
料
金
弐
百
疋
送
ル

一

市
川
氏
帰
京
ニ
付
、
江
戸
大
坂
勢
州
店
江
も
及
通
達
、
惣
廻
文
差

出
し
申
候
、
為
着
歓
別
宅
中
支
配
不
残
、
組
頭
役
頭
上
座
月
番
壱

人
宛
参
上
致
候

（
文
久
元
年
七
月
一
四
日
）

十
四
日
晴
天

一

当
初
荷
諸
役
所
工
面
克
差
下
し
、
諸
請
払
万
端
都
合
能
相
仕
舞
致

大
慶
候
、
依
而
北

郎
右
衛
門
様

高
福
）

江
御
届
ケ
申
上
候
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元
〆
市
川
、
支
森

（
文
久
元
年
八
月
二
二
日
）

廿
二
日
晴
天

一

木
嶋
顕
名
御
霊
神
就
御
神
事
、
元
方
よ
り
如
例
前
以
廻
文
到
来
、

社
参
左
ニ

元
〆
市
川
、
支
井
口

例
之
通
御
初
穂
本
店
之
分
エ
サ
入

七
匁
五
分
）、

元
方
へ
指
出
し
、
早
朝
子

供
指
遣
申
候

須
田
兼
次
郎

（
文
久
元
年
九
月
二
五
日
）

一

成
願
寺
講
参
詣

元
〆
市
川
、
支
井
口

（
文
久
元
年
一
〇
月
一
九
日
）

一

蛭
子
講
内
祝
目
出
度
相
寿
申
候
、
例
之
通
出
役
差
出
し
店
表
通
り

常
体
、
且
別
宅
中
不
残
出
勤
之
上
、
会
所
蛭
子
尊
前
ニ
而
本
膳
差

出
し
申
候神

服
様
、
市
川
、
吉
仲
、
中
井

在
坂
木
村
、
在
江
中
井

但
、
不
参
之
御
方
膳
部
差
送
り
申
候

史
料
１
⑧
「
名
代
言
送
帳

二
十

番
」

三
井
文
庫
所
蔵
史
料

別
一
七

〇
）

（
文
久
元
年
一
二
月
三
〇
日
）

一

例
之
通
、
北
様
江
御
歳
暮
御
祝
詞

ニ
際
仕
舞
方
万
端
都
合
克
相

仕
舞
候
段
御
届
ケ
罷
上
候

元
〆
市
川
、
支
森

（
文
久
二
年
一
月
一
四
日
）

十
四
日
曇
晴

一

元
〆
役
市
川
忠
三
郎
、
大
坂
表
御
用
向
ニ
付
、
今
昼
船
ニ
而
下
坂

被
致
申
候

（
文
久
二
年
一
月
一
六
日
）

一

市
川
忠
三
郎
、
大
坂
表
御
用
向
相
済
、
今
昼
船
ニ
而
罷
登
り
被
申

候
処
、
船
中
無
故
障
暮
半
時
帰
京
被
致
候

（
文
久
二
年
二
月
一
六
日
）

十
六
日
晴
天

一

今
日
稲
荷
代
参
相
勤
申
候

元
〆
市
川
、
支
里
田
、
組
野
沢

（
文
久
二
年
二
月
二
五
日
）

一

城
願

マ
マ
）

寺
講
出
席

元
〆
市
川
、
通
支
森

（
文
久
二
年
七
月
一
四
日
）

一

当
初
荷
諸
役
所
工
面
克
差
下
し
、
諸
請
払
万
端
都
合
克
相
仕
舞
致

大
慶
候
、
依
而
北

郎
右
衛
門
様
江
御
届
ケ
申
上
候

元
〆
市
川
、
支
森

（
文
久
二
年
八
月
八
日
）

一

元
方
内
寄
会
出
席

勘
名
吉
仲
、
通
支
森

元
〆
、
不
快
ニ
付
不
参
市
川

（
文
久
二
年
八
月
二
二
日
）
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廿
二
日
雨
天
五
ツ
半
時
よ
り
晴
天

一

木
嶋
顕
名
御
霊
神
就
御
神
事
、
元
方
よ
り
如
例
前
以
廻
文
到
来
、

社
参
左
ニ

元
〆
市
川
、
支
里
田

例
之
通
御
初
穂
本
店
之
分
エ
サ
入

七
匁
五
分
）、

元
方
へ
指
出
し
、
早
朝
子

供
指
遣
申
候

加
番

須
田
兼
次
郎

（
文
久
二
年
一
〇
月
一
九
日
）

一

蛭
子
講
内
祝
目
出
度
相
寿
申
候
、
例
之
通
差
出
し
店
表
通
常
体
、

且
別
宅
中
不
残
出
勤
之
上
、
会
所
蛭
子
尊
前
ニ
而
本
膳
差
出
し
申

候

神
服
様
、
元
掛
木
村
、
後
中
井
、
通
支
森

外
ニ
元
方
役
所

加
名
土
方
、
名
永
緒
、
後
中
塚

不
快
ニ
付
不
参
市
川
、
在
坂
勘
名
吉
仲

不
参
ニ
付
膳
部
差
贈
り
申
候

（
文
久
三
年
一
〇
月
一
九
日
）

十
九
日
曇
天

一

蛭
子
講
内
祝
目
出
度
相
寿
申
候
、
例
之
通
出
役
指
出
し
店
表
通
り

常
体
、
且
別
宅
中
不
残
出
勤
之
上
、
会
所
蛭
子
尊
前
ニ
而
本
膳
指

出
し
申
候

神
服
様
、
市
川
、
木
村
、
吉
仲
、
下
坂
中
井
、
不
快
ニ
付
森

但
、
不
参
之
御
方
膳
部
指
送
り
申
候

外
ニ
元
方
土
方
永
緒
中
塚

（
元
治
元
年
八
月
八
日
）

一

別
宅
居
宅
不
残
類
焼
ニ
付
、
当
分
仮
宅
住
居
左
ニ

一

市
川
忠
三
郎

中
筋
通
知
恵
光
院
西
入
町
借
宅

一

木
村
忠
兵
衛

是
迄
借
宅
釜
座
二
条
下
ル
町
地
面
借
受
壱
軒
前

差
掛
相
凌
申
候

一

吉
仲
庄
太
郎

木
屋
町
御
屋
鋪
借
宅

一

中
井
茂
兵
衛

西
銅
院

マ
マ
）

下
立
売
下
ル
町
借
宅

一

森

藤
五
郎

当
時
勤
番
中
、殊
ニ
借
宅
付
、妻
里
方
引
取
申
候

右
之
通
夫
々
仮
宅
出
来
申
候

（
慶
応
元
年
六
月
一
七
日
）

十
七
日
晴
天

一

元
〆
役
市
川
忠
三
郎
病
気
ニ
付
、
全
快
為
御
願
、
北
野
天
満
宮
江

御
百
度
相
務
申
候
、
尤
本
供
料
持
参
致
候
事

名
代
森
、
支
細
田
、
組
川
野

（
慶
応
元
年
七
月
一
日
）

一

当
店
元
〆
役
市
川
忠
三
郎
義
、
近
来
中
風
之
気
味
合
ニ
在
之
候
ニ

付
、
御
医
師
方
御
診
察
請
服
薬
引
籠
療
養
、
追
々
快
気
之
趣
ニ
付

折
々
出
勤
被
致
居
候
所
、
先
月
中
旬
頃
よ
り
時
候
当
り
ニ
而
下
痢
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相
附
、
依
之
福
井
丹
波
守
様
御
診
察
請
候
所
、
不
軽
病
症
之
由
被

仰
候
ニ
付
、
尚
又
高
階
安
芸
守
様
御
診
察
請
、
御
立
会
ニ
而
御
加

減
之
御
薬
相
用
被
居
候
得
共
、
何
分
老
体
之
義
ニ
付
、
次
第
労
強

種
々
療
養
被
手
尽
候
得
共
不
相
叶
、
終
ニ
今
暁
卯
刻
死
去
被
致
、

気
之
毒
千
万
奉
存
候
、
葬
式
之
儀
者
明
後
三
日
内

ツ
時
於
七
条

相
営
可
被
申
積
り
、
依
而
早
速
別
宅
不
残
支
配
不
残
、
組
頭
役
頭

上
座
頭
壱
人
宛
悔
ニ
参
り
申
候

但
、
死
去
届
被
出
候
ハ
ゝ
早
速
支
配
壱
人
別
宅
衆
宅
江
知
ら
セ

参
り
可
申
、
今
壱
人
市
川
宅
江
参
り
用
向
相
尋
申
候
、
且
連

店
江
死
去
の
知
ら
セ
早
速
相
廻
し
申
候

一

右
ニ
付
早
速
元
方
主
中
様
方
、
北
様
出
水
様
江
別
宅
中
筆
頭
壱
人

御
届
け
ニ
罷
上
り
申
候
、
且
御
宅
々

店
々
惣
廻
文
差
出
し
、
江

戸
大
坂
勢
州
店
々
へ
無
番
状
ヲ
以
及
通
達
申
候

一

今
朝
よ
り
市
川
氏
宅
江
別
宅
不
残
、
支
配
壱
人
世
話
方
ニ
詰
切
居

申
候
、
且
家
督
中
相
続
講
三
永
講
世
話
方
江
世
話
被
致
候
様
頼
遣

し
申
候

但
、
今
夕
明
夕
支
配
人
壱
人
泊
り
申
候

一

市
川
忠
三
郎
法
名

忠
誉
致
寛
義
法
禅
定
門

行
年
六
十
九
才

（
慶
応
元
年
七
月
二
日
）

一

昨
日
本
店
よ
り
廻
文
ヲ
以
申
上
候
通
、
市
川
忠
三
郎
義
死
去
仕
候

ニ
付
、
御
宅
々

店
々
へ
遠
慮
左
之
通

御
宅
々

店
々

葬
式
当
日

遠
慮
一
日
、
朝
精
進
計

本
店

同

遠
慮
一
日
、
精
進
一
日

一

中
陰
之
内
於
真
如
堂
、
施
餓
御
執
行
御
頼
申
積
ニ
御
座
候

一

香
奠
、
御
建
之
通
差
遣
し
申
積
り
ニ
御
座
候

右
之
通
元
方
よ
り
廻
文
到
来
ニ
付
、
連
店
江
早
速
相
廻
し
申
候

一

内
帳
庭
頼
参
り
候
ニ
付
左
ニ

二
日

初
元

浅
井
政
次
郎

三
日

同

松
尾
清
次
郎
、
岩
田
勝
次
郎

四
日
朝

右
之
通
差
遣
し
申
候

（
慶
応
元
年
七
月
三
日
）

一

市
川
氏
死
去
ニ
付
、
今
日
代
参
相
止
メ
、
神
棚
〆
切
置
、
表
平
日

之
通
慎
精
進
致
し
申
候

一

市
川
氏
葬
礼
左
之
通

木
村
忠
兵
衛

吉
仲
庄
太
郎

森

藤
五
郎

里
田

忠
七

支

細
田
源
次
郎

組

上
野

利
七

役

大
井

小
助
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上

白
井
市
三
郎

筆

竹
倍
直
次
郎

右
之
通
野
送
り
参
り
申
候
、
尤
別
宅
不
残
之
御
建
ニ
候
得
共
、
中

井
氏
在
江
中
ニ
付
、
手
札
持
参
致
し
申
候

一

山
帳
庭
頼
参
り
候
ニ
付
、
平
三
人
差
遣
し
申
候

一

新
町

源
右
衛
門
様

高
辰
）

、
出
水

弁
蔵
様

高
景
）

右
御
二
方
様
野
送
り
御
供
被
遊
候

一

山
世
話
方
、
家
督
中
相
続
講

三
永
講
世
話
方
之
衆
相
頼
申
候

一

市
川
氏
死
去
ニ
付
、
本
状
御
印
判

郎
右
衛
門
様

高
福
）

江
庄
太
郎
被
申

上
、
去
ル
朔
日
よ
り
御
印
判
請
申
候

一

就
右
、
店
表
よ
り
諷
経
、
真
如
堂
方
丈
様

東
陽
院
相
頼
可
申
御

建
ニ
候
得
共
、
当
時
真
如
堂
方
丈

院
代
等
も
無
住
ニ
付
、
同
家

親
類
宿
坊
誓
願
寺
、
西
念
寺
と
申
方
相
頼
呉
候
様
被
願
出
候
ニ
付
、

真
如
堂
東
陽
院

右
西
念
寺
相
頼
、
則
諷
経
料
、
同
家
江
為
持
遣

し
申
候

但
し
委
細
者
仏
事
帳
拾
壱
番
ニ
認
在
之
候

一

市
川
氏
葬
式
ニ
付
、
休
足
所
此
節
柄
町
内
家
立
も
無
之
ニ
付
、
御

宅
々
御
名
代

ニ
店
々
之
分
休
足
所
頼
参
り
、
依
而
表
金
方
帳
合

庭
相
片
付
、
店
々
之
衆
染
物
方
江
、
御
宅
々
御
名
代
供
之
分
絹
方

ニ
而
休
足
、
献
立
左
ニ

上
分吸

物

羊
汁
、
浅
草
海
苔

決
栗
膳

取
肴

鱧
切
身
、巻
玉
子
、は
し
か
み

小
皿

向
付
ニ
し
て

次

ひ
や
そ
う
め
ん

水
物

な
し

〆
供
之
分

小
皿

焼
鮎
、か
ま
ぼ
こ
、は
し
か
み

ひ
や
そ
う
め
ん

〆

（
慶
応
元
年
七
月
四
日
）

四
日
落

一

一
昨
二
日
廻
文
ヲ
以
申
上
候
市
川
忠
三
郎
法
名
義
法
施
餓
鬼
之
義
、

明
後
六
日
於
真
如
堂
致
執
行
候
様
被
仰
付
候
間
、
此
段
御
申
上
可

被
成
候七

月
四
日

元
方

右
之
通
廻
文
到
来
ニ
付
、
連
店
計
廻
文
差
出
し
申
候

（
慶
応
元
年
七
月
六
日
）

一

市
川
氏
江
店
々
よ
り
御
建
之
通
香
奠
差
送
り
申
候
、
委
細
仏
事
帳

拾
壱
番
ニ
認
在
之

（
略
）

一

市
川
義
法
初
七
日
ニ
付
、
主
中
様
方
よ
り
為
御
志
、
於
真
如
堂
施

餓
御
執
行
在
之
候

但
、
右
ニ
付
外
ニ
別
宅
壱
人
組
頭
壱
人
参
詣
可
致
候
得
共
、
時
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分
柄
繁
に
し
て
且
者
不
人
ニ
付
、
相
見
合
申
候

一

市
川
氏
初
七
日
仏
参

木
村
、
林
原
、
片
山
、
組
田
中

但
し
宿
坊
江
茂
参
詣
致
候
事

（
慶
応
元
年
七
月
一
一
日
）

十
一
日
晴
天

一

市
川
氏
二
七
日
仏
参

吉
仲
、
細
田
、
川
野
、
組
松
山

但
し
宿
坊
江
茂
参
詣
致
候
事

（
慶
応
元
年
七
月
一
二
日
）

一

市
川
氏
江
中
陰
見
舞
差
送
り
申
候

（
慶
応
元
年
七
月
二
一
日
）

廿
一
日
曇
晴

一

市
川
氏
三
七
日
仏
参

細
田
、
野
沢
、
上
野
、
組
高
山

但
し
宿
坊
江
茂
参
詣
致
候
事

（
慶
応
元
年
七
月
三
〇
日
）

一

市
川
氏
四
七
日
仏
参

木
村
、
林
原
、
川
野
、
組
田
中

但
し
宿
坊
江
茂
参
詣
致
候
事

一

同
五
七
日
店
表
よ
り
為
志
、
来
ル
三
日
於
真
如
堂
施
餓
鬼
相
努
候

ニ
付
、
今
日
東
陽
院
江
頼
ニ
遣
し
申
候

絹
方
上
役
竹
倍
直
次
郎

但
し
委
敷
儀
ハ
仏
事
帳
拾
壱
番
ニ
認
在
之
候

（
慶
応
元
年
八
月
三
日
）

三
日
晴
天

一

市
川
義
法
五
七
日
ニ
付
、
店
表
よ
り
為
志
、
於
真
如
堂
施
餓
鬼
相

努
候
ニ
付
、
仏
参
左
ニ

元
吉
仲
、
支
細
田
、
組
上
野

但
、
両
替
店
両
人
、
上
之
店
壱
人
、
元
方
糸
店
間
之
町
店
勘
定
場

紅
店
壱
人
ツ
ヽ
、
尤
市
川
氏
よ
り
大
手
ま
ん
ち
う
、
本
店
筋
江

十
ツ
ヽ
、
両
替
店
筋
江
五
十
ツ
ヽ
、
御
宅
台
所
役
衆
江
五
十

ツ
ヽ
指
送
り
被
申
候

（
慶
応
元
年
八
月
五
日
）

一

市
川
氏
五
七
日
仏
参

吉
仲
、
細
田
、
上
野
、
横
江

但
し
宿
坊
江
茂
参
詣
致
候
事

（
慶
応
元
年
八
月
一
二
日
）

十
二
日
雨
天
昼
時
よ
り
晴

一

市
川
氏
六
七
日
仏
参

森
、
野
沢
、
片
山
、
高
山

但
し
宿
坊
江
茂
参
詣
致
候
事

一

市
川
氏
六
七
退
夜
ニ
付
、
斎
相
招
被
申
候
ニ
付
参
詣
い
た
し
申
候

木
村
、
吉
仲
、
森
、
里
田
、
支
野
沢
、
同
格
林
原

（
慶
応
元
年
八
月
一
七
日
）

十
七
日
落

一

市
川
氏
尽
七
日
仏
参

里
田
、
細
田
、
川
野
、
松
山

但
し
宿
坊
江
茂
参
詣
致
候
事

（
慶
応
元
年
八
月
二
〇
日
）

一

市
川
義
法
言
被
置
候
趣
ニ
て
、
為
遺
物
別
宅
支
配
中
江
送
り
物
被
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致
候但

、
支
配
中
江
掛
物
一
幅
ツ
ヽ
贈
り
被
申
、
別
宅
中
ハ
品
物
相

尋
不
申
候

史
料
２
「
永
代
帳

四
番
」

三
井
文
庫
所
蔵
史
料

別
一
二
〇
ニ
）

（
弘
化
四
年
四
月
）

一

永
代
講
隔
年
太
々
神
楽
奏
行
相
勤
候
ニ
付
、
十
六
日
元
方
御
寄
会

之
上
御
頼
申
上
候
処
、
御
聞
済
有
之
ニ
付
、
外
宮
於
落
合
方
来
ル

廿

日
一
音
御
神
楽
奏
行
仕
候
、
依
之
代
参
相
立
近
々
出
立
ニ
付

為
路
用
左
之
通

一

銀
舟
マ
サ
ゝ

百
三
十
五
匁
）

勘
定
名
代

市
川
忠
三
郎

一

銀
舟
シ
サ
ゝ

百
十
五
匁
）

支
配
三
年
目

木
村
直
太
郎

一

銀
ウ
シ
ゝ

九
十
匁
）

組
頭
三
年
目

霜
山
又
三
郎

右
之
通
一
昨
巳
年
格
合
を
以
御
相
談
申
上
候
、
以
上

未
四
月

史
料
３
①
「
内
永
書

四
番
」三

井
文
庫
所
蔵
史
料

本
一
四
一
乙
）

（
天
保
七
年
正
月
）

申
渡
之
覚

但

本
紙
西
之
内
立
巻
紙
認
上
ハ
色
美
濃
紙

ニ
而
上
書
ハ
申
渡
書
と
認
可
申
事

一

其
方
事
是
迄
実
心
を
以
相
務
候
ニ
付
、
此
度
後
見
格
通
勤
申
付
、

望
性
銀
申
渡
候
間
、
益
出
情
相
勤
可
被
申
候
、
尤
無
商
売
ニ
而
勤

仕
申
付
候
故
、
店
勤
仕
之
内
者
金
高
マ
シ
〆
ゝ

三
十
貫
匁
）

迄
ハ
月
チ
朱）

ノ
利

足
加
ヘ
相
渡
可
申
候
、
右
切
符
銀
高
之
余
ニ
罷
成
、
店
ヘ
預
ケ
置

候
ハ
ヽ
、
其
分
建
之
通
利
足
と
相
心
得
可
被
申
候

一

銀
見
貫
佐
船
目

三
貫
五
百
匁
）

壱
ヶ
年
役
料

但
し
半
季
イ
〆
エ
舟
サ
シ
ゝ

一
貫
七
百
五
十
匁
）

右
役
料
を
以
、
自
分
相
応
相
賄
可
被
申
候

右
申
渡
所
仍
而
如
件

郎
右
衛
門

判

天
保
七
年

申
正
月

市
川
忠
三
郎
殿

（
天
保
九
年
八
月
）

戌

月

一

松
山
喜
十
郎
、
若
山
表
御
用
向
ニ
付
五
月
中
旬
よ
り
在
紀
罷
有
候

所
、
留
主
中
盆
前
無
人
之
分
、
初
荷
下

仕
舞
方
工
面
宜
相
仕

骨
折
之
儀
被
思
召
、
為
太
義
料
左
之
通

一

銀
敬
枚

十
）

中
塚
徳
次
郎

一

銀
所
枚

七
）

宛

中
井
茂
兵
衛

市
川
忠
三
郎

右
之
通
結
構
被
下
置
、
難
有
頂
戴
仕
候

（
天
保
一
〇
年
八
月
）
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同一

当
盆
前
之
所
、
中
塚
徳
次
郎
殿
向
店
勤
番
ニ
而
無
人
之
所
、
中
井
、

市
川
格
別
出
情
、
初
荷
下

仕
舞
方
万
端
工
面
克
相
仕

骨
折
之

義
ニ
被
思
召
、
太
儀
料
被
下
置
候
所
、
左
之
通

本
名

本
後

一

銀
敬
枚

十
）

中
井
茂
兵
衛

一

銀
所
枚

七
）

市
川
忠
三
郎

右
之
通
被
下
置
候
ニ
付
、
難
有
頂
戴
被
致
候

（
嘉
永
七
年
閏
七
月
）

同
閏
七
月

一

当
春
季
徳
次
郎
、
茂
兵
衛
病
気
ニ
付
引
籠
候
処
、
忠
三
郎
始
両
人

之
者
無
人
之
折
柄
、
初
荷
万
端
工
面
克
相
仕

候
付
、
御
時
節
柄

ニ
候
へ
と
も
太
義
料
被
下
置
候
様
御
願
申
上
候
処
、
左
ニ

一

銀
野
敬
佐

二
十
五
）

枚

市
川
忠
三
郎

一
銀
野
敬

二
十
）

枚

井
上
甚
三
郎

一

銀
敬
佐

十
五
）

枚

土
方
次
兵
衛

右
之
通
被
下
置
候
事

史
料
３
②
「
内
永
書

五
番
」三

井
文
庫
所
蔵
史
料

本
一
四
一
丙
）

（
安
政
六
年
八
月
）

一

市
川
忠
三
郎
義
、
春
来
無
人
殊
ニ
何
角
等
心
配
、
不
大
方
骨
折
之

儀
被
思
召
、

月
六
日
月
並
御
寄
会
之
上
太
儀
料
被
仰
渡
候
処

左
ニ

太
儀
料

同

一

銀

忠
銀
方
出
し
）

見
敬

三
十
）

枚

市
川
忠
三
郎

（
文
久
元
年
七
月
）

文
久
元
酉
七
月

一

元
〆
役
市
川
忠
三
郎
、
当
夏
来
江
戸
表

横
浜
店
為
見
繕
罷
下
り

何
角
骨
折
被
思
召
、
太
儀
料
被
仰
渡
候
処
、
左
ニ

忠
銀
方
出
し

一

銀
見
敬
佐

三
十
五
）

枚

（
文
久
二
年
九
月
カ
）

一

市
川
忠
三
郎
、
吉
仲
庄
太
郎
、
春
来
不
人
殊
ニ
時
節
柄
何
角
骨
折

之
儀
ニ
被
思
召
上
、
太
儀
料
結
構
被
仰
渡
候
所
、
左
ニ

同

一

銀

忠
銀
方
出
し
）

見
敬

三
十
）

枚

市
川
忠
三
郎

一

銀
野
敬

二
十
）

枚

吉
仲
庄
太
郎

（
元
治
元
年
一
二
月
）

子
十
二
月

一

去
ル
七
月
十
九
日
当
地
変
火
之
砌
、
御
宅
々
始
店
々
御
類
焼
筆
紙

難
尽
重
々
奉
恐
入
候
、
右
ニ
付
別
宅
家
督
相
続
講
之
者
数
軒
気
之

毒
千
万
奉
存
候
、
当
節
柄
御
願
申
上
兼
候
得
共
、
何
れ
義
必
至
難

渋
仕
、
且
店
々
惣
容
之
者
、
右
変
火
之
砌
一
統
何
角
骨
折
之
義
御

座
候
得
者
、
何
卒
江
戸
表
出
火
之
砌
格
合
を
以
、
御
合
力
太
儀
料
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御
願
申
上
候
処
、
御
聞
済
被
成
下
候
処
、
左
之
通

一

金
エ
シ

七
十
）

両
也

元
〆
市
川
忠
三
郎

（
以
下
略
）

類
焼
ニ
付

史
料
４

万
延
元
年
閏
三
月
「
蛭
子
屋
徳
兵
衛
願
」

三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
七
〇
五

九
）

包
紙
ウ
ハ
書
）

「

養
子
入
家
願

上

蛭
子
屋
徳
兵
衛
願

半
三
郎
宿
元
願
」

乍
憚
口
上
書
を
以
奉
願
上
候

一

半
三
郎
義

不
調
法
成
者
幼
少
よ
り
御
目
永
ニ
御
召
仕
被
下
御
蔭
ヲ
以
、
追
々
結

構
ニ
被
仰
付
御
高
恩
之
程
冥
加
至
極
難
有
仕
合
奉
存
候
、
然
ル
処
此

度
市
川
忠
三
郎
様
方
御
相
続
人
無
御
座
候
ニ
付

半
三
郎

義
相
続
人
ニ
貰
請
度
段
御
内
談
御
座
候
、
依
之

御
店
様
御
差
支
も

無
御
座
候
ハ
ヽ
相
続
も
可
仕
存
念
ニ
御
座
候
、
何
卒
此
段
御
承
知
被

成
下
宜
敷
御
取
成
之
程
奉
願
上
候
、
以
上

万
延
元
年
申
閏
三
月

蛭
子
屋
徳
兵
衛

印
）

御
本
店
様

御
支
配
人
中
様

史
料
５

万
延
元
年
四
月
「
市
川
忠
三
郎
願

相
続
人
願
」

三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
五

四

）

包
紙
ウ
ハ
書
）

「

上

相
続
人
願

市
川
忠
三
郎
願

」

奉
願
上
候
口
上
書

一

私
義

年
来
蒙
御
高
恩
、
殊
ニ
蒙
仰
御
役
儀
冥
加
至
極
難
有
仕
合
奉
存
候
、

然
ニ
追
々
及
老
年
相
続
人
無
御
座
心
配
仕
候
ニ
付
、
御
店
勤
仕
上
嶋

半
三
郎
殿
勤
仕
之
儘
養
子
貰
請
度
奉
存
候
、
御
指
支
も
無
御
座
候

ハ
ヽ
御
聞
済
被
成
下
候
様
、
宜
敷
御
執
成
之
程
奉
願
上
候
、
以
上

万
延
元
年
申
四
月

市
川
忠
三
郎

印
）

御
店
御
役
人
中
様

史
料
６

慶
応
元
年
四
月
「
元
〆
役
市
川
忠
三
郎
退
身
願
」

三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
二
一
〇
四

一
一
）

包
紙
ウ
ハ
書
）

「

上

元
〆
役

市
川
忠
三
郎退

身
願

」

乍
憚
口
上
書
ヲ
以
奉
願
上
候

一

私
義

久
々
結
構
養
生
被
仰
付
御
蔭
ヲ
以
近
々
全
快
仕
候
所
、
大
変
ニ
而
引

戻
シ
悪
敷
相
成
、
漸
々
頃
日
如
已
然
相
成
候
得
共
、
元
来
大
病
之
儀
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殊
ニ
老
衰
之
上
之
儀
、
最
早
此
末
之
所
全
快
六
ケ
敷
由
、
御
医
師
方

被
仰
、
左
候
時
ハ
未
眼
気
等
茂
不
宜
遠
方
歩
行
難
出
来
、
年
来
之
御

高
恩
難
報
残
念
千
万
奉
存
候
得
共
、
右
之
仕
合
ニ
付
何
卒
退
役
御
願

申
上
度
、
此
段
御
憐
察
被
成
下
、
願
之
通
首
尾
能
御
聞
済
被
成
下
候

様
、
宜
御
執
成
被
下
候
様
偏
ニ
奉
希
上
候
、
以
上

慶
応
元
丑
四
月

市
川
忠
三
郎

印
）

中

野

勝

助

京
両
替
店
元
〆
）

様

中

村

安
兵
衛

京
本
店
元
〆
）

様

土

方

次
兵
衛

大
元
方
加
判
名
代
）

様

河

村

喜

作

間
之
町
店
勘
定
名
代
）

様

木

村

忠
兵
衛

京
本
店
加
判
名
代
格
）

様

吉

仲

庄
太
郎

京
本
店
元
方
掛
名
代
）

様

小

林

彦
兵
衛

京
両
替
店
勘
定
名
代
）

様

中

塚

徳
三
郎

大
元
方
名
代
）

様

中

井

茂
兵
衛

京
本
店
名
代
）

様

森

藤
五
郎

京
本
店
後
見
）

様

里

田

忠

七

京
本
店
後
見
格
）

様

永
緒
多
郎
右
衛
門

大
元
方
通
勤
支
配
）

様

史
料
７

明
治
一
五
年
「
西
京
相
続
講
中
履
歴
一
綴
」

三
井
文
庫
所
蔵
史
料

別
二
五
七
〇
）

上
京
区
第
廿
四
組
室
町
竹
屋
町
下
ル
鏡
屋
町

二
代
目
忠
三
郎
妻
、
雑
業

市

川

な

か

印
）

初
代
忠
三
郎
文
化
七
年
午
京
本
店
出
勤
、
慶
応
元
丑
年
元
〆
役

マ
マ
）

弐
代
目
養
子
忠
三
郎
、
天
保
七
申
年
京
本
店
出
勤
、
明
治
十
二
年
名
代

役
、
同
四
月
支
配
格
雇
勤
、
当
時
な
か
名
前
ニ
テ
、
明
治
十
一
年
よ
り

入
講
ス
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